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　──この世界全てを巻き込んででも、人生をやり直したいと思う？




　ちょ、ちょっと……なに？




　え、それを言った女があたしだと思ってる？




　違うって。




　ただその場面を知っているだけ。




　てゆーかあんたが張本人なんだから聞く必要ないでしょ。




　知っていることも……今は言えない。




　じゃあ二カ月待って。




　ちょうど文化祭の時期だから、クラスの文化祭が成功したらわかることを教える。




　待ってって言ってるでしょっ！




　なんでって。




　それは。




　──あたし、二カ月後に学校辞めるから。
















　自宅から最寄り駅に自転車で向かう途中、岩いわ佐さ美み帆ほと一緒になった。

「お、おはよう」

「おう。おはよう」

　俺、横よこ須す賀か浩ひろ人とと岩佐美帆はわずか一ブロックしか離れていない場所に住むご近所同士である。

　岩佐が少し足の回転を速め、俺は少し足の回転を落とし、二台の自転車が並ぶ。

「今日、早いね」

「お前が遅いんだろ」

　つい一カ月前までは顔を合わせても会話のなかった二人の間で、今は普通に言葉が飛び交っている。

　疎そ遠えんになった期間があるとはいえ、小中、更には高校と学校が一緒で、まだ交流が続いている二人は、幼なじみ……と言えるのか。

「……テストの結果どうだった？」

　細いが丸っこいフォルムは中学生みたいだ。色素が薄くブラウンがかった短めボブカットも大人っぽいとは言えない。ただ顔はすっきりとした和風美人の雰囲気があった。

「まあ、あれだ、あれだよ、あれ」

「煮え切らないね」

「……下から数えた方が早いな。赤点はないぞ」

　五月半ばから下旬にかけての中間テスト期間、俺はとある非公式イベントの準備に忙しく、全く試験勉強をしなかった。

　当然、結果は推おして知るべしという出来だった。

「つーか、お前の方が絶対やばいだろ？」

「い、家で勉強してたし、生徒会特別フォローもあったから！」

「学校始まって一カ月で二週間も休んだら……」

「……ぐ、わたしは特別に保健室でテストだったから、妙に先生一人に見られている緊張感があって、それで」

「要するに大だい惨ざん敗ぱいだったと」

「……赤点はないよ」

　低レベルな争いである。

「期末にはせめて真ん中への浮上を……志こころざし低いかな？」

「やるならクラス一番くらい目指せよ。いや、学年一だなやっぱ」

「最近横須賀君ってビッグマウスだよね」

「目標を掲かかげて敵を定めることから全ては始まるんだよ」

「横須賀君、落ち着いて。一度深呼吸をして、今この状況を考えて」

「すーはー……やべ、確かに恥ずかしくなってきたなに言ってんだ!?」

「ね」

「ね、じゃねえよ。俺が乗ってやっただけだよ」

『死ぬ気でやる』を一度やってみると、どうにも自分の限界がよくわからなくなった。

　だってちんたらしていたら俺は死んでしまうのだ。それを思えばだいたいのことは大したことない、と思えてしまう。

　じめじめと雨の多い季節になったが、今日はからりと晴れて風が気持ちよかった。

「そう言えば次のホームルームで文化祭の出し物を決めるんだよね。案考えた？」

　また岩佐が聞いてくる。

「ああ、そんな話だったな……」

「もう全然関心ないじゃん。ちゃんとやってよ」

　関心がないのではなく、『文化祭』で思い出した別のことを気にしていたのだが。

「お前が偉そうにするな。俺はこれから本気出すからいいんだよ」

　そうしなければならない動どう機きもある。

「本気か……。横須賀君の本気は凄すごいからな……。……あ、死ぬ気か」

　岩佐はなにかを思い出すように、少しだけ遠い目をする。

　岩佐は輪わ月づき高こう校こうにしかない大きな力を手にしたが、悪い流れに巻き込まれて学校に一時的に来られなくなった。

　それに対して俺が「死ぬ気でやれ」と発はつ破ぱをかけ、なんだかんだあって今はこうして普通に登校できている。別に恩に着せようとは思っていないが。

「わ、わたしも文化祭で本気出そうかなぁ……」

　ちら、ちらとこちらを窺うかがいながら岩佐は言う。

「出せば？」

「ちょ、ちょっと冷たすぎない？」

「それより今は前を見ろ」

　横を向いて自転車を漕こぐな。

「大丈夫だよ、一八〇度以内に収まってるからちゃんと見えてるよ」

　……相変わらず妙なところでセンスの固まりみたいな奴だ。

「文化祭で本気出すって、なにか目的でもあるのかよ？」

「ちゃんと文化祭で頑張って、結果が残せればなって。ほら、わたしってそういうので活躍できたことないからさ。……横須賀君と一緒で」

「一緒にするな」

　俺は一度言うがすぐに付け足した。

「……と強く否定もできねえか」

　俺は学校行事ではいつも隅の方にいる人間だった。

　そうなりたいと思った覚えはないが、気づいたらいつもそこにいた。

　流されていた、と言ってもいい。

「活かつ躍やくできたら自分に自信が出てさ、色んなことも上う手まくいくようになるかな、とか」

「虫がよすぎるんじゃねえか？」

「う」

「でも、可能性がなくはないな」

　前向きに頑張ろうとしている奴を挫くじく必要もない。

　いつの間にか俺の方が岩佐より少し先行していた。それに対して、足の回転を速め、岩佐がまた俺に並ぶ。

「ね、ねえ横須賀君。一緒に頑張ってみない？」

　岩佐はどうして俺を誘うのだろう。それは置いておくとして。

「まあ、俺は勝手に本気で……死ぬ気で頑張るけどさ」

　おそらくこれまでの俺だったなら、文化祭を本気で頑張ろうなどと思いはしなかった。そんな記憶これっぽっちもない。

　でも今回はそれを変えてやろうと思っている。

　なぜなら俺がなにかを変え、世界が変わるその先にこそ俺の未来があるはずだからだ。

　大きな学校行事である文化祭に臨のぞむ姿勢を変えるのは、これからの学校との向き合い方を考える上で一度はやらなければいけないことだ。

　俺は少々特殊な運命の下にあるから、前と同じままではいられない。

「よ、よし。じゃあ約束だ。共に頑張るという、男と女の約束だ」

「男と女ってつける意味なかっただろ」

　あと俺はお前と約束をした覚えはないぞ。

「あ、話は全然変わるんだけど聞いた？」

「なんだ？」

「新しく〈シンドローム〉に目覚めた人の話」

「【磁じ石しやく人間】か」

「そう。○まる○まる人間って言い方、世界びっくり人間って感じだよね」

「【透明人間】のお前が言うな」

　信号が赤に変わりそうだったので、俺は立ち漕ぎしてギリギリ道路を渡り切る。

「もう渡るんだったら先に言ってよねー」と岩佐もついてきていた。

　傍はたから見れば俺達は普通に学校に行く同級生だろう。

　だけど俺達が通う輪月高校は、普通とは少し違っていた。





　　　　　×××






「輪月高校の現役生徒にしか知覚できない謎の力〈シンドローム〉は、時に火を起こし、人を金かな縛しばり状態にし、人が透明になり、ドッペルゲンガーを生み出す」

　俺の前席に座る柳やなぎ沼ぬま清せい十じゆう郎ろうが話している。

「一人一人固有の力であるそれは、全員が使えるものではない。輪月に通う生徒の中から突然力に目覚める者が現れる」

　滔とう々とうと語られる言葉を俺は聞き流す。

「その現実世界には影響を与えない力である〈シンドローム〉が、輪月の生徒達には真実のように知覚できる現象を『輪月症しよう候こう群ぐん』と呼ぶ」

　流行から外れた丸メガネをくいと持ち上げる太めの体つきをした男は、まるでテレビの司会者にでもなったようだ。

「そんな『輪月症候群』の力が渦巻く輪月高校に……新たな〈シンドローム〉、【磁石人間】が現れたのだっ！」

「長えよ。しかもなんだその説明口調は」

「昨日テレビで観た『世界の超常現象スペシャル！　～精せい霊れいの宿る村の奇跡～』のナレーションを真似てみた」

「あれ完全やらせじゃん」

「ちっちっ、甘いな。やらせと思わせておいて、その中に真実を隠す手法……とは思えないか!?　そしていつか『輪月症候群』もっ」

　毎度うるさいこの男は『輪月症候群』に取り憑つかれた、端的に言えばオタクである。

「あー、はいはい。そうなりゃいいな」

『輪月症候群』はあくまで幻げん想そうに過ぎない。現実に人が傷つく訳でもないし、外部の人間には影響も与えない。だから公的には『集団妄もう想そう』という位置づけになっている。

　存在を知っているのは地元の人間くらいで、ほとんどの人が怪かい談だんの類たぐいと捉えていた。

　そんな状況下にあって、柳沼のような特殊な例を除く普通の輪月高校の生徒達は『輪月症候群』をどう思っているかと言えば。

「なあ【磁石人間】って狙った人間を引き寄せられるんだろ。羨うらやましいな」

「そう？　引き寄せてどうするの、って感じだけど」

「だってこの力使えば……好きな女子とべったりくっついたりできるんだろ～」

「それただのセクハラ……」

　隣席の蓮はす田だと野の上がみが話している。

　とりあえず一年生達は、単に話題の一種として『輪月症候群』を扱っていた。

「ねえ、【透明人間】岩佐さん的にはライバル出現って感じなの？」

「あ、ホントホント。なんとなく似てるじゃん」

　女子の集団と岩佐も話している。

「い、言い方だけの問題じゃないかな？」

　高校生は勉強に部活に恋愛に忙しいから『輪月症候群』の話ばかりはしてないが、なにか動きがあれば話題になる。

　ただ二年生・三年生は『輪月症候群』に表だって関わろうとはあまりしていなかった。

　上級生としての落ち着きなのか、積極的に関わるなという教師や生徒会の声が反映された形なのか……。

「それじゃあ横須賀、『輪月症候群』による世界革命のために次はなにをするんだ」

「お前と『革命しようぜ』って話なんてしたっけ……？」

「〈シンドローム〉の力を研究し、世に広め盛り上げ、新しい力の可能性を追い求めていくんだろっ」

　拳こぶしを握り締め熱弁する柳沼は、純粋に『輪月症候群』を探求しようとしている。

　対して俺も『輪月症候群』に可能性を感じてはいる。だが柳沼が『輪月症候群』そのものに関心を抱いているのと違い、俺は自身が生き延びるための可能性として見ている。

「しかし俺も、次の一手をどうするかは問題なんだよな。ひとまず『輪月症候群』の情報収集は進めたいが……」

「オレの本気をもってすれば手に入れられない情報など……はっ！　いや、ない」

「思いっ切り『はっ！』って顔してから誤ご魔ま化かすんじゃねえよ」

　一瞬頭を抱えてから何事もなかったような顔をされても。

「学校やその上の行ぎよう政せいが管理しているものには限界があるとして」

「そりゃそうだな」

「一つ……生徒会には手を出せていない」

　生徒会に関してなにか印象がないか、過去の記憶を辿たどるが思い出せることはない。特に生徒会関係の人間と交流することがなかったのだろう。

　ただ我が校の生徒会の権けん限げんが強いことは、入学してまだ二カ月だがよく聞く。

「生徒会ならオレ達の知らない『輪月症候群』の情報を持っている可能性がある！」

「教えてくれって頼んだらいけるもんなのか？」

「ダメだった！　資料はあるらしいが生徒会の一部と教師しか閲えつ覧らん不ふ可かだと！」

　ギリギリと柳沼は拳を握る。

「もう特攻済みかよ」

「生徒会に入ると、面白い特典があったみたいね」

　澄みきった声が、休み時間中のクラスの喧けん噪そうを搔かき分けて俺の耳まで届いた。

　思わず身構えてから後ろを振り返る。

　可か憐れんな、姫が立っていた。

　黒くて長い髪をまっすぐに下ろしている。ぱっちりと大きな瞳はふわふさのまつげに縁ふち取られており、高く通った鼻も、桃色の薄い唇も、耳の形も全て美しい。その上、顔は小さく手足はすらりと細い。顔も体も完全に均きん衡こうが取れていて、西洋のおとぎ話に出てきてもおかしくない容姿だ。

「生徒会から誘いがあった時に話をちゃんと聞いておけばよかった」

　冗談みたいに美しい容姿の大おお河内こうち葵あおいが言い、俺は返す。

「生徒会からスカウトがあったって話か」

「あら、私からその話したかしら？」

「……前に噂うわさで聞いた気がするな」

「知らない間に噂って広がるものね。それより横須賀君、私の噂をしていたの？」

「誰かから聞いたってだけで」

「でも私の話をしていたことに変わりはないでしょ？　どうして『聞いただけ』を強調するのかしら。ねえ、柳沼君」

「……」

「他意はねえよ。事実だからだ」

「軽口でもいいから『興味があったからだ』って言えばいいのに頑かたくなね。逆に意識しているんじゃないかと思ってしまうわ。ねえ、柳沼君」

「……」

「ほら、柳沼君も『異論なし』って肯こう定ていしてくれているわ」

「勝手に言ってんじゃねえ大河内。柳沼もせめて否定しろ」

　協調性がなくはないが、大河内は我が道をいく節があった。

　そして柳沼は普段は無む駄だに勢いがあるのに女子がいると急速に萎しぼむ。というかまともに喋しやべれない。

　大河内はなぜか息が合っているような態度をとっているが、正直全然息は合っていないと思う。

「私達の仲がいいアピールのつもりだったんだけれど」

　だけど俺達には共通項が一つ。

「シンドローム・バトル・クラブのね」

〈シンドローム〉に本気で可能性を見い出しているという共通項がある。

「……つーか今部活名みたいに言ったけど、違うよな」

「違うの？　私達の集まりの名前も兼ねているのかと思ったのに」

「目的が一致したから寄り集まっただけのメンバーだし。再招集できねえだろ」

　俺と、大河内と、柳沼と、木き崎ざきと。あとは岩佐をはじめとした〈シンドローム〉使い四人がメンバーとなったあるイベントを俺は主しゆ催さいした。

「全員乗り気かはわからないわね。でも、横須賀君が声をかけたら……」

「……なんだよ」

「ほら、木崎さんだってきっとそう思ってるわ」

　大河内が向いた方へ、俺も視線を動かす。

　木崎まひる。

　女子にしては背が高く、細くしなやかな体つきをしている。明るく赤っぽい髪は、半ばからエアウェーブがかけられ緩くアップにしてある。なによりアーモンド形の大きな瞳が印象的だ。とても活発そうな外見の通り、体育会系の部活に所属している。

　しかし視線が合いそうになると、木崎はふいと反対を向いてしまった。












「あら、こっち見ていたと思ったのに」

　木崎と俺は一週間前に重要な話をし、そしてある約束をした。

　それで俺の目的は達成されている訳で、そのあと特に木崎とは話さずにいた。

　だが流石さすがに、あんな事情を知ったのになにもしないのは薄はく情じようだろうか。

「ところで横須賀君」

「なんだよ、もう休み時間終わるぞ」

「ここ一週間くらいかしら？　木崎さん元気がないみたいなの。ただ聞いても『なんでもない』って言うし」

　どきりとする。

　思い当たる節がありすぎる。

　そしてなにより嫌なのは、木崎の事情をどうも俺以外の人間が知らないことだ。

　俺だけが事実を知っていると、なんだか選択を迫られている気分になる。

「……なんで木崎のことを気にするんだ？」

「同じクラスメイトじゃない。シンドローム・バトル・クラブの仲間だし」

「シンドローム・バトル・クラブ定着させようとしてんじゃねえよ」

「とにかく、木崎さんがどうかしたのか、横須賀君から聞いてみてね」

「なんで俺が……」

「察しなさいよそこは」

　大河内が俺を指名する理由はわからない。

　ただこれも宿命なのかと、観かん念ねんしたところはあった。





　　　　　×××






　タイミングがあったら、と軽く考えていたらさっそくその機会に出くわした。

　放課後、下げ駄た箱ばこでばったりと顔を合わせてしまったのだ。

　帰宅部の帰宅ラッシュは過ぎたので、昇降口に現れる人数は多くない。今も一対一だ。

　二カ月後に学校を辞める──そう聞いた時は、唐とう突とつだったし俺もそれ以外のことにあまりにも気をとられていたため事情も聞けずに終わっていた。

　一度うやむやになったあと後日聞き直すのもはばかられ、それに木崎も俺を避けているようだったので、気がつけば一週間も放置する形になっていた。

「……よう木崎、部活は休みか」

　差し障さわりのない話を振った。

　木崎は器き械かい体たい操そう部ぶである。県内でも設置が少ない部活だ、と聞く。

「流石にもう続けてても、さ」

　エアウェーブのかけられた髪のまとまりがよくない。

　いつもより弱々しくなっているのは、隠せてはいなかった。

「なんだ、もう部活の奴らには話してるんだ」

　他の人間も事情を知っていることにほっとする。

「話してないよ」

　どくんと、また心しん臓ぞうが高鳴った。

「もう先生には言ったけどさ」

「そりゃ時間ないしな」

　他に知らせた奴はいないのだろうか。じゃないと校内で事実を知っているのは、教師と俺だけになる。

「辞めるん……だよな？」

　探り探り俺が尋ねると、木崎は呆れたように溜ため息いきを吐いた。

「今更その話？　一週間なにも言ってこなかったでしょ」

「あの時はいきなりで混乱してたんだよ」

　俺はかつて、なぜか死にかけているところで、誰かに人生をやり直したいか問われた。

　そうしてそいつは〈シンドローム〉を発動させて世界を三年分リセットした。

『一度目の世界』の三年間が消え、今は『二度目の世界』を迎えている。

　その事実を知っているのは俺と、その力を発動させた女だけだろう。

　俺はその女を捜していた。

　このままいけば俺は三年後に死んでしまう、らしい。

　打だ開かい策さくを求めていた俺の前に、あの場面のセリフを口にする木崎まひるが現れたのだ。

　俺はあの時のやり取りを振り返る。

　こいつこそが力を使った女に違いないと思ったのだが、木崎は本人ではなくその場面を知っているだけだと言った。

　だが信じられなかった。せっかく得たチャンスを逃す訳にもいかない。

　じゃあ知っている理由を言えと求めると二カ月ほど待てと言い出す。

　二カ月後学校を辞めるからその時に教えるのだと説明され、その理由には流石にがつんと頭を殴られた気分で勢いも止まってしまった。

　落ち着いて考えれば、二カ月経てば手に入れられる情報なのだ。無用に慌てる必要はないとも言える。

　改めて、聞かなきゃいけないのかと思い口にする。

「で、学校辞めてどうするんだよ」

「どうだっていいでしょ」

「どうだっていいな」

「もう少し粘ねばれよ」

「言いたいなら言えよ」

　他の生徒が通って、俺と木崎は少しの間黙だまる。

「働くんじゃない？　やっぱ」

　間を空けてから、木崎は答えた。

「……転校じゃないんだな。ちなみに……理由は」

「経済的事情ってやつかな」

「夢も希望もねえな」

　現実的すぎる理由だ。

「ねえ今日もあのファミレスの新作食べにいこうよ～」「またぁ？　最近そればっかじゃん」「最早新作じゃないよね」「いいのいいの。みんな他のにすればいいじゃん！」

　きゃぴきゃぴるんるん、そんな擬ぎ音おんがつきそうな女子達が背後を通りすぎていく。

「本当にね、夢なんて見てても仕方ないぞお前ら、って言ってやりたい気分」

　身につまされる思いだ。

「でも今時そんなことあるか？　奨しよう学がく金きんとかいくらでもあるし」

「やりようはいくらでもあるよ。ていうか実際、親とか教師は転校のつもりで話を進めてるし」

　一瞬俺の目を見てから、木崎は目を逸そらす。

「ま、学校に通いたい目的もないし。弟が二人いるってのもあるかなー」

「でも、いいんだけどさ、引っ越しも含めて絶対そうしなきゃなんねえのか」

「九五パーセントは。五パーセントの奇跡が起これば学校も変わらずに、そのままかも」

　木崎は溜息を吐く。

「確定じゃないからみんなに伝えにくいんだよねー。『転校します』って宣言してから『やっぱ中止になりましたー』ってダサいでしょ」

「確かにな」

「あんたには流れで言っちゃったけどさー」

　初めて笑顔が見えた。

　そこで俺は酷ひどく安心した。よく見えていなかった話も、正体がわかれば必要以上に怯おびえなくてよいとわかる。木崎の問題だって、とにかく現実的な話なのだとわかった。

「やるべきことをやって、生きていかないとね」

　他の生徒が、また側そばを通る。

「おいカラオケいこうぜー」「あれ、お前今日塾じゆくだろ？」「いいんだよサボりだよ」

　普通の学生達は吞のん気きに今目の前にあるものに目を奪われて生きている。

「……横須賀が聞きたがってた秘密の件なら、大丈夫だから」

　木崎は先回りをして言ってきた。

「クラスの文化祭が成功したら、教えてくれるんだよな？」

「あ……、うん。そう」

　なんだか自分で言った条件を忘れていたような様子だ。二カ月後に回答を延ばすため適当にでっち上げたんじゃないだろうな。

　だがどっちにしろ二カ月後にはわかることだったらいい。

「一応聞くが……どうなったら成功なんだ？」

「上位入賞したら間違いないけど……」

「投票で五位までが入賞だっけな」

　この間全校集会で、文化祭についての説明が文化委員よりあった。

　輪月高校では優秀な文化祭の出し物を決めるコンテストがあり、校内校外問わず参加者からの人気投票と別途選せん定ていされた審しん査さ委員票で順位が決定される。

「でもそんなに心配しなくてもいいよ」

　どうやら文化祭が上手く終われば努力賞は認めてくれそうだ。

　だが最近一つ、木崎が俺と女が世界をやり直した場面を知っていた理由について思い当たる仮説があった。

　何度思い返してもあの場面には俺ともう一人の女しかいなかったはずだ。木崎が盗み見したとして、どうしてしばらく黙っていたのか。

　最近知ったとすると、なぜ今知ることができたのか。

　この学校で起こる普通でないことの解かいには、アレが関わっていることがある。

「お前〈シンドローム〉に目覚めたんじゃねえのか」

　完全な鎌かまかけに、木崎は見事に反応を示した。

「え……なんで、……べ、別に」

　目をきょろきょろとさせ、髪を無意味にわしゃわしゃ揉もむ。動どう揺ようしていた。

　ここまで綺麗にはまると悪いことをした気になった。

「〈シンドローム〉であの場面のことを知ったんだな？」

「いやそれは……よくわからない」

「わからなくはないだろ。それも含めて二カ月先まで言わないってことなのかもしれねえけど」

「本当なんだよ！　〈シンドローム〉に目覚めたことは……認める。でも自分の力がよくわかってないんだ。全然わからないわけじゃないけど」

　真剣みのある様子で、噓うそをついている感じではなかった。

「……〈シンドローム〉自体を隠す気はないってことか？」

「言い触らすつもりはないけど、隠すつもりは特に……」

「だったら知っておこうぜ」

　俺は少し興奮していた。なぜ木崎が俺の過去を知ることができたのか。それがわかれば、過去の他の出来事だって知ることが可能かもしれない。

「しかし自分の〈シンドローム〉がわからない……？　どうすりゃいいんだ？」

　俺はうーんと唸うなって考えたが、答えは一つしか思い浮かばなかった。

「……『輪月症候群』ならまずあいつに聞くしかないか」




「しかしなぜ横須賀の周りで〈シンドローム〉使いが現れるんだ!?　どうしてだ!?」

「そうでもねえだろ。岩佐のことを言ってるのか？」

「……あの時も岩佐さんが初めに相談したのは横須賀だった」

「へえ、岩佐さんにも一番に相談されて喜んでたんだ」

「喜んでねえよ。どんな偏へん見けんだ」

　俺はそのままの流れで木崎を引き連れて、柳沼清十郎と合流していた。

　俺が柳沼にかくかくしかじかで、と事情を説明すると「新しく〈シンドローム〉に目覚めた二年の盗とう撮さつ……もとい観察は中止でこちらに専念だ！」ということになった。

　自分の〈シンドローム〉がわからない状態なんてどうするのかと思ったが、柳沼はそういったケースに対応できる人物を知っていると言う。

「……ていうかやっぱやめようかな。こんな力もう関わらないだろうし」

　その人物に会うために移動中なのだが、木崎がまた渋り出した。

「おい、確かめていけよ。わからないままも気持ち悪いだろ」

　その〈シンドローム〉に大きな可能性があるかもしれないのだ。

「で、グラウンド横断中だがどこに向かってるんだ？」

　急せく気持ちを抑えられず柳沼に尋ねる。

「放課後は基本的にグラウンドに生せい息そくしている人なんだ」

　柳沼は迷いなくずんずん進んでいる。

「えーと、『占い師みたいな〈シンドローム〉の人がいるから今度会わせてやる』って前から言ってた人なんだよな」

「ああ、そうだ。そしてその人は──『占いばばあ』と呼ばれている」




「だから『占いばばあ』って呼ぶなっつーの」

「すみません『占いばばあ』さん！」

「さん付けしても一緒！」

　失礼しちゃう～、と『占いばばあ』と柳沼に呼ばれた女子はぷりぷり不ふ機き嫌げんになる。

「すみません浜はまさん、調子に乗りました！」

「その浜も可愛くないからやめて。凜りん子こは凜子って呼んで」

　柳沼が引き合わせてくれた浜凜子は部室棟の側に座り込んでいた。

　青いカゴを隣に置いて、硬こう球きゆうをタオルで擦って磨みがいている。

　そして、ギャルだった。

　まつげが長くて目元が光っているような派手なメイクで、パーマがぐねぐねとかかった派手な色の髪を二つにくくっている完全なギャルが、体操服姿でボールを磨いている。

「という訳で二年の浜凜子さんだ！　見ての通り野球部のマネージャーをされている」

「ちーっす、一年。凜子って呼んでいいからね～」

「更に浜……凜子さんは〈シンドローム〉使いだ！　そして『占いばばあ』としても活躍されている。二年・三年の間では有名なんだぞ」

「だから『占いばばあ』やめて。話聞かないよ」

「おっとすいません凜子さん！　通つう称しようを言っただけで……」

　つーんとそっぽを向く浜……凜子に柳沼が弁べん明めいする。

　だがそれ以前に……。俺は柳沼の腕を摑んで半回転させ凜子に背を向けた。

「お前なんで女子なのに普通に喋ってるんだよっ。お前基本的に身内以外の女子は信用ならねえんじゃねえのかっ。あれか実は親しん戚せきというオチかっ」

「慌てすぎだぞ横須賀」

「お前に指し摘てきされると腹が立つな。で、なんなんだよ」

「別にどうということはない。オレが女子と喋れないというのがそもそも間違いで」

「木崎、なんか言ってやれ」

「……説明してよ、柳沼」

「……そっ……それは……凜子さんは初めから〈シンドローム〉使い……として出会った。つ、つまり女子というよりただの『占いばばあ』というキャラと認識しており……性別を全く意識しないので……」

「例えば岩佐は〈シンドローム〉使いキャラじゃないのか？」

「……あれは元は同級生、からの、〈シンドローム〉使いだろ……」

「理解できんが面倒臭いルールがあるのはわかった」

「ちょっとそこのお三人さん～。凜子に用があったんじゃないの～？」

　呼ばれてまた凜子に向き直る。

「はい。今日は、この子を見て欲しいんですよ。【占い】で」

「……木崎まひるです。はじめまして」

「なんで凜子が……って言っても話終わらないんだよね～。この〈シンドローム〉がある限りは～。はいはい見ますよ～。あ、でも」

　この手のことはよくあるのか、凜子は慣れた対応だ。

「ちなみに一年生達……生徒会と関係ある？」

「いえ、ないです」「特には」

　木崎と俺は否定する。

「うんうん。なら安心だ」

「ち、ちなみになんで？」

　上級生だしギャルだし少したじろぐところはあったが、凜子は上下関係を気にしないタイプに見えて話しかけやすかった。嚙かんだけど。

「なんかあいつら『生徒会に従え』って感じ出してて不快～。この前もとっても面倒だったしぃ～」

「なんかあったんですか？」

「……凜子の【占い】があいつらにとっても結構レアみたいだから」

「生徒会って、凜子さんの〈シンドローム〉を利用しようとしてるんですか？」

「う～ん、わかんな～い。ていうか今日は【占い】に来たんだよね。ほらこっち来て」

　もう少し掘り下げたかったが、凜子は面倒だったのか話を切り替えてちょいちょいと木崎を手招きで呼ぶ。

「あ……はい」

　木崎が近づいていく。と、腕をがっと捉とらえて木崎の掌てのひらを自身の顔に近づけた。

　マスカラもりもりでまつげが外側にぐるんとなった目が見開かれる。

「うーん……ふむふむ。はーん……あれ、これなんか呼び方あった気がする。えーと、えーと……思い出した！」

　凜子が手をぱっと放す。

「あなた、【サイコメトリー】ね」

「……え？　【サイコメトリー】……？　なにを根こん拠きよに言ってます？」

「うん？　柳ちゃん、凜子の〈シンドローム〉の説明してる？」

　柳ちゃん……凄い呼び方だ。

「していない気が凄いします！　是非凜子さんから説明を」

「めんどいからイヤ」

「という訳でオレが代わりに説明しよう！　凜子さんはその人が〈シンドローム〉に目覚めているかどうか、またその詳細な内容を相手の掌から読み取る〈シンドローム〉の持ち主なのだ！　だから〈シンドローム〉ではっきりしないことがあれば皆凜子さんの下を訪れる。その掌を鑑かん定ていする姿はまさに占い師！　皆からは『占いばばあ』と」

「ばばあやめろ！」

「ぐほっ!?」

　柳沼が凜子に硬球をぶち当てられ悶もん絶ぜつした。

「で、【サイコメトリー】ちゃんは、なにか知りたいことでも？　だいたいは自分でわかってると思うんだけど」

「……確かにあたしは『触れたものが深く関わる過去』を読み取れるんですが」

　それが木崎の〈シンドローム〉らしい。

「なんでもかんでもじゃなくて、ものに誰かの強い意志が宿っている場合とか、そのものが関わる場所で大きな出来事があった場合とかに限られている。誰か人の気持ちに依存するから誰かの知っていることしかわからない……合っていますか？」

「ん？　自分の〈シンドローム〉の詳細がわかってないタイプ？」

「他の人の話を聞いたことがないので、はっきりしないんですけど……たぶん」

「心配しないでいいよ～。そういう自分でよくわかんない系の人いるからさ。えーと、認識はさっきので合ってるよ。付け足すなら『輪月症候群』にかかっている誰かが関連する出来事に限られるってことかなぁ。その人が卒業しててもオッケーぽいね。あくまでその当時どうだったかが重要みたい」

「あ、やっぱりそうだったんだ」

「ちょっと条件複雑だから慣れてないと感覚的にわかっていてもわかりにくいよねー」

「こういうことなんだろってのはわかるんですけど、上手く言葉にできなくて……」

　あるある～、と凜子は言う。〈シンドローム〉使いにしかわからない話だった。

「あと自分の気持ちと上手く合わないと、そのものに対する【サイコメトリー】は上手く発動しないよ。逆に言えば『見たくない』と思えば見なくて済む。たまに漏れちゃうことはあるだろうけどそれはご愛あい敬きようで～」

「凄いですね……。そんなに細かくわかって」

「いやいやそれほどでも～。わかることもこれくらいだし～」

　凜子はにっこりと笑いかける。ケバいがいい人っぽい。

「あと、最後に一つ聞いてもいいですか」

「どうぞ～」

「【サイコメトリー】で読み取れた過去は、確実に存在した過去なんですよね」

「妄想じゃないよ。【サイコメトリー】ちゃんの【サイコメトリー】はちゃんと過去にあった事実を呼び出している。ただ、読み取った人の記憶に左右はされるけどね」

　はっきりと凜子は言った。

「ま、これも凜子の〈シンドローム〉で見ているだけだし、そもそも『輪月症候群』自体妄想じゃんって言っちゃえば全部妄想になるけど～」

　しかしこれで、なぜ木崎があの事実を知っているかわかった。

　木崎は【サイコメトリー】で過去にあった『一度目の世界』を視たんだ。

「はい……、ありがとうございました」

「どういたしまして～。ふーん、【サイコメトリー】ねぇ……。割とレア感あるね～」

「レアとか、あるんですか」と俺は気になって尋ねる。

「あるある～。もち、人によって評価は変わるけどさ、現実になんの影響も与えない『雷を出す』とかより、意外と利用できる場面があるんだよね」

　確かに幻まぼろしの炎よりも、過去の出来事を知ることができる方が実際の行動に繫がる。

「【サイコメトリー】……過去を読み取る。あ、〈シンドローム〉ってさ、絶対じゃないけど自分の願いや想いが影響するんだよね～」

　凜子は笑顔でさらりと、だけど確信めいた表情で尋ねる。

「【サイコメトリー】ちゃんはなにか未み練れんでもあるの？」

　その質問は、間違いなく木崎の心を捉とらえた。

　木崎がはっと息を吞んでいる。

「なんでもいいんだけどさ、じゃあ終わりね～」

　だが凜子は指摘するだけ指摘して、追及する気はないらしい。

「ではオレはどうですか!?　知らぬ間に〈シンドローム〉に目覚めてるとか……！」

　柳沼がばっと両手を凜子に突き出す。

「ノー、目覚めてない……って何回言えばわかんの！　すぐ変わんないから！」

　柳沼を叱った凜子が俺に視線を合わせる。

「そっちの……え～、君？　は、いいの？　やるんだったら今やって欲しいんだけど」

「や、俺はいいんで。〈シンドローム〉に目覚めてないですから」

　顔の前で手を振って断る。

「…………ん？」

　コンクリートの段差に腰かけていた凜子が立ち上がった。

　俺にずんずん近づいてくる。手を摑まれる。

「え……ちょ」

　近い。息を吸うと、凜子からバラみたいな甘くてどこか鋭い匂いがする。

　凜子はまじまじと俺の手を見つめ、それから俺の顔を見た。

「君、名前は？」

「横須賀浩人です」

「よこちん、〈シンドローム〉に目覚めてる？」

「いや、なにも使えないんで。……ていうか『よこちん』やめて貰っていいですか」

「でも〈シンドローム〉に覚かく醒せいしたあとの線が出てる」

「せ、線？」

「線は凜子にしか見えないけど。ねえ、本当は〈シンドローム〉使えるんじゃない？」

「横須賀はオレをおいていくのか!?　寂しい！　間違えた羨ましい！」

　俺にそんな自覚は全くない。

「万一俺に使えるんだったら……り、凜子さんはなにができるかわかるんでしょ？」

「それが見えない」

　凜子は俺の掌と手の甲を何度も確認する。

「おかしい……。覚醒した線があるのにその内容が見えない……初めてだ……」

「でも俺、なにか使えるとか、自分で知らないですよ」

「むむ、確かに凜子にも見えないし……。うん、目覚めかけた途中で止まったみたいなことも、あるのかもね～」




　凜子に礼を述べ、俺達三人は校舎の方へ戻る。

「なんだ、横須賀は目覚めていないのに目覚めているのか!?　目覚めかけなのか!?」

「全く心当たりがない。わかってないから少なくとも使えないのは確かだ」

　俺はまるで〈シンドローム〉の使い方を知らない。過去の『一度目の世界』でもどうだったか必死に思い出そうとするが、記憶にはない。

「おい横須賀！　手からなにか出ないか試してみないか？　もしくは回転によって生まれないか、あるいはジャンプすることで発生しないか！」

　でももしかすると、俺にはなにかができるのか。

「……聞いているか横須賀？　よ、横須賀は〈シンドローム〉が使えるとわかり、ただの一般人であるオレに興味がなくなって。どうせそこの女と……」

「聞いてるようるせえなっ！　考えごとしてたんだよっ！」

　とにかくうるさい奴だ。

「しかし【サイコメトリー】……オレの使ってみたい〈シンドローム〉ランキングでも上位に食い込む力だったのに……！」

「確かに割と漫まん画がなんかじゃ定番の能力だよな」

「くぅ……色々試してみたい……！」

「力が必要なんだったら木崎に頼んで使って貰えよ」

「そ、それは……」

　柳沼はちらりと木崎に視線をやる。

　じろり、と木崎が睨にらみ返す。

「じ、時間あるしオレはこれから新しく〈シンドローム〉に目覚めた二年の盗撮……もとい観察にいこう！　レッツゴー！」

　柳沼は逃げるように走り去ってしまった。

　あいつ、これから知り合いの女子が〈シンドローム〉に目覚める度どうするか頭を悩ませるんだろうと思うと少し同情した。

　柳沼がいなくなったので、木崎と俺の二人になる。

「すげーな。役に立ちそうな力らしいじゃねえか」

「いやー、そうかなぁ……」

　木崎はさほど嬉うれしそうではなかった。

　だがこの〈シンドローム〉、諸々条件があり思い通りにとはいかないだろうが、俺の目的のためにも相当使えそうだ。

「はぁ……、これもすぐ噂広がるんだろうな。途中で後ろを通っている奴いたし」

「有名税みたいなもんだろ」

「有名になって得した例ためしないのになぁ。それにどうせ……」

　この学校からいなくなると、木崎は続けたかったんだろうか。

　校舎を見上げる視線が、もの悲しくあったから。

「未練があるのか？」

　俺は木崎に問いかけていた。

「さあ？」

　肯定もしないし、否定もしない。

　そして自分で言いながら俺も、『未練』という言葉が心に引っかかっていた。

　だって俺も。

　──ねえ、君は死ぬみたいだけど。

　──この世界全てを巻き込んででも、人生をやり直したいと思う？

　──やり直したい。

　未練があって、世界をやり直しているのだ。

　木崎が俺をおいて歩き出す。

「前、シンドローム・バトル・クラブの時手伝って貰ったから、それは借りだと思ってるんだよ。だから未練があるんだったら協力してやるぞ」

　もし木崎に未練があるのなら、未練があった者として親しん近きん感かんを覚えなくもない。借りがある分返してやってもいい。それに木崎の力を借りる機会が訪れるかもしれないので貸しを作ろうと思ったのだが。

「あっ、そ」

　木崎は背を向けたまま、去っていく。





　　　　　＋＋＋






　父の経営する工場が厳しいとは知っていたけれど、なんとか続いていくのだと信じ切っていた。

　でも現実は、そんなに甘くなかった。

　引っ越しが必要で、だから転校もしなくちゃいけない。

　だったらこの際学校を辞めてしまってもいいだろう。

　親は学校には通えと言うが。

　でもどうしても通いたい理由もないのに行くのも変な話だと思うのだ。

　みんな本当はもっと「なぜ学校に行くのか」考えるべきなんだ。

　学校は将来のための学びの機関だ。

　だったら将来のために行かない選せん択たく肢しだってあり得る。

　生きていくために学校は必ひつ須すのものじゃない。

　今からバリバリ働いて、お金を貰って、そうやって生きていくやり方だってある。

　でも、最後かと思うと流石に寂しくはあった。

　輪月高校自体に思い入れが生まれるには早すぎるが、学校という存在との別れには感傷も生まれる。

　そう思うことが、未練なのだろうか。

　あたしだってバカじゃない。

　きっとこの選択を後悔する一瞬がくるだろうとわかっている。

　逆に正しかったと思う瞬間も多くあるだろう。

　だから、なにか一つ学校の大きなイベントを悔いなくやり切ればいいんじゃないかと思っている。

　その意味で、辞めるタイミング的にも文化祭は凄くわかりやすい。

　そこで自分が満足しすっきりした気持ちで終われば、あたしはやっていける気がする。

　色んなことを残していく寂しさも、きっと大丈夫になる。
















「文化祭まであと二カ月です。ということで、今日は出し物を決めます！」

　教きよう卓たくの前で話すのはルーズに制服を着こなす君きみ塚づか桜さくら。脱色したストレートヘアが気の強そうな印象を与えている。あまり文化系っぽくない身なりだが、一年Ａ組の女子文化委員である。

　今後はホームルームの時間がだいたい文化祭のために充あてられるらしい。

　放任主義なのか、興味がないのか、担任の高たか橋はし俊しゆん吾ごは教室を離れている。

「そういうことでーす。要よう領りようのわかっている二・三年はとうの昔に準備を始めていて、俺達はのっけから不利な状況らしいでーす」

　続けて男子文化委員である蓮はす田だが言った。

　前に立つ君塚と蓮田の両文化委員を、俺は後方の席でぼうっと眺めている。

「ちなみに文化祭の投票で五位までが入賞なのはご存じの通りで」

「歴史に名を刻きざむためにも気張って決めましょう！」

　輪わ月づき高こう校こうの文化祭は積極的に学外の人間の来場も呼びかけており、盛大なことで有名である。

「輪月の文化祭凄すごいからなー。入賞ってかなり名めい誉よなんでしょ？」「内申がよくなるっていう伝説もあるくらいだしぃ」「重要視しすぎでしょ」

「ちゃんと頑張らないと、周りも凄いから恥はじかくな」「だったらもう入賞狙うしかねえよ。中途半端にやるよりさ」「目指せ入賞！」

　文化祭に力を入れて取り組む伝統はこうやって引き継がれていくんだろう。

　俺も、文化祭は頑張ってみていいと思っている。

　未み練れんがあった学校生活なんだから、未練がないようにやれたらなにかが変わる気がしているのだ。そこにきてこの大きな学校イベントは非常にわかりやすい存在だ。

　一つの学校イベントをやり切ることで、今後の俺の方ほう針しんも見えてくるかもしれない。

「じゃあ思いつきでいいので、自由に案を出してください」

「みんな、一人最低一個は案出す勢いでやろうね。アタシは創そう作さくダンス」

　普通一番最初は意見を言いにくいものだが、一年Ａ組の女王には関係なかった。

　くるくると巻かれ両サイドに下ろされた髪は明るく金に近い。メイクは今日もバッチリ決まっている。公式な役職はないはずなのになぜかクラスの重じゆう鎮ちんとして君くん臨りんする、森もり本もと成なる美みがまず最初の案を出すと、皆が続いた。

「喫きつ茶さ店てん！」「メイドカフェ的な！」「焼きそば？」「アーチ作る系！」「ジェットコースター作った学校あるって話らしいぞ」「個人的にドミノに興味が」「待て待て順番にっ。書き切れねえよ！」

　県下上位の公立校で元より優等生が多いのもあってか、皆行事には積極的だ。

「そういやゴミ箱展示って聞いたことあるけど、本当にあるの？」「流石さすがに都市伝説でしょ。あ、お化け屋敷いいかも」「迷路もいいじゃん」「迷路の備び品ひんが学校にあって毎年どっかが迷路やるらしいよ」「へえ、じゃあ普通じゃつまんないから模も擬ぎ店てんと組み合わせても面白くない？」「あ、アリかも」「模擬店×迷路とか？」

　ノリノリで発言が自由になりすぎている。

「ストップ！　蓮田の板ばん書しよが間に合ってないから！」

　君塚も呼びかけるが皆自由に喋しやべり出していて聞きやしない。

「つーか輪月の文化祭入賞なんだけど、噂うわさだけど地元の企業だと『輪月高校の文化祭入賞しました』で内定が出るとか……」「あ、先輩それで人気で割のいいバイト受かったとか」「マジかよ……！」

　かなり眉まゆ唾つば物ものの噂話まで飛び交っている。

　ともかく収拾は全くついていない。

「き、君塚。ここは三人くらいで止めるしかないだろっ」

　俺が傍ぼう観かん者しや気分で眺めていると、蓮田が君塚に言っているのが聞こえた。

「ほら、お前のあれを使って！」

「いや、はあ？　絶対必要じゃないでしょ……まあいいけど」

　ぱん。ぱん。ぱん。

　教室の右端と、真ん中と、左端で君塚が手を叩く。

「「「みんな、静かにー！」」」

　君塚が三人同時に、注意をする。

「ひゅー」「はーい」「こりゃ従うわ」「ノリいい使い方するねー」「先生がいない時じゃないとね」「みんな君塚さんに注目～」

「「「こういう使い道じゃないはずなんだけど……」」」

　どう見ても、実体のある本物にしか見えない三人が同じ動作で溜ため息いきを吐き、真ん中の一人を残して左右の二人が消える。

　君塚桜は【ドッペルゲンガー】を操る〈シンドローム〉使いだ。

【ドッペルゲンガー】は自身と同じ動作をする幻を複数体生み出すことができる。ただ幻なのでものを摑んだり人に接触したりはできない。

「ナイス〈シンドローム〉！」

　蓮田が調子に乗って盛り上げると「どっ」と教室が沸わいた。

「じゃ、今から挙きよ手しゆ制せいでっ」

　恥ずかしいのを誤ご魔ま化かすためか、妙にきりりとした声で君塚は言った。

「ソーラン節！」「ボール投げて的を倒すやつ！」「屋台！」「アメリカンドッグ！」「フライドポテト！」「ケーキ！」「ラーメン！」「シシカバブ！」

「お前ら途中から食いたいもの言ってるだけだろ！」

　そろそろ意見は出尽くして、発言が止まる。

「他にはー」と蓮田が言ったタイミングで、俺の前の席の男がピンと手を挙げた。

　君塚も蓮田も露ろ骨こつに嫌な顔をした。ここでお前じゃないだろ、という顔だ。

「……ええと誰か。……誰もいないので、柳やなぎ沼ぬま」

　君塚が観念して指名すると、柳沼清せい十じゆう郎ろうは立ち上がる。

「『輪月症候群』の噂に迫る大研究！　様々に流れる『輪月症候群』の噂を一つ一つ検証していく。学内だけではなく学外の噂も合わせて調査し、更に外部の人間からのたれ込みを求める掲示板を設置。質問に答えるブースも設け、『輪月症候群』カーニバルと言うに相応ふさわしい内容に──」

「オッケー、もう大丈夫。一応『輪月症候群』カーニバルとだけ書いておこう……」

　いくら『輪月症候群』が受け入れられているとはいえ、柳沼の熱量はほとんどのクラスメイトに引かれていた。

「おっと、大おお河内こうちさん！　期待してるぜ～！」

　柳沼の願望垂れ流しで悪くなった空気を変えるチャンスだと、蓮田が大河内の挙手に救いを求める。

　柳沼の代わりに大河内が悠ゆう然ぜんと立ち上がる。

「『輪月症候群』の大バトル！　様々な〈シンドローム〉使い同士による夢の対戦カードを公募で募集。シンドローム・バトル・クラブと呼ぶに相応しい戦いを──」

「席移動していいんで何人かで相談して意見まとめてくださーい」

　最近大河内とも仲のいい君塚がばっさり切り捨てた。




「言ってはみたけど、やっぱりシンドローム・バトル・クラブは難しいみたいね」

「……文化祭は外の人もたくさん観に来るから、身内にしか伝わらない〈シンドローム〉関係は基本ダメだって。注意事項のプリントにも書いてあるよ」

　とぼけた顔で言う大河内に、岩いわ佐さ美み帆ほが指し摘てきする。「一応よ、一応」と大河内は弁べん明めいしていた。

「お前よくそんな誰も見ないプリント読んでるよな」

　俺は言いながら、なんで女子二人と今喋っているんだろうとふと疑問に思う。

「ところで美女二人に囲まれて嬉うれしそうね、横よこ須す賀か君」

「び、美女なんて大河内さん……」

「だ、だ、だ、誰も美女だからって喜んでねーよ」

　俺が応えると柳沼が目をすがめていた。

「喜んではいるんだな……」

「ねえ、柳沼君。横須賀君はむっつりタイプだと思うわよね」

「このむっつりが……」

「お前は誰の味方してるんだよ」

　俺と柳沼が席に着き、大河内と岩佐が周りに立って四人組になっている。

　端に追いやられて仕方なく寄り集まっている訳ではない。二人が自ら（岩佐は大河内に引っ張られてだが）俺達の方へ話しに来たのだ。

　こんな光景、やり直す前にはあっただろうか。

　俺は一度目の高校生活で関わった人間のことを多少は覚えている。でも仲よく喋っていた女子なんて、覚えが一つもない。そんな灰色の高校生活だった。

「よし、真剣に考えようぜ」

「あら横須賀君って意外と文化祭に燃えるキャラ？」

「いや中学までは斜しやに構えて絶対に文化祭でやる気見せないキャラ……」

「お前が答えるな岩佐」

　確かに以前の俺はそうだった。

「でも、変えたいものがあったんだよ」

　前と同じようになにもせず未練を残す終わり方ではなにも起こらない。

　俺は自分を変えて、周囲を変え、世界を変え、運命さえも変える必要がある。

「うん、素晴らしい決意ね。つまり高校デビュー」

「勝手に高校デビュー扱いすんな大河内」

「……そしてわたしは文化祭デビューを……」

「俺を仲間だと思うなよ岩佐」

「お前を変えるもの……それは〈シンドローム〉以外にあり得ないっ！」

「お前ら三人さっきから話進める気あるか!?」

　そんなこんなしていると教卓に立つ君塚が聞いてくる。

「そろそろ意見まとまったー？　発表できる人は挙手お願いしまーす」

「ど、どうしよう……案がなにもない……」

「はいっ！」「ふんっ！」

「……なんで大河内と柳沼は手を挙げてんだよ」

　お前らは自重する気がないのか。

「『輪月症候群』関連はなしでお願いしまーす」

　君塚がしっかり二人を牽けん制せいしたあと、はい、はい、と別の奴らを指名する。

「『メイドカフェ＆ダンス＆写真撮影それって最も早はやアイドル！』」

「『ジェットコースタードミノ倒し』！」

「『恐怖のロシアンルーレットたこ焼き迷路の脱出』！」

「それは意見がまとまってない！　混乱している！」

　クラス全員割と行事に積極的で、文化祭に対しても「楽しまなきゃ損じゃん」とリア充なノリを発はつ揮きしているのはよいのだが、空回りっぷりがひどかった。

「いやホントまともないいアイデアないのかよ～、横須賀どうだ！」

　急に蓮田が俺に振ってきた。注目が集まる。

「……ちょっと、考え中だ」

　正直出し物自体はなんでもいいと思っている。

「おい頼むぜ～！　期待してるんだからさ～」

　期待って、なんの期待だ。





　　　　　×××






　結局一時間で一年Ａ組の意見はまとまらず、話し合いは次回へ持ち越しとなった。

　大半が部活動へと向かう中、俺は一人校門へと向かう。

　グラウンドではランニングや準備運動をするかけ声がうるさい。

　踏み出した、足が止まる。

　前へ進めなくなる。

　ずりずり、ずりずり。左右交互に足を後ろ向きに引きずって背はい走そうする。って。

　なぜ気持ちの悪い歩き方をしているんだ。ちゃんと振り返って歩けばいい。

　後ろを向く、と、勢いがついて駆け出す。なんだ。俺はそうしたいと思っていない。

　なのに体がぐいぐい勝手に前へ引かれる。

　吸い込まれているような。

　まるで自分が磁じ気きを帯びて磁じ石しやくに引かれるような。

　なんだよこれ。異常だ。でもこの学校で起こる不思議な現象だとすれば……。

「……『輪月症候群』……〈シンドローム〉かこれ!?」

「正解～！」

　走る俺の眼前に、人。

　ダメだ。止まらない。ぶつかる──っ！

　次の瞬間急に前から突風のような勢いに襲われ体が止まった。前のめりの体が今度は後ろに押し出されて、首ががくんと反った。鞭むち打うちになりそうだ。

「や～、ごめんごめん。一度体感して貰った方がわかりやすいかと思って」

　人ひと懐なつっこそうな笑顔で男子が言ってくる。

　体を引っ張ったり押したりする奇妙な感覚はもうなくなっていた。

「はじめまして横須賀君。俺はＣ組の赤あか木ぎ颯そう太たっていいます」

　初対面だが赤木はフレンドリーに話しかけてくる。

「横須賀君のことだからもう名前聞いてるかもしれないけど……。最近噂の【磁石人間】で～す！」

「ああ……おう」

　この男が最近〈シンドローム〉に目覚めた【磁石人間】か。

「あれれ、どうしたの横須賀君？　せっかく俺に会えたのにリアクション薄いよ」

「や、知らない奴に急にそのテンションでこられても……」

「おいおい～。コワモテ高橋に喧けん嘩か売って、あんだけ啖たん呵か切って、超イケイケ君だと思ったのにな～。そうじゃないんだ」

「あれはまあ、ああいう場面だったからで……」

　ずかずか踏み込んでくるタイプは未だにどうにも苦手だ。

「じゃ、改めまして赤木です。〈シンドローム〉は【磁石人間】。狙った人間を俺に引き寄せたり、また遠ざけたりできるのが俺の力ね。『引力』と『反発』って俺は呼んでる。それをさっき実際に横須賀君にやってみたワケね」

「自分が磁力を持って、他の人間にも磁力を与えられるって感じか」

「喩たとえるならねー」

　そう考えて先ほどの体験を振り返ると確かに、なにか強制的な力に引き寄せられ、そして反対に押し出されるようだった。

「でも無言でやるもんじゃないぞ、あれ」

「やったのは〈シンドローム〉に興きよう味み津しん々しんの横須賀君だったからだよ。嫌がっている人にやったら、流石に生徒会から呼び出し喰らうでしょ」

　赤木は飄ひよう々ひようと答える。

「あと複数人同時に効力を発揮できるけど『引力』と『反発』を同時に使えないとか、直線上にいる相手にしか効果を発揮できないとか、距離にも限度があるとか、条件は色々ある」

「随ずい分ぶんちゃんと説明してくれるんだな、いきなり」

「そうじゃないと参加できないのかな、ってね」

「なににだよ」

「そりゃもちろん、シンドローム・バトル・クラブにさ」

【炎使い】〝ファイヤーボールキッド〟田た宮みや健けん太たＶＳ【ドッペルゲンガー】〝ドッペルゲンガー〟君塚桜。

【金縛り】〝ルーラー〟大おお友とも裕ゆう也やＶＳ【透明人間】〝ミス・インビジブル〟岩佐美帆。

　そんな〈シンドローム〉使い同士の戦いを、俺は実現させた。

「第二回大会ってないの？　あったら俺もエントリーしたいのさ」

　そういうものじゃないと言うと、赤木は「そっかぁ、残念」と悔しがった。

「ああ、そんなことはおいといて言いたいことがあってさ」

「なんだ？」

「えーと、俺は横須賀君に感謝してるんだよ」

「俺に？　話したこともなかったのに？」

「あのイベントで、みんなの『輪月症候群』に対する態度変わったじゃん」

　今は『輪月症候群』を普通の話題としている一年生達だが、一度は生徒会や教師からの意見に流され、『輪月症候群』の話をすることさえ『悪』という風ふう潮ちようになった時期があった。

　その流れを、俺はそのイベントを開かい催さいすることで変えた。

「あれがなくて〈シンドローム〉使いは卑ひ怯きような奴だとか、気味が悪い奴だとかレッテル貼られたままだと思うと……おお怖い怖い」

　赤木は身震いをしてみせる。

「とにかく横須賀君のおかげで俺は救われてラッキーってワケ」

　行動をしてイベントを起こしたら周囲の様子が変わり、今赤木に感謝されている訳か。

「あんまり他の人間のためになにかをしたつもりはないんだけどな」

「くぅ～、謙けん遜そんするねぇ」

「いや本当に……」そうなんだが、無理に否定する必要もないか。

「そうそう、文化祭も楽しみにしてるからさ。横須賀君のことだから凄いのやってくれるんじゃない？　教師を順番にディスっていくとか」

「危ないこと俺にやらせたいだけだろそれ」

「クレイジー野郎は見てて楽しいだろ」

　赤木は冗談っぽく言って笑う。

「ま、とにかくなにかあったら声をかけてくれよ。一つ借りがあるようなもんだから、なにかあったら手伝うよ」

　自分が行動することによってできた赤木との縁えんも、またいつか、俺を助けてくれるのだろうか。





　　　　　×××






　今でもあの夢を見ることがある。




　──ねえ、君は死ぬみたいだけど。

　死という事実が突きつけられる。

　──高校卒業で人生が終わるってことは……幼よう稚ち園えんを出て、小学校を経て、中学校に行って、十数年間やってきた集大成が、これってことだよ。

　虚むなしい人生だと思い知らされる。

　──じゃあ、もう一度高校生活三年間を生きられるとしたら、どうする？

　悪魔の囁ささやきが俺を誘う。

　──〈シンドローム〉で？

　──そう。でも運命が変えられる訳じゃないから勘かん違ちがいしないで。歩みは変えられるけど、最後に辿たどり着くところは絶対に一緒。君は死ぬ。

　そして再び、希望も慈じ悲ひもなく地獄に突き落とされる。

　──それでもやり直したいと思う？

　──この世界全てを巻き込んででも、人生をやり直したいと思う？

　──やり直したい。

　俺は夢の中ではっきりと答えていた──。




　夢に見るあの場面は確かに過去にあった事実だ。

　死に直面していた俺の意志で、誰かが三年分この世界を丸ごと巻き戻した。

　そこで重要な事実は、誰もが幻げん想そうで現実に効力を及ぼさないと思っている〈シンドローム〉が、実は世界に決定的な影響を与えること。

　そして、俺はこのままいけば高校三年の終わりに死ぬことだ。

　そんなことはあり得ないと、信じなくてもいいんだろう。

　だが噓うそだと思い込みなにもせずとも、逆に必死に足あ搔がいても、どちらにせよその日はやってくる。

　だったら座ざして死を待つほど馬鹿げた話はない。

　いったいどうすればいいか、俺はずっと考えていた。

　やり直したいかと問われた場面で、運命は変えられないと断言されているにもかかわらず、俺は高校生活三年間をやり直すことを選択した。

　それは後悔、つまりは未練が、高校生活にあったからに他ならない。

　時々フラッシュバックする自分の感情も、後ろ向きな考えと後悔ばかりである。

　だから今俺は、この高校生活を後悔がないように生きようと考えているのだ。

　それを前ぜん提ていとした上で、俺は自分が死なずに生き残る方法も考えなくてはならない。

　その方向性としては主に三つあると考えている。

　一つは、〈シンドローム〉を使って世界を巻き戻した女の正体を暴き、そいつの力で俺の死を回避すること。

　もう一つは、〈シンドローム〉の謎を解明し、その力で俺の生き残る道を探ること。

　そして最後は、俺が『二度目の世界』でやれるだけのことをやり、この世界を徹底的に変えること。

　それぞれ独立したミッションではない。

　言ってしまえばあの女を捜し出し、〈シンドローム〉の謎を暴き、世界を変えてしまうのが一番手っ取り早いのだ。

　現状、女についての話は、二カ月後という謎の条件をつけられてしまったが、木き崎ざきによって進展しようとしている。

　世界を変えることは現在進行形、まずは俺が一番未練を残していた学校内行事での変化から進行させている。

　だから〈シンドローム〉に迫る方向も探っているところだった。




　そのチャンスは意外な形でやってきた。

「どうも、こんにちは」

　大きな執しつ務む机づくえに両りよう肘ひじを乗せて座っているのは、おそらく校内一有名な生徒。

「二年Ｂ組の瓜生うりゆう亮りよう介すけです。生徒会長をやっています。いやー、ごめんね。急に呼び出したりして」

　格好いいより可愛いという表現が似合う顔立ちは美形の部類だ。小こ柄がらなのもそうだし、前髪が天然パーマでくるんとなっているのも幼い印象を与えている。

　物腰も柔らかで優しそうだが、俺には抜け目のなさが滲にじみ出ているようにも思えた。

「予定、大丈夫だった？」












　俺、柳沼清十郎、大河内葵あおい、木崎まひるの四人は今日の朝連絡を受け、昼休みの生徒会室に呼び出されていた。

　部屋には、瓜生会長の他に書記らしきメガネをかけた女子が一人いた。

「なぜ呼び出されたかは、聞いているよね？」

　俺に尋ねてくる。メンバーの中で俺がリーダー格という認識らしい。実際、この件の責任は俺にあった。緊張しつつも口を開く。

「〈シンドローム〉を使って喧嘩みたいな真似をして、すいませんでした。でもテストは終わったあとですし、安全面には最大限考こう慮りよをして」

「まあ、終わったことを責めるつもりはないよ。『テスト期間中はやめてね』というお願いはあったけど、禁止令があった訳でもないし」

　なんだ、〈シンドローム〉の使用を推すい奨しようしない生徒会に「テスト最終日の『輪月症候群』を使った決けつ闘とうについて」と呼び出されたので、ついにこっぴどく怒られるのかと覚悟してきたのだが。

「だけど今後〈シンドローム〉でなにかしようってなら相談があると嬉しいかな。使い方によっては危険なものなんだ。僕達の方でサポートできることもあるだろうし」

「じゃあ……バトルも相談すればＯＫなんですか？」

「それはその時の判断だろうけど」

　瓜生は苦笑する。

「『輪月症候群』があるから僕達の学校は普通とは違うものになる。となると、普通の学校とは違うルールが必要になるよね。ということを一度直接言っておこうかと」

　お小言を言われるために呼び出されたのは間違いないようだ。

「あ、もしかしたら気になっているかもしれないけど、他の〈シンドローム〉を使える子達は別途話をするから。ああ、そう言えば今は木崎さんも……これはいいか」

「え……」

　木崎が絶句している。もしかしたら木崎の〈シンドローム〉の件も、もう情報が漏もれているのか。

「具体的にお話とはなんでしょうか？」

「おっとごめん大河内さん。話が進まないから痺しびれを切らしちゃったのかな？」

「いえ、そういう訳では」

　さっきからなにげに凄いのは、馴染みが薄いはずの一年生の顔と名前をきっちり把は握あくしていることだ。

「呼び出した一番の理由は『輪月症候群』に関心を示す君達と、面と向かって話してみたかったからだよ」

「面と向かって話して、なにかわかるのでしょうか」

「人となりがわかるでしょ。あと、危険かどうかも」

　瓜生はなにかを見極めるように俺にも目を合わせてきて、にこりと笑う。

「ともかく、そろそろ文化祭もあるでしょ」

　瓜生は話を切り替える。

「うちの文化祭は外部の人にも積極的に来場を呼びかけて盛大にやるのは知っているかな？　ま、変な噂がある輪月高校だから周囲の皆さんに『安全ですよ』とわかって貰う意図があるんだ。もちろん昔からの伝統、っていうのもあるけど」

　その事情は初耳だったが、確かに納得できる理由だ。

「だからその最中〈シンドローム〉で騒ぐことは避けて貰いたいなと」

「弁わきまえはします」と俺は答える。

「その範囲の中では自由にやりますって感じだね」

「いえそれは……」

　否定はできないので黙っていると会長は「正直だね」と笑った。

「まあこれからどうなるかは本当にわからないんだけど」

　瓜生は笑顔のまま続ける。

「お互いのやり方によっては、衝しよう突とつすることもあり得るかもね」

　今、かなり恐ろしい宣言をされた気がするのだが。

「ああ、でも逆にさ、こっちに聞きたいことあったりする？」

　会長は気さくに聞いてくる。

　意図は読み取れないが、チャンスではあった。

「ええと、校内で『輪月症候群』に一番詳しいのは、生徒会ですよね。そりゃ教師の方がとかはあるでしょうけど」

「蓄ちく積せきがあるし、そうだと思う。下手をすると教師以上かもしれない」

「わかってる範囲の『輪月症候群』のことを教えて貰うことはできませんか」

「直球だね……」

　会長は半ば呆れ気味だ。

「はっきり言ってしまえば、できないね。その情報は生徒会のものだ」

　バッサリと拒否されてしまう。

「や、でも生徒会が『輪月症候群』の情報独占っていうのも変じゃないですか？　生徒が知りたいって言うなら、教えるべきなんじゃ」

「誰にでもなんでも教えるとめちゃくちゃになってしまうからね」

「『輪月症候群』をもっと知ると、めちゃくちゃになるんですか？」

　大河内が聞いた。

「なにか想像させちゃったかもしれないけど、『輪月症候群』になにができるかはみんなが知っている通りで、それ以上は特にないよ」

「じゃあ構わないのでは？」と大河内は更に突っ込む。

「でも生徒会の一部の情報閲えつ覧らんにはルールがあるから……。そうだ」

　瓜生は妙案を思いついた、と言わんばかりに笑顔で頷うなずく。

「だったら生徒会に入って貰うのはどうだろう。そうすれば徐々に閲覧権限が増えていく。やがて君達が知りたい情報だって知ることができる」

　そこで、今まで口を開いていなかった男が勢いよく喋り出した。

「そうやってオレ達を体制側に取り込む気だな！　革命派を騙だまして取り込み徐々に解体しようという手に違いない！」

「なに言ってんだ柳沼っ。すいません、この男が訳のわからないことを……」

「わはは。やはりいいね柳沼君。面白いなー」

　瓜生は愉ゆ快かいそうに笑っていた。

「で、実際どうかな大河内さん。これは『輪月症候群』云々とは全く関係なくの勧かん誘ゆうでもあるんだけど、生徒会を手伝う気はないかな？　既に一度断られてはいるんだけど、まだ部活にも入ってないみたいだし」

　一度生徒会から勧誘を受けた大河内が、また誘いを受けていた。

「随分生徒の情報に詳しいんですね、輪月高校の生徒会長は」

「生徒会長のたしなみだね」

「でも、なぜ私を？」

「包み隠さず言ってしまえば成績優秀だから。それに物もの怖おじせず発言もできる。返事はあとでいいから、また考えてみてよ」




　そのあとは、とりとめもなくクラスの状況や一年の状況を話し、解放された。まだクラスの文化祭の出し物が全然固まっていない話をした時だけは瓜生会長も「それ……大丈夫？」と本気で心配していた。

「しかしあの生徒会長は……なにか怪しいな！」

　教室に戻る途中に柳沼が言い出す。

「根こん拠きよあるのかよ」

「あの男は『輪月症候群』の弾だん圧あつを進めている奴だ。にもかかわらず表向きは協調しようみたいな態度をとっている……！」

「そもそも『弾圧』って表現が誇こ張ちようされてはいるんだろうが」

　大河内がふぅと溜息を吐く。

「とはいえ目をつけられて当然のことをしちゃったものね」

「でもそんなもの……少数派の革命にはつきものだろっ！」

「その通りね柳沼君。みんなで力を合わせて体制派に打ち勝つのよねっ」

「そ、そ、そ、……そうだな」

「もう女子に返事をしただけで褒ほめてやるよ、柳沼の場合」

　こいつの女子アレルギーはどうにかならんもんか。

「ところで、私が生徒会に入る話を横須賀君はどう思う？」

「どうって……」

「入った方がいいと思うか、入らない方がいいか」

「生徒会にいれば情報を手に入れやすくなるし、生徒会のみ閲覧可能な過去の記録だって正当に見られるし。メリットは大きい」

『輪月症候群』の謎に迫る意味では、大きな前進となる。

「けど入れば面倒な雑ざつ務むもあるし、他の部活へ入ることも難しくなるし。どうするかは大河内が決めればいいんじゃないか」

　俺が言うと大河内が可か憐れんに微笑ほほえんだまま顔を硬こう直ちよくさせた。

　とても綺麗だ。なのに絵画みたいに動きがなくて生気を感じない。正直、超怖い。

「横須賀は全く女心を理解していないな」

「お前にだけは言われたくねーよ」

「当然、最後は私が決めることなんでしょうけど。だからって私に丸投げって。共に戦う仲間じゃないのかしら？」

「いや、だから、それは」

「これって敵の組織に入り込めるチャンスじゃない。潜せん入にゆうして中からスパイしろくらいのことは言わないのかしら。『世界を変えてやる』と大おお見み得え切った割にはやることがしょぼくて」

「あ、それは、その」

　改めて大河内の『輪月症候群』追究の熱心さに驚く。

　いやそれくらいの理由があるのだと考えるべきか。

「……もし、都合が許すなら生徒会に入って中から情報収集活動を行ってくれ。資料もコピーで持ち出してくれ。生徒会で動きがあったらリークも頼む」

「ちょっと、よくばりすぎよ」

「そ、そうか……。じゃあできる範囲で……」

「秒速で弱気にならないでよ」

　大河内は呆れたように溜息を吐いてから、笑みを零こぼす。

「了解よ。ふふふ、楽しくなってきたわね」

　それから「じゃあ早速生徒会に入るための手続きを進めるわ」と大河内は動き出し、「オレも今から人に会う！」と柳沼もどこかへ行ってしまった。『輪月症候群』に関しては凄まじい行動力の二人である。

　そして図らずも俺と木崎の二人になった。

　中学の知り合いであるしさっぱりした性格の木崎とは、普段気まずい雰囲気になることは少ない。

　でもなんだろう、この居い心地ごこちの悪い空気は。

　さっきから木崎がずっと喋っていないのもあるだろうが。

「……悪かったな、今日こんなことにまで付き合わせて。『プロレス』っぽいからって理由で手伝って貰っただけなのに」

「いいよ、あたしが自分で決めて関わったことなんだから」

　木崎は希け有うなプロレス好き女子高生なのだ。とにかくプロレス関連だと判断が緩ゆるい。

「でもちょっと、楽しくはあったんだよ。みんなで大きなイベントやってさ。それこそプロレスやる会社に就職したら毎日あんな感じなのかな」

「いやぁ……とにかく儲もうかりそうにないだろ」

「稼かせげる稼げないの話が重要なんだ？」

「お前が金のために働くって言ってたからだろ」

「お金のため、とまでは言ってないと思うけどなー」

　話している内に少しだけ、木崎の声のトーンが上がってきた。

「だから、文化祭も頑張れたらなって思ってるんだよね」

「なにが『だから』なんだ？　儲けの出るものにしようって？」

「空気読め」

　普通に怒られた。

「みんなでやる学校行事をちゃんと悔くいなくやり切れたらって」

　悔いなく文化祭をやり切る。

　その目指すところは、偶然にも俺と一緒だった。

「だから俺にあの屋上での女との秘密を教えてくれるのも、文化祭が成功したらって条件がつくのか？」

「まあね。目指せ入賞ってね」

「随分高いハードルだな。結構クラスの奴らも『目指せ入賞』とか言ってるけど」

「横須賀も、それくらいの方が燃えるんじゃないの？」

「んなどこぞの主人公みたいな性格してねーよ」

「横須賀が主人公はあり得ないよね」

「はぁ？　舐なめんなよ。俺がどれだけ主人公みたいな状況になってると思ってるんだ」

「言ってみてよ」

「……説明はできん」

「ほれ見ろ」

　木崎はバカにしたように言ってから「でも」と続けた。

「あのシンドローム・バトル・クラブの時は……主人公っぽかったね」

　絶対そのままバカにされるのだと思ったら、意外と褒められてしまった。

「にやけるなキモいよ」

「にやけてねーよ！」

　正直褒められたら悪い気はしない。

「……なんというか中学の頃と本当に印象が……。毒キノコでも食べた？」

「どんな発想してるんだよ」

　毒キノコって。

「でも変わるきっかけはあったかな」

「それって……大河内さんが絡からんでる？」

　大河内がきっかけ、という訳ではないが。

「……関わってはいるな」

「そ」

　木崎が窓の方へと目を向けた。

　中庭で巨大な木の板を数人がかりで運んでいるのが見える。

　また近くで体操服姿で振り付けの練習をしている生徒達もいる。

　どちらも文化祭の準備だろう。

「とにかく文化祭で、去り行く者としてなにかは残せたらいいね」

　俺も未練なく文化祭をやり切ることでなにかを変えたいと思っているのだから努力はするつもりだ。

　加えて、最後なんだから木崎のためにも文化祭が成功すればいいとは思う。本当についでに、ではあるが。

　一緒に頑張ろうぜ──そう言うのが相応しい場面かもしれない。

　だけど俺は、そうは言ってはいけない気がした。





　　　　　＋＋＋






　最近横須賀浩ひろ人ととの会話が増えている。

　そもそもの発端は、あたしがあいつのよくわからない過去を【サイコメトリー】で読み取ってしまったからだ。

〈シンドローム〉に目覚め、自分でも事態が摑めないまま実験的に色んなものや場所を触って【サイコメトリー】を使っている時に屋上で──それを視た。

　はっきり言って内容は意味不明だったし、映像も音声も全て途切れ途切れで、何度か視ている内にやっと内容を捉えることができた。

　内容は、あまりにも普通じゃなかった。

　冗談なのか、妄もう想そうなのか、あり得ないとは思うが本当のことなのか。気になったからあたしは聞いたのだ。そしたら……。

　そんなことなくても、横須賀とは割と交流があったかもしれない。

　中学からの付き合いだし、高校でもまた同じクラスになり関係が続いている。

　……高校に入り、急にキャラが変わったりもして。

　中学時代の横須賀浩人みたいな人間のことを、あたしは理解できなかった。

　わかりやすく言えば所謂いわゆる『非リア』の人達のことがよくわからなかった。別に貶おとしめる気はないけれど。

　主張もあんましなくて、話しかけても全然響かないし、自分から人生を楽しむことを放ほう棄きしているように、あたしには見えたのだ。

　怯おびえながら端っこで生きて、なにがしたいのだ。もったいなさすぎる。

　横須賀浩人もそんな人間の中の一人だった。

　だが中学の頃、好きだったプロレスの話に誰も関心を示してくれない中、唯一反応してくれたのがそいつだった。

　中学の頃父親の影響でプロレスを観始めたあたしに対して、横須賀はゲームの影響で一時期プロレスを観ていたようだ。

　そうやって共通項ができて横須賀と喋るようになったら、そいつのことが少しわかってくる。

　初めは警戒するようだったのが、だんだん心を開いてくれたのか口数が多くなり、でも完全に心を許した訳じゃないのか積極的に話しかけてはくれないし、あたしが他の友達といる時は大抵だんまりになる。

　それでも、交流は続いた。

　そうして思ったのが、案外普通なんだということだ。

　自分にとってよくわからなかった大人しい人間達は、普通で、臆おく病びようで、その分優しい存在だった。……優しいというのは少々性せい善ぜん説せつに立ちすぎたか。

　たぶんその『優しさ』には色んなネガティブな要素も含まれている。

　面倒ごとを避けたいとか、他人と近づいて傷つきたくないとか、色々。

　ただその時あたしが抱いた感想は、そういう勘違いされがちな、だけども悪い奴ではない人間が、もう少し報むくわれればいいのにということだった。評価が少し不当だと思ったのだ。

　あたしにとってそういう奴らの代表格が、横須賀浩人だった。

　だから少し応援していた。

　頑張れよって。

　もっと格好いい男になれよって。

　その横須賀とはクラスが離れて疎そ遠えんになったが、心の中で応援は続いていた。

　そして同じ高校になり更に同じクラスとなり、感覚的には久々に出会った横須賀浩人は、初めは大人しかったのに、途中から謎の暴走を始めた。

　終しまいには人を集めて騒ぐわ教師に啖呵を切るわ、人が変わるにもほどがありすぎる。

　そう、それほどまで突如変わったから、気になったのだ。

　あたしが視た【サイコメトリー】に横須賀の秘密が隠されてはいないだろうかと──。

　いや、というか。

　別に横須賀のことなんてどうでもいいんだけど。

　あたしは今人生の重要な岐き路ろにいるんだから、そんな特別な関係でもない一クラスメイトのことなんて気にしちゃいられない。

　それはもう過去へ置き去りにしていくものだ。

　でも。

　……なにこのもやもや。
















　木き崎ざきまひるの〈シンドローム〉の噂うわさは、いつの間にかかなり広まっていた。

　木崎は〈シンドローム〉の話を、俺や占いばばあ浜はま凜りん子こ以外の人間にもしたらしい。ほんの数人だと木崎本人は言っていたが……学内の誰かに言ってしまえば、それは掲けい示じ板ばんにでかでかと秘密を張り出したようなものだ。

「数学の金かね子こいるじゃん？　あいつの出す小テストは過去の使い回しって聞いたんだけど……。先輩も小テストまで残ってねーって言うし」「でもまひるだったらさ」「あれを使えばいけるんじゃないかって」

　今も教室で、期待の目をした三人ほどが木崎を囲んでいる。

「えっと……結局、あたしはなにか想いの籠こもった『もの』がないとダメなんだよね。しかもそれに籠もっている想いも強いものじゃないと……」

「……だから、じゃ～ん、金子の小テスト点数記録表～！」「先輩からこの一枚だけ借りられたんだけどっ」「どう？」

「や、やるだけやってみるよ」

　引きつり気味ではあったがなんとか笑顔を保った木崎がそのプリントを手にとる。

「……」

　しばしの沈ちん黙もく。

　やがて、木崎は紙とシャーペンを取り出し、なにかをさらさらと書きつけ始めた。

「……こういう問題が過去に出題されたことは、ある」

「一つ……」「……二つ」「三つ！」

「でも……これだけかな」

「え、それだけ？」「いや凄すごいんだけど」「……なんで三つ？」

「【サイコメトリー】できたのが、このプリントの持ち主の先輩の記憶で……。その先輩が間違えて印象に残っているのが、この三つだったっていう」

「なーる」「もうちょっと頑張ってよ先輩……」「でもありがとー」

　三人が去ると、それを待っていたらしく別の女子二人組が木崎の前に立った。

「待たせてごめんね」と木崎が言っているので順番待ちだったのだろう。

「えと……これなんだ」

　一人がバスケットボールを取り出す。

「三年の先輩が偉えらそうに『昔はもっと厳しい練習してた。もっとしごかれてた』とか言ってるんだけど、本当かって疑いが一年の間であって」「昔使ってた古いバスケットボールが見つかったから、もしかして過去の練習風景がわからないかと思って」

「貸してみて」

　木崎はバスケットボールを受け取り、またしばし黙る。

「……ドリブルをしながらグラウンド十週……ドリブルが途切れたらやり直し。フットワーク五十本……遅れたらやり直し……。途中で吐いてしまったことが……」

「ちょ、ちょっとストップ！　もうわかった！」「き、聞かなければよかった……」

　がくりと女子二人が項うな垂だれる。

　一年生の中で〈シンドローム〉が使えるようになればしばらくはこんな感じでフィーバーになるのだった。





　　　　　×××






「今日こそは文化祭の出し物決めるぞおおお！」

　文化委員の蓮はす田だが叫ぶ。

　のっけからテンションが爆発しているが、ホームルームの時間を使い四度も話し合っているのに未だに出し物が決定していない状況はかなりよろしくない。

「Ｄ組はもうダンスの練習結構やってるみたいよ」「あー、それで部活遅れてきてたな」「衣装も作り始めてるらしいし」

「校門のとこでアーチ作りも始まってるじゃん」「アーチなんだあれ……てかどんだけの大きさにするつもりなの!?」「建けん築ちく物ぶつって感じだよね……」

「先輩でもちょこちょこ部活に来ない人がいるじゃん。文化祭優先でもいいんだなーって」「流石さすがにうちらはまだ雰囲気的に無理そう」「ああ、体育会系はねー」

　文化祭まであと一カ月半のこの時期になると、一年生でも他のクラスは準備に取りかかり始めているし、上級生も準備を着々と行っている。

　女子文化委員、君きみ塚づか桜さくらが話を進める。

「えー、それじゃあ前回話に上がった『過去に評判がよかったものを採用すればよいのでは？』に関する調査結果を大おお河内こうちさんから、お願いします」

「はい、先週議ぎ題だいに上がった件につきまして、過去のパンフレットなどがないか生徒会室を調べました」

　大河内は立ち上がって報告を始める。

「……文化祭の出し物の決め方ってこんな感じだっけ？」

　左斜め前の席の野の上がみが話しかけてきた。

「たぶん違うな」

　無む駄だに調査報告のやり方だけが手慣れてしまった。本ほん末まつ転てん倒とうだ。

「で、パンフレットや過去の出し物投票の結果をいくつか見つけてきたのですが……」

「大河内さんやる～！」「流石生徒会にも期待されるホープ！」「これで勝てる！」

「盛り上がっているところ悪いのだけれど、過去のものはあった。でも、直近三年分のものがなかった」

「へ？　なんで？　古いのがないならまだしも新しいのならあるっしょ」

　蓮田が言う。

「私もおかしいと思って当然生徒会の人に聞いたわ。だけど生徒会の誰に聞いても結局見つけることができなかった。もちろんただの出展リストならあったけど、本当に題目の羅ら列れつだけで参考にはならないと思う」

　あーあ、とクラスから落ち込む声が聞こえる。

「まるで失われた三年……。そうは思わないか、横よこ須す賀かよ」

　前席の柳やなぎ沼ぬまが振り返って言ってきた。

「別に」

「そして三年分だと……ちょうど『輪わ月づき症しよう候こう群ぐん』が発見されてから以降の文化祭となる……。ここになにか符ふ号ごうを感じないか、横須賀よっ」

「感じないな」

「陰いん謀ぼうなんだこれは！」

「お前ほど応答の意味がない男は珍しいな」

　クラスの話し合いはまだ続いていて、今は君塚が発言しているところだ。

「当時参加した先輩達なら、資料持ってるよね」

「ええ。でも、三年分のパンフレットと出し物の投票結果を持っている人は少ないんじゃないかしら」

「また今から探すのは時間的に厳しいか……。でも去年分くらいは何人かを当たれば今日中に見つかりそうか。で、決まればいいんだが……」

　蓮田が頭を抱える。

　行き詰まる教室。

　こんな場面で俺は、今までなら絶対に誰かが発言するのを待っていた。

　だけど今は、この俺の人生を変えていくのは俺しかいないと知っている。

　死ぬのを思えば、手を挙げるなんて訳もない話だ。……緊張はするが。

「お、横須賀。いい意見あるか？」

　期待の籠もった目で蓮田が俺のことを見る。

　他の奴らも意外そうな目で、普段教室であまり発言をしない俺に注目する。

　手はある。「こういう提案をしていいか」と事前に尋ねたところ「好きにすれば」と返事をされた。だったら好きにさせて貰う。

「木崎の【サイコメトリー】を使えば、過去にあった出来事を知ることができる」

　立ち上がった俺は言った。

「おお……外部の人もくる文化祭じゃ〈シンドローム〉は使えないと思っていたが……準備にはいいのか！　盲もう点てんだ！」

　蓮田が一人で興奮している。

「過去にどんなことがあったか読み取ることができるんだったら、昔特に盛り上がった出し物もわかるんじゃないか」

「……ありじゃない!?」「みんなの知らない三年間の情報が手に入るんでしょ」「三年はそりゃある程度知ってるだろうけど」「ていうか、もっと昔で凄い出し物も利用できたりっ」

　これしかない、と教室内が沸わき上がった。

「じゃあ今日中になにか見つけられればそれで。上手くいかなかったら創作ダンス！」

　うだうだとした流れにイラついているであろう女王森もり本もとが、最後は文化委員でもないのにバシリと結論を出した。




「本当に出し物をなににするかハードルが上がりすぎて泣きそうだったんだよ……」

「木崎さん……リアルにお願いっ！」

「……上手くいくかわかんないけど」

　文化委員の蓮田と、君塚と、木崎、発案者ということで俺、更に……。

「この部屋で、過去の文化祭で使った道具を保管しているみたい」

　かしゃん、と鍵かぎを回して物置に使われている教室の扉を開く大河内が、Ａ組出し物決定調査隊の選抜メンバーだ。

「でも大河内さんがいてくれて助かった……。鍵借りるのも楽々だし」

　君塚が言う。不良っぽいくせに、真面目なことが徐々にわかってきた。

「生徒会所属なのが意外なところで役だってよかったわ」

　大河内は本当に生徒会に入ってしまっていた。役員としてではなく、あくまで部員のような位置づけで、まだ仮入部らしい。

「さ、入りましょう」

　先頭の大河内に続き、俺も教室に入る。

　普段は人が立ち入らないからだろう。室内はほこりっぽく、大量のものが乱らん雑ざつに置かれていた。

　ダンボールが積み上がっている。その横には舞台で使ったと思おぼしき木や草の絵が描かれた大道具、木でできた短い階段があって、大きなゴミ箱がある。近くにあったダンボールの中を見ると、赤いはっぴが押し込められていた。

「ぐっちゃぐちゃだな……」

　俺も呆れて呟つぶやいてしまった。

　この中から手がかりを探せなんて、普通の人間には無理に決まっている。

「じゃあ木崎さん……お願いしますっ！　なんか手渡せばいいすかっ!?」

　蓮田が頭を下げながら、拾い上げた謎なぞのステッキを差し出す。

「まあ……触ってみるけど」

　言いながら木崎はステッキを摑つかんだ。

　数秒の沈黙。

　皆が息を吞のんで待つ。

「……なにも見えないね」

「おお、見える見えないがあるんだ？」

「ていうかあたしの力、『輪月症候群』にかかっている人間の過去しかわからないんだ。だから単純な話『輪月症候群』が発生する前、四年前のだと……たぶん無理」

「おっと、そうなのか。でも大丈夫なんだよな、横須賀？」

「…………たぶん」

「おいすげー不安な間があったぞ。お前が自信満々だったから俺も乗ったのに！」

「直近三年の文化祭の記録がないことを考えると、ここで本当に見つかるのかしら？」

「それは勘かん弁べんっすよ大河内さん……。俺に無能文化委員の烙らく印いんが……」

　とはいえ探してみなければわからない。

　俺達は色んなものを掘り出しては木崎に手渡す。

「壊れてるっぽいマイク」

「……なにも」

「新聞紙丸めて作ったりんご」

「……いや」

「はしご」

「……今にも壊れそう」

「絵の具とパレット」

「……絵の具がかちかちに固まってるね」

「よくわからない『うにょっ』ってしたの」

「持たせないでよ!?」

　片っ端からものに触れて貰うが【サイコメトリー】が発動すらしない。

「マジ大丈夫なの……これ」

　急速にやる気を失った蓮田が机に腰かけて呟く。

「痛っ」

「働け」

　君塚がハリセンで蓮田の背中を叩いていた。

「でもせめてなんか一個でも【サイコメトリー】だっけ？　が発動したならいいよ。それもないんじゃ意味あるのかって……」

　ここに保管してあるものが全て四年以上前のものだとしたら、俺達のやっていることは徒と労ろうに終わるのだ。

「まだ諦めるには早いと思うわ」

　大河内は言ったが、徐々に室内の空気が悪くなっているのは隠しようがなかった。

　発案者として俺も気まずい。

　だが今針はりの筵むしろにいるのは木崎に違いない。

　木崎は黙もく々もくと室内の奥へと進み色々なものへと触れていく。

「はぁ～……、ずばっと多数決の方がよかったのか……。でもみんなが最高のものを話し合って決めるべきだ、みたいな雰囲気超出すから……ん？　こういうのは？」

　蓮田が差し出したシャーペンを木崎が受け取る。

　びくっ、と木崎が震えて、シャーペンが床に落ちた。

「え、なになに？　俺がキモいと思われてんのならショックなんだけど」

「様子が違うわよ」

「もしかしてっ！」

　大河内と君塚が色めき立つ。

　木崎はゆっくりとシャーペンを拾い上げて、見つめる。

　でも見つめているのに、焦しよう点てんが合っていない。

「……三年生……これでなにかを書いている……。原稿用紙に……台本？　書き上がって……っ」












　木崎はシャーペンを机において、ぎゅっと目をつぶる。

「大丈夫、木崎さん？」と大河内が尋ねる。

「……うん、なんとか。……でもこんな強烈なの……見たことない」

　もう一度木崎はシャーペンを手に取り、呟きを再開する。

「文化祭……秋？　秋？」

「確か文化祭の時期が最近変わったって聞いたわ。三年前だと秋でいいはずよ」

　浮かんだ疑念を大河内が解決すると、再び木崎は視線を戻す。

「台本を書いていたみたい……。劇……だね……体育館の舞台で……。拍はく手しゆ喝かつ采さい……凄いね。……投票……一位？」

「え」「あら」「本当に？」「当たり？」

　蓮田も大河内も君塚も俺も一様に驚く。

「間違いない……以前、劇があった。その劇は凄く盛り上がって……投票で一位に選ばれている」

「おい噓うそじゃないよな!?　いや別に疑っているんじゃなくてっ」

　蓮田の信じられない気持ちもわかる。

「……しかもこれ本当に凄い。想いが……強い。……あれ、なんか言った？」

「言った！　聞いた！　一位とった劇がなにかわかったって言ったけど、ヒントはちゃんとゲットできるのかって話で」

「あたしこの台本……再現できる気がする」





　　　　　×××






　文化祭の話は一気にまとまった。

　一年Ａ組の出し物は舞ぶ台たい劇。

　内容は現在台本準備中のため未定。

　使用物は舞台作成のためのダンボール、木材、衣装用の布など。

　急せかされていたので、文化祭実行委員への申請書はこれで提出。

「劇か～」「ありだよね～」

「完全に真似になっちゃうけどいいのかなぁ」「文化祭なんて去年と同じことやってるとかざらじゃん」「ちょっとアレンジ加えればいいっしょ」

「タイトルはせっかくだからオリジナルにしちゃおうよ」「前のもオマージュして敬意は表するのがいいんじゃね」

　Ａ組の皆は劇の選択に概おおむね満足しているようだ。

「劇……まさかわたしが舞台に立たないよね。裏方だ。じゃあ大丈夫だ」と自分に言い聞かせる岩いわ佐さ美み帆ほをはじめ、舞台に立つのが苦手な人間はいるがそこは役割分担だろう。

「で、木崎さん台本は大丈夫かな～と」

　蓮田が心配げに木崎の様子を窺うかがいに来た。

「……途中まで、読む？」

　木崎はあの教室で見つけたシャーペンを使い、台本をバリバリ書いている。

「おお、頼んます」

　蓮田が受け取った原稿用紙をぺらぺらと読んでいく。

「……おお？　……おお……!?　……おおっ！」

「どう？」

「すげーちゃんと台本になってるし！　才能パねえ！」

「いや、あたしが考えたんじゃないよ」

「ちなみに完成見込みは？」

「今日、明日ってとこ」

「なら時間的にも余裕だな！　引き続きよろしく！」

「まひるガンバ」「期待してるぜ～」「先生、コーヒー要りますか？」

　皆もたまにふざけつつ木崎を励はげましていたが、放課後も遅くなると皆帰宅するか部活へ向かった。




　夕焼けが眩まぶしい時間になった。

「……よし、セリフは大筋完成、かな」

　木崎がシャーペンをおく。

「お疲れ」と俺は声をかけた。

　俺の発案だった手前、一応教室で終わるのを待っていたのだ。

「あれ、いたの？」

「いたよ！　超座ってたよ！」

「いや冗談だって。付き合ってくれて、悪いね」

「俺がやらせたところもあるし」

「別に横須賀のためにやった訳じゃないから」

「だろうな」

　それはお互い様だった。

　俺達はそれぞれ自分のために頑張っているだけだ。

「しかし、台本を完全コピーは凄いな」

「それはあたしじゃなく、このシャーペンで台本を書いた人間が凄かっただけ」

「誰か人の気持ちに依い存ぞんするから誰かの知っていることしかわからない……だっけ？」

「そ。この人は台本を完璧に暗記していたみたいだから」

「それは……凄いな。ちなみに誰かわかるのか？」

「いや、この人目線で見えちゃってるから」

「そもそも木崎の【サイコメトリー】の見え方が気になるな」

　文化祭の方も一つ最初の難関をクリアできたところだ。

　俺の方で進めたい話があったのだが、いいタイミングだと思った。

「その『もの』に籠められた誰かの記憶を辿たどるっていうのがわかりやすいのかな。特定の誰かの視点であるシーンが見える。それは連続する一瞬のこともあれば、断片的なシーンが複数続いていく時もある」

「その中で台本を読めたりするのか？」

「詳しく見ようとすると見られる時があるんだ」

「へえ、なるほど。じゃあさ」

「次に聞くのも〈シンドローム〉関連？」

　にこりと笑顔で木崎は聞いてくる。

　頷うなずいたら不ま味ずい、と直感的に思ったが事実なので肯こう定ていするしかない。

「そうだけど」

「もうよくない？」

　木崎が帰り支度を始める。

「よくはねーよ」

　俺は止めようとするのだが、木崎はあからさまに苛いら立だった様子で席を立った。

「おい木崎。おいていくなよ」

　部活をしていた生徒達が帰宅を始める時間になっていた。

　俺はスタスタと歩く木崎の半歩後ろに続く。

「なんだよ急に。いきなり話を終わらせる必要ねーだろ」

「だって意味なくない？」

「お前も凜子さんの【占い】があって、自分の力を利用してるじゃねえか」

「無理矢理連れていかれただけだけど」

「なんだよお前……〈シンドローム〉のことやっぱ嫌ってんのか？」

　現実主義なのか木崎は入学当初から「〈シンドローム〉なんて意味ない」と否定的だった。だが最近自らも〈シンドローム〉が使えるようになり意識は変わったと思っていたのだが。

「正直言っちゃえば、気持ち悪いかな」

　木崎は吐き捨てる。

「努力もなにもしていないのに勝手に手に入った力で、いつなくなるかもわからない。そんな幻まぼろしを頼るっておかしな話だよね」

「でもそんなお前の幻の力が、今は役に立ってるんだろ」

「だけど、これも学校を出たら使い道ないじゃん。あたしももう出てくし、そうなったら用なしでしょ」

「用なしなんてことはねーよ。お前の力が必要なんだよ」

「力なんて結局ないんだからさ。あたしがいなくなってもなにも変わらないよ。あってもなくても、いてもいなくても一緒」

「いや、俺にとっては意味があるし、木崎にいて欲しいと思う」

　少し、いやかなり恥ずかしいセリフになった。

　振り返った木崎が、意外そうな顔をしている。

　顔色は夕日で照らされていて、よくわからない。

「それって」

　なにか妙な雰囲気になっている、ような。

「実は頼みがあるんだよ」

　全然緊張するような類たぐいのことではないはずなのに、心しん臓ぞうがぎゅっと締めつけられる。

　こちらの要求を通すにはもっとよいやり方がある。相手の機嫌を窺って、上手く話の流れを持っていって自然なノリでやらせる、そんなことだってできるはずだ。

　でも俺はそれができない──やりたくない？

　だからただ真正面から。

「木崎が学校を辞める前までに〈シンドローム〉でやって欲しいことがあるんだ」

　そのセリフを口にした瞬間、熱を持った緊張が全て冷気に変わった。

　地面を熱く照らしていた太陽が沈んでいく。昼の世界が夜の世界へと移る。

「忙しいだろうから木崎の都合に合わせるし……」

　俺は言葉を継つぐ。

　しかし周囲はどんどんと冷えていく。

「結局〈シンドローム〉の話？」

　木崎の表情も冷たい氷のようだ。

　少したじろぐ。いや、なにをたじろいでいるんだ。

「それ以外ねーだろ」

「それ以外、ないんだ」

　木崎には妙な迫力があった。

「……よく考えると学校辞めてからだっていい。輪月高校辞めたって〈シンドローム〉が消える訳じゃないと聞いた。だから引っ越したあと戻ってくる時があったら──」

「誰がそんなもんのために戻ってきてやるかっっ！」

　木崎が怒りを露あらわに叫んだ。

「な、なにキレてんだよ」

「べっっつにー」

　しかし俺も流石に木崎の態度にはむかついてきた。

「なんだよお前、なにを期待してるんだよ俺に」

「なにも期待してないけど？」

「そりゃそうだよな。俺とお前は、中学の時プロレスって共通話題があるから喋しやべって、でもそれがなくなったら疎遠になって、お互いにメリットがあったからシンドローム・バトル・クラブで一緒に戦って、メリットがなくなりゃ協力しなくなって、今こうしてるのも文化祭って共通の事項があるからで」

　べらべらと、言いたくもないようなことが口を衝ついて出てくる。

「同じ学校だから関係が続いてるけど、そうじゃなかったら繫がりなくなるもんな」

　おい、だから。

　そんな、今にも泣き出しそうな、寂しそうな顔をするなよ。

「おう。木崎どーした」

　その時、背の高い女子が通りかかった。

「あ、こんにちはっ」

　木崎が急に殊しゆ勝しような態度になって頭を下げる。相手は上級生のようだ。

「最近忙しいんだよね」

「すみません……。ちゃんと部活に出られなくて」

「いーよ、いーよ。顧こ問もんを通してるんだから。……ところで」

　女子の先輩の目線が俺に向いた。よくわからないまま会え釈しやくだけする。

「彼氏？」

「違いますっっっ！　失礼しますっっ！」

　木崎は叫ぶと一礼だけは忘れずにしてずんずん歩いて去っていった。

「あれー？　余計なこと言っちゃった？　ごめんねー」

「……いや、全然そんなことないんで。大丈夫ですよ」

　木崎の背中はあっという間に見えなくなった。

　木崎の【サイコメトリー】は過去の人間の記憶を探ることができる。

　しかもやり直される前の『一度目の世界』の事実すらも蘇よみがえらせる可能性を秘めている。

　俺が生き残るための重要な手がかりが摑めないか、できれば色んな場所を探りたかった。俺だって生き残るために必死なのだ。

　だがこの様子では当分頼めそうにない。

「クソッ」と俺は小さく毒づく。

　断られるにしても最悪の流れだった。なんであんな突き放すようなことを言ってしまったんだ。穏おん便びんに引き下がっておけばよかった。

　だけど仲のいい、なあなあなやり取りなんて俺にはできない。

　メリットがあるから互いに助け合う。ギブアンドテイクの関係しか成り立たない。

　きっと、そうしなきゃいけないんだ。





　　　　　×××






　数日後、木崎が【サイコメトリー】で読み取ったものに皆で多少の手を加え、見事一年Ａ組の劇の台本は完成した。





『ラスト・メモリー』作・一年Ａ組一同

　～あらすじ～

　ある学校に、不思議な力を使えると周囲から噂されている女の子（主人公）がいた。危険だという噂が流れていたので、皆その女の子を恐れていた。

　ところが校外学習のバス移動中のことだ。バスが事故に巻き込まれ、クラスのメンバーが危険に晒さらされる。それを、女の子が不思議な力を使って救出する。全員ケガなく事無きを得る。

　だが女の子が使った不思議な力は、使ってはいけないときつく親からしつけられているものだった。約束を破ったことで、女の子は引っ越しと転校を余よ儀ぎなくされた。

　学校を辞めるまであと一カ月、そんな噂が流れても、不思議な力を恐れて、誰も女の子には近寄ろうとしない。

　だけどその流れに反して恩があるんだからと、ある一人の女子ともう一人の男子が不思議な力の女の子に近づいたのだった。

　話してみると女の子は普通のとてもよい子で、すぐに三人は仲よくなった。

　二人を通じ、不思議な力の女の子と他のクラスメイトの交流も始まった。だんだんと誤解が解けていく。

　だけど気づいた時には遅すぎて、別れの時はやってきてしまう。

　皆はその女の子と最後の思い出を作るために奮ふん闘とうして……。





　奇しくも劇の内容は、引っ越しと転校がキーとなる物語だった。

　その点はまさしく木崎の状況と重なっている。偶然にしてはできた話だ。

　話自体は非常にわかりやすい青春物語だった。ストーリー自体は劇げき的てきではないけれど、時間が限られた学生劇でオリジナルものだったらこのレベルまでだろう。

　またストーリー自体はシンプルな代わりにセリフや合間合間の見せ場に工夫がなされている。キャラも多く登場できる作りになっており、全体的に内うち輪わ向けではあるのだろうが、受けが期待できる物語に仕上がっていた。

　木崎の活かつ躍やくで台本ができあがり、一年Ａ組は重要な局面を迎える。

　劇を作る上で次に必ず決めなければならない部分、そう、配役の決定である。

「まず一番重要な配役……メインの女の子役を決めるよ！」

　君塚がチョークをばしん、と黒こく板ばんに叩きつけて宣言をする。

「立りつ候こう補ほ、もしくは推すい薦せんで～」

　蓮田が教室を見渡しながら言うと室内に意見が飛ぶ。

「独どく白はくもあるし、一人で舞台に立って映はえる子がいいと思うんだよね」「キャラ的に美人じゃないとなぁ」「成なる美み立候補しないの？」「アタシはちょっと合わない気がする」

　クラスの女王、森本成美は主人公に納まらないと気が済まないタイプではないらしい。

「あとしいて言うなら、不思議な雰囲気欲しいな」「うんうん、他の子達とはどこか違うって一目でわかるといいよね」「地元出身じゃない子って雰囲気違うと思うんだよね」「都会的な子が主役張ってくれたら……」

　皆話しながらある一人の人物へと視線を集めていく。

　美人で、周囲と違う雰囲気があって、東京からついこの間越してきたばかりで……。

「……私、なんだか注目されてる？」

「そう、そう、大河内さん本当にいいよ！」

　君塚が言う通り、整った顔立ち、すらりと見栄えのする体型、透明感があって儚はかなげな雰囲気、どれをとっても今回の役やく柄がらにぴったりだ。

　近寄りがたい雰囲気もあるためか推薦する声はなかなか出なかったが、ポテンシャルは全員が納得するところだろう。

「どう？　みんな？　大河内さん合ってると思わない？」

　君塚がチャンスだとばかりに推おす。

「……あり」「初見の人にも美人だって伝わるだろうし」「ていうかむしろ……」「役に合いすぎだし……」「大河内さんしかいない的なっ!?」

「そんなに合っているかなとは思うけれど……みんながそう言ってくれるなら、はい、私立候補します」

「よし！」「異い議ぎなし！」「納得だなぁ」

「えー、他に立候補か推薦あるかなー？」

　おざなりに君塚が聞いていたが、大河内の対抗馬として名乗りを上げられる者はそうはいないだろう。

「誰もいない……という訳で主役の女の子は大河内さんに決定だ～！」

　蓮田が言うと皆が拍手した。

「さあ次は……」とこれもメインとなる、大河内の役と仲がよくなる男子役が決められる。こちらも特に波乱がなく「え～、俺～？」と言いながらもまんざらではなさそうなＡ組主力グループの男子に決まった。

「次も重要な、メインヒロインと仲よくなる気弱な女の子！　準ヒロインだな！」

「誰がいいだろうねー」「いや立候補でもいいんだよ」「あんたいけば？」「わたし意外に緊張しいだからパス」

　声は上がるがなかなか名前は挙がらない。

「別にその人に合わせて変えてもいいんだけど、一応役柄としては気弱な、だけど芯しんの強い女の子だね。あとは小柄でボブカットで小動物っぽくて……」

　君塚の言葉に、特に深い考えもなさそうに蓮田が言う。

「ふーん、なんか岩佐さんっぽいな」

「ああ、岩佐さん」「岩佐さんね……」「気弱で小柄でボブカットで……芯が強くて」「芯強いのかな？」「でもあれだよ、あのバトルイベントでも超活躍だし」「舞台度ど胸きようもある！」

　勝手に盛り上がっていくクラス。

　反対に「え？　あ？　え？」と鳥みたいに首を動かす張本人。

「じゃあ……岩佐さん推薦しちゃいま～す！」

　たぶん自分の意見が予想外に受けて嬉うれしいだけの蓮田が宣言してしまう。

「いいんじゃない？」「決定決定！」「他にやりたい人いないんでしょー」

「ま、待ってくだ……」

「異論ある人いますか～？」

「そ、そもそもわたしが……」

「「「いませーん！」」」

「待って」

　全員の同意が得られたかに見えたところで、「待った」がかかる。

「準ヒロインもなかなかの大役だと思う。本人の気持ちを聞いて決めるべきよ」

　皆の流れに反対してでも正論を吐けるからこそ、大河内葵あおいは大河内葵なのだ。

　大河内の言葉に、岩佐もわかりやすく胸をなで下ろしていた。

「まあ、だよね……」「色んな人が見にくるから緊張凄いだろうし」「向き不向きあるしね」「立候補してないのに偉そうには言えねえな……」

　皆もそれは致し方なしという雰囲気だ。

　岩佐が辞じ退たいしても問題ないだろう。

「わたし……」

　岩佐がへらりと媚こびたような声で話し始める。

「わたしは……」

　なかなか言い出さない。だけどその声色は、少し力強くなったような。

　まさか、そう思った次の瞬間。

「……頑張ります。やらせてください」

　岩佐は言い切った。

「仕方ないよね……って噓いいの!?」と蓮田が驚いている。

「い、いやもちろんわたしじゃ力不足だっていうなら外して貰って問題ないけど」

「そりゃ俺達としてはありがたい限りだし……みんないいよな？」

「問題なし！」「それでいこう！」「本人宣言ありなら決定だろ！」

「……ワタシ、文化祭、頑張る、キット」

「カタコトなのが気になるけど……じゃあ準ヒロインは岩佐さんに決定！」

　君塚が岩佐の名前を黒板に書き付けると、ぱちぱちと拍手が起こった。

　そのあとも役決めは続いていく。

　全員一度は舞台に立つことになっているので、四十人ともなると端は役やくも生まれる。

「じゃあ次は、主人公が立ち寄るクレープ屋によく遊びにきている……店員のいとこの女の子の彼氏役！」

「最も早はや誰だよ！」「いなくてよくね？」「でも台本によると……そのカップルを見て主人公達が男女関係を意識するらしいぞ」

　クラスメイトＡ、Ｂみたいな雑な役割ではない分、皆テンションは落ちていなかった。文化委員を中心に皆で話し合いながら役を決めていく。

「これはもう彼女持ちを選ぶしかないな」「まだ役決まっていない男子で彼女持ちの人ー？」「……いる訳ねえだろ!?　そんな奴だったらもういい役決まってるわ！」

　非常に悲しいことになっていた。……まあ、俺もその中にいるんだが。

「えーと、この彼氏役、お姉さんがいるらしい」「……どんだけ細かい設定あるんだよ」「じゃあ姉がいる人ー？」

　そう問われ、事実いるので俺は手を挙げる。

「おお横須賀か」「彼氏役の優しい雰囲気……出るかな？」「あー、クレープ似合わないよね」「でも他に決めていないし……いいんじゃない」

「んじゃ主人公が立ち寄るクレープ屋の……めんどくせえ……クレープ屋の彼氏の役は横須賀に決定！」「頑張ってクレープ屋に合う雰囲気出してよね」

　蓮田のやっつけな板書で俺の名前が書き込まれる。ついでに君塚からもお言葉を頂く。

「いやこれは横須賀しかいないわ」「完璧はまり役だよな」「頼んだ！」

　皆もノリで言ってくる。

「ふん、じゃあやってやるよ」

　俺は主人公が立ち寄るクレープ屋によく遊びにきている店員のいとこの女の子の彼氏役をやり切ることを誓う……って絶対すぐ代替利くだろこれ!?




　そのあと大道具や衣装作りや照明、音響など裏方の役割分担の話に移っていく。

「メイン役になっている人はセリフ覚えたり演技練習あったりだから免除でしょ」「主役は仕方ないけどさ、じゃあどこまでがメインだよって話で」

「わたし割とセリフ多い気がするんだけどー」「お前は裏方やりたくねーだけだろ」

　目立たない裏方の仕事は、やはり皆積極的に参加したがらない。それでも照明や音響、衣装作りは役割分担が決まったのだが。

「現在、大道具担当の立候補者が誰もいませんっ！　ヘルプっ!?」と蓮田が叫ぶ事態になった。

「当たり前だけど準備はみんなでやるよ。ただ大道具担当が中心になるってだけで」

　君塚も言う。だが皆なかなか責任は持ちたくないだろう。

「今大道具で作りたいって話に出てるのは、教室と公園とあと可能だったらグラウンドとバスで、それぞれに担当つけようって話だけど……。減らした方がいいかもね」

「うーん、なんとかはしたいんだけど」「時間ないし、できるできないを考えるとなあ」「全部やろうとしてどれも中途半端になるのは避けたいよな」

　現実路線を考えると皆の意見は間違っていないのだろう。その方が確実に、ある程度の出し物ができる。

　だけど本当に、あとで後悔しないだろうか？

　未み練れんなくやり切りたい。それにこのまま流れに身を任せるだけじゃ、今までの文化祭となにも変わらない。

　俺の周りが変わっていくほどの文化祭を、俺は作りたいのだ。

　手を挙げて、俺は宣言をする。

「俺が大道具担当、全部引き受けるよ」

　本気でやるっていうのは、こういうことだ。





　　　　　×××






　ホームルームが終わって放課後となる。

「横須賀君、張り切ってたね。まさか大道具大隊長に立候補とは……。おかげで各シーン担当も負担が減るからすぐ決まったし」

　左斜め前の席の野上が言ってくる。

「ちょっと、真剣にやってやろうかと思って」

「いいぜいいぜ横須賀～！　俺は助けられてるぜ～！」

　文化委員の蓮田は調子がいい。

「じゃあ僕達部活だから。軽けい音おんも頑張らないといけないんだよねぇ……」

「文化祭でコピーバンドやるから観に来いよ、横須賀！　二曲やるぞ二曲！」

「……蓮田はそれまでに人前で弾ひけるレベルになったらだよね？」

　話しながら二人は教室を出て部活へと向かっていく。軽音楽部のような文化祭で出し物がある部活は、そちらもある分大変そうだ。

「本当に活躍してるわね横須賀君。早速大道具班の中の役割分担を仕切っていたし。さっきの『その看かん板ばん作りは俺が受け持つ』、格好よかったと思うわ」

「バカにしてるだろお前」

　まさか、と大河内葵は胸の辺りで両手を挙げる。

「私は純粋に、横須賀君の熱心さを凄いと感じただけよ」

　別に俺は俺のために頑張っているだけだ。しかしそれで周囲にも影響を与えられるなら願ったり叶ったりだ。周りの奴らも頑張って、それで文化祭が初めて成功する。

　文化祭が上手くいった暁には、俺とあの女の会話について木崎に教えて貰えることになっている。

　加えてもう一つ打算がある。その時に改めて、木崎の【サイコメトリー】を使った校内調査を頼むのだ。

　全てが上手くいったあとであれば、文句を言いつつも木崎は協力してはくれるのではないか。きっと大丈夫なはずだ。むしろそこしかない。

　文化祭がその先へと繫がっていく。

「お前の活躍も凄いだろ。主役なんて」

「できる限り頑張るわ」

　気負いすぎもせず、大河内はたおやかに状況を受け入れている。

「一緒に頑張りましょうね」

「……一緒つーか、うん。お互い頑張ろう」

「いえ『一緒に』頑張りましょうよ。それとも互いに高め合うべきだ、みたいなこだわりがあるの？」

「いや、こだわりというか……」

　でも一緒にというのは、違う気がした。

　……どうしてだ？

　だが最近他の場面でもそう思うことがあった。

　もう少し前に遡さかのぼれば、別に気にしてはいなかったはずなのだが。

　なにが俺の中で変わったのか──。

　ところで、と言って俺は話を変える。

「その後生徒会はどうなんだ？　『輪月症候群』のことは探れたのかどうか、とか」

「あら、忘れてはいないのね」

「当たり前だろ」

　文化祭に力を入れようが、『輪月症候群』も大事なのには変わりがない。

「目ぼしい情報を得られていないわ。まだお手伝い程度の庶しよ務むしかやってないし、重要な資料にアクセスできる権限はしばらく貰えそうにないわね」

「そんなに厳重なのか」

「誰でも触れる資料に大したことは書かれていなかったわ。だけど資料保管室が別にあって、その保管室に入るには生徒会長と先生の許可が要って、更に内部の棚たな全てにも個別の鍵がある。なにかありそうでしょ？」

「……すげえな」

　それだけ厳重だったら、得られる情報も大きいのではないかと期待できる。

「ところで、情報が得られず残念そうな顔をしている横須賀君に朗ろう報ほうよ」

「いや頑張って貰っているのに残念そうなんて……」

「是非横須賀君と共有したい情報があるの」

「『輪月症候群』でか!?」

「食いつき早いわね……。そうよ。……あと他に一緒に話した方がいい人はいるかしら。柳沼君はそうかなと」

「あいつ無駄に放課後忙しそうにしている時があるからな。今日も帰ったんじゃないか。あとは……岩佐や君塚も今すぐ必要とは思わないし」

「あ、木崎さん、これから横須賀君と『輪月症候群』のことで話をするんだけど、一緒にどうかしら」

　たまたま木崎が通りかかり、大河内が声をかけた。

「おいなんで木崎なんだよ。あいつは興味ないはずだぞ」

　俺が言うのを無視して大河内は更に言う。

「聞いてみるだけでも価値はあると思うから」

「あたし、いいや」

　短く言って、木崎は教室から出ていった。

「……木崎さん、本当にここのところ様子が変ね。どうしたのかしら」

　大河内の呟きに、俺はなにも返さない。





　　　　　×××






「〝裏〟文化祭というものがあるらしいの」

　廊下を移動しながら大河内は話す。

「それは……〈シンドローム〉を使える生徒が中心となって、文化祭の裏で非公式に行われる『輪月症候群』の祭さい典てんらしいわ」

「そんなものが……」

　あるとしたら、かなりの驚きだ。

「生徒会の三年の先輩がこっそり教えてくれたの。生徒会って基本的に『輪月症候群』を抑え込む方ほう針しんだから、『興味あります』とアピールするのも難しいのよ」

　やれやれと大河内は首を振る。苦労して貰っているようだ。

「本当に潜せん入にゆう捜そう査さっぽくなってきたな」

「〝裏〟文化祭は一年生にはまだあまり知られていないわ。二年生や三年生は知っている人も多いけど。ただもうすぐ〈シンドローム〉使いにはお知らせがいくみたい」

「お知らせ……なら主しゆ催さいしている人間がいる？」

　尋ねると大河内は頷く。

「そうでしょうね」

「生徒会ではないよな」

「そんな話が会議で出たことは一切ないわ」

「ふうん。色々謎が多いな」

「だと思って」

　迷いなく歩いていた大河内が立ち止まったのは、三年生の教室前だ。

「今から先輩に、話を聞きましょうよ」




「おいおい大河内、その話は他言無用って言ったじゃないか」

　三年生の先輩に教室から出てきて貰い、向かった先は校舎の屋おく上じよう。

「言ってました？　あまり言うな。でも興味がある奴には喋っていいと聞いた覚えが」

「……そういう言い方をしたかもしれん」

　紹介して貰った先輩は染そめ谷や隆たか文ふみといった。生徒会での役職は会計らしい。

　染谷はぼりぼりと頭を搔かく。髪の毛はびよんびよんと無造作に跳ねている。やる気のないぼけっとした表情と合わさって、寝ね癖ぐせのように見える。

　上級生らしくなく、完全に気のいい兄ちゃんという雰囲気だった。












「屋上まで来ちゃってさぁ。これから生徒会室に顔出さなきゃならんのに。文化祭の補正予算で揉もめてんの知ってるだろ？」

　昼休みはぱらぱらと人がいるこの場所も、放課後の今は人影はない。

　出入り口は一つで人が来たらすぐわかる。密みつ談だんにはぴったりなんだろう。

　だからこそ、俺とあの夢で見る女は屋上で話していたのかもしれない。

「すみません。でも、是非〝裏〟文化祭の話を聞きたくって」

「広めたら怒られるんだろうけどなぁ、会長に。でも言っちゃった手前なぁ」

　見た目の印象に違わずと言ってはなんだが、緩ゆるい人である。

「で、横須賀君も一緒にと。……君があれなんだろ？　入学して二カ月で『輪月症候群』使ったバトルイベントやっちゃうクレイジーでファンキーな奴なんだろ」

「どんな噂回ってるんですか、俺」

「しかも可愛い女子を侍はべらせているけしからん奴だとか」

「いったいどこからそんな話が……」

　と、そこでなにか気づいたらしい染谷が俺と大河内を交互に指す。

「ん？　可愛い女子ってもしかして……大河内なワケ？　付き合って」

「ないです」

　大河内は笑顔で即刻否定した。まあ……事実そうなんだが……。

「横須賀君はなんだか『そ、そんなことないですよっ！　まだ……』みたいな可愛らしい反応をして欲しかったようですけど、ないです」

「だ、だ、誰もして欲しいって言ってねーよ」

　勝手に話を作らないで貰いたい。全く。

「で、要注意人物として会長に目をつけられていると」

「やっぱりそんな扱いなんすね……」

　俺はげんなりする。

「でも瓜生うりゆうの奴に目をつけられるってのは見込みがあるよ。あいつ二年だろ。普通はまだ三年が会長やってる時期なのに、後期を待たずして慣かん例れい破って新会長になったし」

　そう言うからには下級生が上にいることに納得いっていないのかと思ったが「すげーよな」と全く頓とん着ちやくしていないようだった。

「で、そんな会長率いる生徒会が拡かく散さんしない方向に動いている〝裏〟文化祭のことを、校内でもなかなか危険視されている男に話す、か。……俺の立場危なくね？」

「大丈夫ですよ。染谷先輩のことは秘密にします」

　すかさず大河内が言う。

「じゃあいいか」

　簡単に頷くとは、なかなか軽い男だ。

「まあ文化祭ってのは祭りだ。で、俺達には〈シンドローム〉って使いようによって面白くなる代しろ物ものがある。だったら〈シンドローム〉に関する祭りもやりたくなるもんだろ。【水が出せる】んだったら水芸やる。【風を起こせる】んだったら風芸やる」

　シンプルな発想だし、そうなるだろうとは予想がつく。

「だから〈シンドローム〉が使えるようになった三年前から恒こう例れいで行われているらしい。今年やると四回目か？」

「ちゃんと歴史があるんですね」

　大河内が相あい槌づちを打つ。

「あくまで非公式で有ゆう志し達が勝手にやっているだけだから、統一感ある訳じゃないがな。だいたい〈シンドローム〉を使って芸ができる奴がなんかやるってとこだ」

　俺からも質問する。

「今年も開催があるんですよね？」

「そうだな、でも今回は生徒会から参加するなという勧かん告こくが出るとか出ないとか……」

　まだまだ見えない部分が多いようだ。

「参加する方法というのは？」

「基本は案内がいくと思うが……今年はどうなるんだろうな？　いやでも大河内。お前〝裏〟文化祭に関わる気か？　それは生徒会としてどうかと……」

「ただ、聞いているだけですよ」

　大河内がにこりと笑うと、「信用できねー」と染谷が苦々しい顔をした。

「……瓜生にはバレないようにな」

　これは大河内の懐かい柔じゆう法が上手いのか。染谷が甘すぎるのか。

「結局〝裏〟文化祭は〈シンドローム〉の見せ合い、だけでしょうか？」

「あともう一つある」

　染谷は「話していいのか……」とぶつぶつ言いながらも結局教えてくれる。

「〝裏〟文化祭には初開催から継けい続ぞくされているイベントがあるんだ。それは今年も間違いなく行われるだろう」

「なにがあるんですか？」

「宝探しだ」

「「宝探し？」」

　二人でハモってしまった。

「それは三年前……初の〝裏〟文化祭が開催された時のことだ。〝裏〟文化祭関連の出し物として宝探しゲームが企画された。だが誰も最後の宝には辿り着けなかった。ところが当時の企画者達は、宝を移さずそのままにしておいた」

　染谷は作った声で、まるで昔話を語るように話す。

「そして翌年以後も噂を聞きつけた奴らが宝探しに挑戦するが、宝を見つけ出した者は未だにおらず、幻まぼろしの宝と呼ばれ続けている……。とまあ〈シンドローム〉の披ひ露ろうとこの宝探しの二つが所謂いわゆる〝裏〟文化祭だな」

「幻の宝……と言っているけれど、普通の高校生が隠したものだからもの自体は大したことないんでしょうけど」

　大河内がぶつぶつ呟くと染谷が反応して言う。

「そうだな、『輪月症候群』の秘密って話らしいけど、それほどでもない……ん？」

「『輪月症候群』の……」「……秘密」

「ふ、二人で迫ってくるなよ怖えよ」

　染谷は怯おびえた様子で後ずさりしていた。

「……どう思う、横須賀君？」

　ぐるんと俺の方を向いて大河内は聞いてきた。

「確かに大したものではないかもしれない。だが『輪月症候群』が生まれた当時の学生達が残した秘密となると……」

「……期待したくなるわね」

　再び大河内は染谷に向き直る。

「本気だなこいつら……。ちなみに宝探しへの参加方法もたぶんそのうち案内でわかるはずだ」

　じゃそろそろ、と染谷が話を打ち切ろうとするので、俺は最後に気になっていたことを尋ねた。

「でも『輪月症候群』に関わろうとする有志も二年や三年にいるんですね。上級生は積極的に『輪月症候群』の話をしてない気がしてるんですけど」

「表向きはな」

　答えるに際して、染谷はさっきより少しだけ真面目な顔になった。

「二年や三年は『輪月症候群』に関わりたいとか、盛り上げたいとか、広めたいとかは、色々あって言えなくなっている」

「色々あって、ですか」

「そう、色々だ。お前ら一年の間でも色々あっただろ？」

　問われて、確かになと俺は思い返す。『輪月症候群』が疎うとまれる流れが生まれたこともあった。あれがそのまま進んでいたとすると……一年生もどうなっていたことか。

「最後にもう一つ。先輩は〈シンドローム〉についてどう思っているんですか」

　染谷はフラットな立ち位置にいるようだったから聞いてみたかった。

「外部の人間と絡からんだ時によくわかるんだよ。〈シンドローム〉は学外の人間には一切影響を与えないって」

　染谷は一般的な意見を説明するかのように淡々とした話し方をする。

「雷を出して俺達が驚こうが、外の奴らはなにも感じない。逆に外部の人間からしたら、俺達が妄もう想そうのごっこ遊びをしているだけに見える。そういうのにはっきり気づくと、だいたいみんな冷めるわな」

　自分達にしか認識できないものがある。

　それを全く理解し得ない人間達がいる。

　自分達の持つ力が外の世界ではなんの効力もないと、もっと実感をもって思い知らされた時、俺達はなにを思うのだろう。





　　　　　＋＋＋






　バカ。マジで。なにあれ。意味わかんない。

　なにやってんのあたし？

　横須賀が『輪月症候群』の話ばかりしてきて。

　横須賀があたしの〈シンドローム〉だけが必要だなんて言い方をして。

　横須賀が悪いのは間違いないんだけど。

　それにしてもあたしが、あんなキレ方をすることはなかった。

　あれじゃまるで構って欲しいみたいだ。

　そんなんじゃないのに。

　全然違うのに。

　バカみたいに、いったいなにを期待しているんだ。

　期待したって無駄だって、希望なんて潰ついえるんだって、不幸は突然降ってくるんだって、あたしはいやというほど思い知ったのに。

　この世界が絶望に包まれているなんて、流石にそこまでは悲ひ観かんしない。

　だけど夢も希望もないとは思う。

　あるところにはあるんだろうけど、少なくともあたしの手元にはない。
















「そう言えばそろそろ文化祭の季節じゃない浩ひろ人と！」

　朝の食しよく卓たくで母親が言った。今日もテンションが高い。

「浩人が言ってくれないから忘れるところだった、もう」

「まだ一カ月あるだろ」

「でも準備は始まってるでしょー」

「一カ月経っても言う気なかったクセに」

　珍しく早くに起き朝食をとっていた姉の絵え理り奈なが口を挟んでくる。

　学校行事のスケジュールを否が応でも把は握あくされているのが、姉弟揃そろって同じ学校に通う欠点でもある。三歳差で同時期に在ざい籍せきしなくてよかったことだけが不幸中の幸いだ。

「勝手に決めつけるなよ。意外と言ってたかもしれないぜ」

「意外と、はおかしいわよ浩人」

「あんたなんて中学からずっと精神年齢変わってないんだから」

「そんなことないわよね、浩人」

「姉あね貴きも大学に入っても高校と同じで結局遊んでばっかじゃねえか。夜遅いし」

「そうね、絵理奈が夜遅くなるとお父さんがとても心配するのよ。ねえ、お父さん」

「……母さん、無理矢理入ってこないで。わけわかんなくなるから」

「二人で仲よく喋しやべってないでお母さんも入れてよ～！　ああ見えて、お父さんも会話に入りたがっているんだから」

　父親は新聞を読んでいて微び動どうだにしない。

「ね、さっきからお父さん同じページばかり読んでるでしょ」

「……」

　図星だったのか、たまたまタイミングが合ったのか、父親が新聞を一ページめくる。

「出し物は決まっているの、浩人？　浩人は部活入ってないからクラスだけよね？」

「げ、部活まだ入ってないんだ」

　母親と姉貴が相変わらずうるさい。

「着替えてくる」と父親が新聞を置いて二階へと向かう。

「あ、お父さんお父さん。洗ったシャツはこっちに置いてあるから」

　母親もそれを追いかけていき、食卓には姉と俺だけになった。

　咀そ嚼しやくする音だけがしばらく響く。

「そう言えば……今会長って瓜生うりゆうジュニアなんだっけ？」

　唐とう突とつに姉貴が言ってきた。

「……ジュニア？　はよくわからねえけど名字は瓜生だな」

「ああ、そう。いや兄貴がいたからさ」

　姉貴が言って思い出したので、ふと口にした。

「……ちょっと前だけど瓜生会長には呼び出されたな」

「は!?　なんかあった!?」

　姉貴は齩かじろうとしたパンを皿に置いて叫ぶ。突然だから驚いた。

「ビビらせるなよ……。俺達が騒ぎすぎたってところなんだろうな」

「……ふうん。まさかなんだけど……『輪わ月づき症しよう候こう群ぐん』に関係してる？」

　絵理奈は基本的に、それが輪月高校卒業者のスタンダードなのか、俺に『輪月症候群』に関わるなとうるさく言っている。

「関係はしてるな」

「……ふうん」

　その反応には含みがあったような、なかったような。




　六月も末になり、七月が近づいてくる。

　むしむしじめじめとした気き候こうに熱さが加わり、最近は過ごしづらい日々だ。

　昨日で教室内、公園と二つのベニヤ板で作られた背景が完成した。多くのシーンで使われる主要スポットはこれで押さえられたし、要よう領りようもわかってきたのでこれから作業スピードも上がるだろう。

　大きな問題もなく文化祭の準備は進んでいる。

　その日の朝は登校中の岩いわ佐さ美み帆ほと一緒になった。

「あ、横よこ須す賀か君」

「おう」

　出会えば、並んで自転車を漕こぐのはもう自然なことになった。

「……こうやって二人で喋るの久しぶりだね」

「そうかもな」

　学校内で二人で喋る機会はあまりない。

「や、約束通り文化祭お互いに頑張ってるよね。横須賀君は大道具班大隊長だし、わたしはわたしで準ヒロインなんて大役を頑張っているし……。セリフ凄すごい多いんだよ？　大人しいキャラじゃないの？」

「頑張ってるのはそうだろうけど……約束通り？」

　言われて俺は引っかかる。

「ほら、言ったじゃん、いつか、同じように朝二人の時にさ」

　岩佐が一緒に頑張ろうと言ってきたことは、あった。

「……でもお互い勝手に頑張った結果だろ。岩佐も自分一人で役を受けるの決めたし」

「でもやっぱり不安にはなることはあって……。そこを横須賀君も頑張っているから負けてられないなって、その気持ちで乗り切るんだ」

　岩佐は普通のことを話している。

　俺に害のある話でもない。

　でも最近、どうにもそうやって勝手に思われることが、──気持ち悪かった。

「やっぱり一緒に頑張れる……ライバル？　な人がいるといいよね」

「別に俺達は一緒でもライバルでもねえよ」

　はっきりさせておきたいと思って、俺は言う。

「……え？」

「俺は俺で頑張っている。岩佐は岩佐で頑張っている。それだけだ」

　俺達はそれぞれで戦っているんだ。

　その認識は間違っちゃいけない。

「あ……ああ。互いに頑張って、競争ってこと……かな？　そういう……」

　岩佐がごにょごにょと言っていたが俺は特に反応しなかった。





　　　　　×××






　今日の大道具班の作業は中庭で行われている。

「大道具大隊長！　教室の教卓は借りる許可とったんでしたっけ!?」

「俺達の教室から持っていくことになっている」

「大隊長！　バス車内の再現なんですけど、やっぱりソファの調ちよう達たつ無理でした！」

「じゃあパイプ椅い子す並べて、その上に緑の布を被せるか。衣装製作チームが布買ってきた店があるから、そこがどこか聞いてくれ」

「ぐあ!?　金かな槌づちで指打った!?　大隊長っ！　血がっ……血がっ……全然出てないや」

「出てねえのかよ。気をつけろとしか言えんわ」

「大隊長！　そろそろ喉のどが渇かわいてきたとみんなが言ってます」

「わかった俺が今から……買ってこねーよ！　調子乗んなよ」

　大道具、小道具、衣装の製作は順調に進しん捗ちよくしていた。

　部活所属の奴らもいるし毎日全員参加は難しいが、それでも時間を見つけては皆手伝ってくれていた。

　そんな中で俺は大隊長として……割といいように使われている気がした。

「おおー、完成ベニヤ板も増えてきたなー」

　数日ぶりに大道具班の方にやってきた文化委員の蓮はす田だが言う。

「そうだな。これももう完成だし……よっと」

　俺は刷は毛けで青いペンキを塗ぬりつける。これで空を表す背景も完成だ。

「横須賀君のおかげだよねー。ところで蓮田は、今日はなにしているの？」

　近くで作業をしていた野の上がみが尋ねる。

「俺か？　俺は文化委員として全体の進捗管理をだな……」

「つまりなにもしていないと」

「おいやめろ、信じちゃう奴がいるだろ。マジで文化委員の仕事をしてる時もあるんだから！」

「……今自ら仕事してない時もあるって白はく状じようしたような」

「横須賀っ。お前は気づいてはいけないところに気づいたなっ!?　……ところで本番まで三週間になって、学校も文化祭モードになってきたよな」

「あ、今凄い話逸らした」と野上にはつっこまれたが蓮田は無理矢理突破しようとする。

「ほら、俺はさっきメイド＆執しつ事じカフェやる二年の衣装見てきたんだけどさ、手作り衣装のレベル高いから一回見て来いって。あと多目的室に迷めい路ろが出現を始めた」

「ふーん、まあ確かに、どこも形にはなってきてるし色々噂うわさ聞くようになったよね」

　野上の言う通りで、最近の学校はどこに行っても文化祭の話題ばかりだ。

「そうそう、今日は教室で劇練習班が通し練習やるらしいぞ。見に行ってみないか？　野上も横須賀も」




　休きゆう憩けいがてらそれもいいだろうと、俺も教室に行くことにした。

　ほとんど大道具班に参加していたので劇練習班の様子は知らないのだ。

　俺はほとんど呼ばれてはないし。なにせ俺は……主人公が立ち寄るクレープ屋によく遊びにきている店員のいとこの女の子の彼氏役だからな！　セリフが少なすぎて練習の必要がほぼない。

　教室に行くと通し練習の真っ最中だった。

「ね、だから勘かん違ちがいなんだよっ。普通にみんなと同じ、普通の子なんだよっ」

　感情を込めて演技をしているのは、なんと驚くことにあの岩佐だった。

「わかって、あげてよ」

　思わず見入ってしまう。

「……そうね、アタシが間違っていた」

　岩佐の言葉を受けるのは森もり本もと成なる美みだ。

「……ごめん」

　こちらも舞ぶ台たい度ど胸きようがありそうで、そつなく自然に演技をこなしている。

「全然、気にしないで。わかってくれて嬉うれしい」

　そして真打ち、大おお河内こうち葵あおいのターンがやってくる。

　少し切なくでも晴れやかな笑顔。悲しいこともあっただろうにそれを受け止めて健けな気げに笑っている、というのが表情だけで伝わってくる。

「これから色んなことを一緒にやれたら嬉しいな」

　大河内が笑いかける。それは、三人の中にあった微妙な関係を全て氷ひよう解かいさせるような笑みだった。

「……はい、オッケー！」

　脚きやく本ほん担当をこなしたことから今も監かん督とくポジションに納まる木き崎ざきまひるがオッケーを出し演技が止まる。本人は「全然知識ないから……！」と固こ辞じしていたが、台本を変えることもさしてないのでお飾り監督として機能はしているらしい。

「……いや、すげえよ！　本気で見入っちゃったよ！　みんな仕上がってきてんな！」

　蓮田が興奮している。

「特に大河内さん、表情の作り方も上手いよね。うーん、体育館だと後ろの方から見えにくいのがもったいないくらいだよね」

　うんうんと野上も頷うなずいている。

「横須賀君はどう思った？」と野上に聞かれる。

「いや……素直に感心した」

　大河内と森本ができることはなんとなく想像がついた。だからこそ二人ともセリフの多い主要キャラをやっている。

　しかしまさか、あの岩佐がここまでやるとは思わなかった。

　頑張ると宣言し、まさに有ゆう言げん実じつ行こうだ。

　俺もまた頑張らなければと気合いが入った。……いやそれでも、あくまでも個々人が頑張るだけだが。





　　　　　×××






「ね、ねえ横須賀君!?」

　放課後、今日も文化祭の準備に取りかかろうと中庭に木材などを運んでいる最中、岩佐美帆がバタバタ走ってやってきた。

「……なんだよ、岩佐」

　数日前の演技に感心したなんて話は間違ってもしない。

「そんなテンション低く対応しないで！」

「わかった、わかった」

　興奮しているのもあるだろうがいつもより声が大きい。これももしかしたら、舞台に上がる練習の効果だったりするのか。

「今日は劇練習で出番なさそうだから、こっちを手伝おうとして、下げ駄た箱ばこで靴を履はき替える時……これを見つけたんだよっ」

　岩佐は茶色い封筒から一枚の紙を取り出し、俺に見せつけた。




『案内状　〈シンドローム〉と共に歩む日々、いかがお過ごしでしょうか。さて今年も輪月高校文化祭と同日に第四回〝裏〟文化祭を開催することになりました。例年通り〈シンドローム〉披ひ露ろう会かい、宝探しを計画しております。詳細は後ほどお知らせします。〈シンドローム〉に磨きをかけてお待ち下さい。〝裏〟文化祭実行委員』




　──という内容の手紙だったのですぐ柳やなぎ沼ぬま清せい十じゆう郎ろうを招集した。

　人が少ないところがよかったので、裏庭近くのベンチがあるスペースに集まる。

「きたか〝裏〟文化祭案内状っ！　情報は入手していたがついにだなっ！」

　柳沼は当然のように存在自体は事前に知っていた。

「披露会の方は毎年若じやつ干かん開催方法が異なるらしいが、宝探しは今年も同じだろうと言われている」

「詳しいな……。まさか〝裏〟文化祭実行委員のことを知ってるのか？」

「いやそれは……オレにもわからない。探してはいるのだが尻尾を摑つかめず……」

「そうか。……相変わらずの行動力だな」

「ふん、横須賀は今は文化祭で動きが取れないからその分もなっ」

　柳沼は文化祭の準備にも取り組んではいる。

　ただ本当に自分の分担だけで、それが終われば『輪月症候群』の調査に勤いそしんでしまうので、クラスからの評判は推おして知るべしというところだった。やらない訳ではないので、批判の声は上がっていないが……。

「で、詳細知っているのか？」

「いやまだそこまでは。だが……宝探しの宝が『輪月症候群』に関する秘密だとは知っている！　年一回のこのチャンスは絶対に逃せないっ！」

「やっぱり、宝探しの方が重要なのか？」

「〈シンドローム〉を披露して貰うことは頼めばいつだってできる。だが宝探しはこのチャンスしかないからな！　素人しろうとは披露会に目がいくんだろうがな」

　なるほど、納得の理由だ。

「ちなみに、お前がそれだけ参加する気満々ってことは〈シンドローム〉使いだけしか参加資格がない、なんてことはないんだよな？」

「ああ、例年通りだと告知は〈シンドローム〉使いじゃない者へもいくはずだ……『輪月症候群』の祭りは輪月高校の生徒みんなのものだからな！」

　よし、文化祭当日に力を入れるべきものは決まった。

「あ、あの……」

　ほとんど会話に参加していなかった岩佐が言ってくる。

「〝裏〟文化祭って参加して大丈夫なの？　生徒会とか先生とか、『輪月症候群』に関わること推すい奨しようしてないし……。これもアングラっぽいし」

　岩佐はちらちらと俺の顔を窺うかがいながら聞いてくる。

「でも横須賀君と一緒なら──」

「それは自分で決めろ」

　俺は言って、話を無理矢理断ち切る。

「……ちょっと最近さ、横須賀君おかしくない？」

　指摘されて少し、動どう揺ようしそうになった。

「別にそんなことねえよ。つーか、文化祭の準備にいこうぜ」

　振り返って、俺は歩き出す……と。

「おう」

　俺とは縁えん遠どおい人種のさわやかスポーツマンが軽く会え釈しやくをしてくる。

　野球部の田た宮みや健けん太た。田宮は今年の新一年の中で最も初めに〈シンドローム〉に目覚めた【炎使い】である。シンドローム・バトル・クラブ開催で関わって以降、他クラスではあるが時折話す仲になった

「なにやってるんだ？」と俺は尋ねる。

「雑用だよ、雑用」

　田宮は両手で抱えていたダンボール箱を少し持ち上げる。

　ユニフォーム姿なので部活の仕事なんだろう。

「俺達野球部で出し物やるんだよ」

「へえ、なにをやるんだ？」

「野球部伝でん統とうの握り飯と豚とん汁じるの販売」

「……炊き出しみたいだな」

「実際そう言われているらしい……」

　話変わるけどさ、と俺は言う。ちょうどいいタイミングだと思った。

「田宮は〝裏〟文化祭の案内貰ったのか？」

〈シンドローム〉使いならば手にしている可能性がある。

「ああ、昨日下駄箱に入っていたな」

　岩佐は今日になって入っていたようだし、全員一斉にではないのかもしれない。

「そ、それで田宮君はどう思ってる？　参加しようとしてる？」

　岩佐がずいと一歩前に出る。他の人間の意見をとにかく聞きたいらしい。

「周囲からの評価に影響を与えることを考えればよくはないんだろうな。特に野球部は顧こ問もんが高たか橋はし先生だし……」

　一年Ａ組の担任でもある高橋は『輪月症候群』にかなり否定的な態度だ。

「だがせっかくの機会だし、披露会は少し気になるかな」

「なら是非参加するといい！　田宮の力も喜ばれるはずだ！」

　柳沼が力強く言う。

「お、おう……」

　この感じなら参加者も見込める。

　披露会が盛り上がって、学内で『輪月症候群』への関心が高まるのはよいことだ。多くの人間が関われば、新たな事実が判明するチャンスも広がる。

　そして俺が力を注そそごうと思う本命は、宝探しである。三年前から未だに見つかっていない『宝』に隠された秘密は、暴あばいてみる価値があるだろう。

〝裏〟文化祭は今後の『輪月症候群』の追つい究きゆう、ひいては俺が未来を変えることへ向けた、かなり意義あるイベントとなりそうだ。

　俺が未み練れんを残さないために必要なこと、俺が生き残るために必要なこと。

　どちらを得るにも、文化祭と〝裏〟文化祭には大きなチャンスがあり、それを逃さないことが今の俺の目標と言ってよいだろう。

　全ては順調に進んでいた。

　いや、実際は順調に進んでいるところだけを俺は見ようとしていたんだろう。

　俺が目を瞑つぶっていた問題も、見えないところでは進行していたのだ。

　確実に、着実に。
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　その時は前触れもなくやってきた。

「突然になってしまうが話がある」

　教卓に立つ担任の高橋俊しゆん吾ごが言う。相変わらず威圧感のあるがたいだ。

「木崎なんだが」

　名前が挙がった瞬間、何人かが木崎まひるの方に視線を向けた。

「残念ながら家庭の事情で転校することになった」

　部屋中がざわついた。

「本人も不本意だろうが、家庭の事情でどうしても引っ越す必要があるそうだ。皆気持ちよく送り出してやって欲しい」

「え……噓うそ」「マジ？」「は、初耳なんだけどまひる……」

　誰もが驚きの声を上げていて、仲間が急に消えることに戸惑っている。

「じゃあ木崎」

「はい」

　返事をして、木崎は前へ歩み出る。

「本当に突然であたしもびっくりしているんですが、家庭の事情で引っ越して転校することになりました」

　木崎はからりとした表情をしていた。悲ひ壮そう感かんはまるでない。

「短い間だったけれど、みんな本当にいい人でこの学校を離れることは正直寂しいです。でも一生会えなくなる訳じゃないんで、あたしが帰ることがあれば、その時は一緒に遊んでください」

「ま、まひる本当に……！」

　木崎とよく連つるんでいた女子が声を上げた。

「うん」

　こんな短期間で悲しんで貰える関係を作った木崎は、いい奴なんだろう。

「ちなみに引っ越しは一カ月後予定なんで、ギリギリ文化祭には参加できます。それまで短い間だけど、よろしくお願いします」

　律りち儀ぎに頭を下げる木崎に「噓でしょ……」「寂しいんだけど」と女子陣が声をかける。

　男子陣も「……木崎がいなくなるのか」「割と可愛いと思ってたんだよね」「実は俺も……」と話し合い嘆なげいている。

　その様子を俺は一歩引いた位置から眺めていた。

　俺はもう既にその話を聞いている。今更感かん傷しように浸ひたることもない。

　俺は文化祭が終わる頃、木崎にあの夢の秘密を教えて貰うことになっている。

　去り行く木崎に未練の残らないよう、いい形で文化祭を終われたらとは思っているが、でもそれ以上の気持ちはない。

　俺はみんなが知る何日も前に事情を知っていた、特別な人間なのかもしれない。

　でもいくら考えても、死が迫っている自分という人間がすべきことは見えていた。

　俺は一歩引いたこの距離以上は、近づきたくない。




「ちょっといいかしら」

　休み時間に大河内から声がかかった。

「ああ。つーか向こう側行かなくていいのか？」

「ええ、今は」

　女子が木崎を取り囲んで質問攻めにしている。周りには男子もいた。

「いつ決まったのよ」「送別会しようよ」「文化祭は大丈夫なんだよね!?」

　だから席の離れた俺の辺りには人がいない。

　そう言えば、と俺は聞きたいことを思い出した。

「生徒会に入って割と経つよな。生徒会の『輪月症候群』に対する意見って、内部から見てどんな感じなんだ」

「そうね、『輪月症候群』による悪影響を取り除く、そのためにはそもそも皆が関わらないようにするのが一番だ、というのが生徒会の統とう一いつ見けん解かいね」

「全員一致で同じ意見なのか」

「そうじゃないのは、染そめ谷や先輩に会ってわかってるでしょ。ただ表だっては誰も言えない感じかしら。……じゃなくて」

「じゃなくて？」

「今はそんな話している場合じゃないでしょ」

　大河内はかなり苛いら立だっている。

「なにがだよ」

「木崎さんの話、よ」

「……ああ、引っ越すらしいな。それがどうしたんだよ？」

　俺が言うと大河内はすっと冷たい顔になった。美人の冷れい淡たんな表情は、とても恐ろしい。

「どうして驚きもしてないのよ」

「別に……」

「まさか、引っ越すことを先に知っていたの」

　勘の鋭い女だ、と思っている間に反応が遅れた。

「……知っていたのね？」

　どうして大河内は、そんな目を見開き必死な表情をしているんだ？

「まあ、たまたま聞いてしまう機会があって」

「それって他の人から？　もしかして……本人？」

　大河内はわなわなと震え始める。

「……本人だけど、あいつが俺にだけ先に言った、ってのを想像していたら違うぞ。流れで木崎がぽろっと零こぼしただけで」

「それを知って、横須賀君はなにかしたの？」

　次いで顔には、怒りの表情が浮かんでくる。

「別になにも」

「しなきゃ、ダメでしょ」

　たじろいでしまうくらいの迫力があった。

「お、大河内に言われる筋合いはないだろ」

「そうね、ないかもね」

　正論を言っているのは俺だし、大河内も認めている。

「でも私も、そういう当たり前のことをできていない人に協力する気にはなれないわ」

　ばっさりと切り捨てられる。

　完全に溝みぞを作られた。

　そうやってある程度距離をとること自体は、いいのだ。俺も必要だと思っている。望んでいるところもあった。

　だが協力して貰えなくなるのは誤ご算さんだ。共通の目的のため、ギブアンドテイクでやっていきたいのが本音なのだが。

「なんだよ、当たり前のことって」

「目の前で起こっていることも見ないで、世界を変えるとか言わないでってこと」

「木崎のことでか？　それは俺も残念だとは思うよ。でもだからって俺にできることはねえし、そんな細かい一イベントを気にしたって仕方がないだろ」

「……できることはない？　……細かいイベント？」

　完全に、地じ雷らいを踏んだらしい。

　大河内の怒りが燃え上がっていくのがわかった。

　だが次の瞬間には冷たい氷のようになっていた。

「もっとちゃんと人の気持ちをわかってあげられる人だと思ったのに」

　その目に浮かぶのは、失望の色だ。

　一方的なその決めつけるような態度に、流石さすがの俺もカチンときた。

「俺は誰でも彼でも人の気持ちを把握しておかなきゃならねえのかよっ」

　俺になにを期待している。なにを求めている。

「そんなことは言っていない。でも見逃しちゃいけないものがあると思う」

「……お前はどの立場からものを言ってるんだ？　さっきから偉えらそうに……」

「しばらく、話したくもないわ」

　大河内は俺に背を向けた。そして去っていく。

　今、俺は大河内に決別された。

　関係に完全にひびが入った。

　絶望の淵ふちで隣り合い、共に世界を変えてやろうと誓った仲だ。

　なのになぜこんなことになった？

　木崎のせいか。木崎が妙なことを俺に言うからこんがらがったのだ。

　だけど、こうなったのは、本当は俺のせいなのだろうか。

　俺が人と距離をとるような態度をとるから──。





　　　　　×××






　木崎の転校の知らせはやはりインパクトがあったみたいだ。

「お別れ会的なことやる？」「文化祭の打ち上げと込みでやるのがいいかも」

　中にはこんな会話をしている奴もいた。

「木崎さんにとって輪月高校最後のイベントだよ。いいものにしたいよね」「脚本『木崎まひる』の名を残さねえとな！」

　木崎の件で、クラスの文化祭へのモチベーションは基本的に上がった。

　悪い流れではない。

　この流れが生まれているのは文化祭に向けたクラスの雰囲気がよかったからで、それにはいくらか俺の貢こう献けんもあるんじゃないだろうか。そう思うと、自分のやったことに意義を覚えられたし、満足感もあった。

　そしてこういう満たされた気持ちこそが、未練のない人生に繫がるのではないか。

　こんな気持ちになるのはきっと初めてで、『一度目の世界』にはなかった。

『一度目の世界』になかったことが生まれている。つまりは世界が変わっている。

　これは感情面の話にとどまらない。些さ細さいなことかもしれないが、外の世界も変わっていることには違いがないのだ。

　その先に、俺の目指すべき未来が見えてくるはずだ。

　希望は、ある。




　でもどうして、世の中は上手くいかないのであろう。

　木崎の転校の発表があってから数日後、文化祭の準備中のことである。

　衣装製作や小道具製作に充あてられている日で、教室には割と人間が残っていた。

「見よ！　このオレの繊細な指ゆび捌さばきをっ！」

「……本当にちょっと上手いからむかつくな」

　柳沼と共に俺も、公園の草木を表す作り物を緑のビニール紐ひもで作る作業をしていた。

「ね……ねえやばいよっ！」

　女子が慌てて教室に駆け込んできて叫んだ。女王森本成美とよく連んでいる女子だ。

　大きな音を立てたものだから皆「なんだなんだ」と注目する。

「なに？」

　森本が代表して問いかける。

「あたし達の劇……あるじゃん。昔の台本パクったやつ」

「しー！　パクったって言い方はなしで」

　立場的にもその言い方を広めたくはないのだろう、文化委員の君きみ塚づか桜さくらが焦あせっていた。

「それ……他のとこも同じのやるの」

「え？　それはどういう……」

「女の子が不思議な力を使えて恐がられていて、でも事故を救ったことで皆と打ち解けて、だけど別れの時がやってきて、ってそんな話を三年のクラスもやるってこと！」

　そのセリフに室内の誰もが三秒ほどは固まっただろうか。

「……大枠は一緒だけど、比べると思ったより似てないとか」と森本が言う。

「ううん、先輩に内容聞いた。つーか、台本も見せて貰った。ほぼ一緒だった」

「……マジか」

「三年の先輩も焦ってた。逆になんで今まで気づかなかったんだろって」

「……三年と一年って部活が一緒でもないと交流はないし。……でも内容は被らないように、事前に申請して調整されているはず……あ」

　言いかけて、君塚は気づいたらしい。

「……あたし達出し物決めるのが遅くて……劇の詳細は書かずに短い説明だけで先に申請を出したんだ……。それから『未定』じゃ困るからって、タイトルはあとで提出したけど、内容は特に聞かれずで……」

「そりゃ文化祭実行委員も気づけないね」

　森本は冷静にコメントする。

　しかもさ、とその女子はまだ続ける。

「実際ちょっとだけ練習風景見せてもらったんだけど、三年の方は相当仕上がってる。かなり前から準備始めてるし、それに演えん劇げき部ぶの人間がいるとか。とにかく、あたし達よりレベルの高い劇なのは間違いないよ」

「つまりアタシ達が今の劇をやっても、ただの劣れつ化か版ばんにしかならないんだね」

　森本の言い方はストレートすぎるが、その通りなんだろう。

　更に森本とその女子は会話を続ける。

「……でも三年はどうやって台本手に入れたんだろ」

「あ、そこははっきり聞いてなかった。でも……演劇部に昔の台本があったとは言ってたかも……」

　二人の話は、今教室にいる二十人あまりにも聞こえていた。

「……マジ？」「被ってるのはまずくね？」「パクリって言われるよ……」「パクリは向こうも一緒でしょ」

　パクリだ、パクリだと皆が焦り始めている。

「や、別に昔の劇をやることはいいんだよ」「けど実際、三年と同じ内容で勝負したら……負けるよね」「負け戦なの……。こんなに頑張ったのに……」

　負ける、という会話がちらほら聞こえてきていた。

「どうしてこんなことになったんだ……？」

　誰かが嘆なげく。その言葉に君塚が反応した。

「……あたしのせいだ、あたしがちゃんと申請していれば……」

　ところが、そこに別の声が被さった。

「違うよ。……あたしのせいだよ」

　どこか淡々とした、それでいて悲しい声だ。

「あたしがあんな力で……余計なものを引き出さなければよかったんだ……。そうすればこんな風にはならなかった……」

「でもあれがないと、あたし達のクラスは出し物が決まりもしてなかったから……」

　君塚の言葉に、木崎が返す。

「いや……、いずれなにかには決まっていたはずでしょ。あたしが調子に乗って〈シンドローム〉を使わなければ……」

「まひるが自分を責めることはないよー」「木崎さんのせいじゃないと思う」

　周りが木崎を慰なぐさめている。

「……夢みたいな力を使った、罰なんだよ。あんなものの先に希望なんて……」

　だけど木崎は悟さとり切ったような表情をしていた。

「ねえ、どうする？」「どうするもこうするも……」「内容変える？」「そりゃ少し変えたりはできるだろうけど、効果ある？」

　そして、出し物決めに難なん航こうするクラスで木崎の【サイコメトリー】を使えばいいと提案したのは、俺だ。

　これは俺のせいでもあるのだろう。

「……よくない雲行きみたいだな。どうでもいいと言えばどうでもいいが」

　柳沼はとても素直な感想を漏らしている。

「ね、ねえ横須賀君」

　俺に近づいて声をかけてくる奴がもう一人。

「どうしよう……。大変なことになっちゃった」

　岩佐美帆だった。

「頑張ったんだから不本意な空気でやりたくないよ……」

　本当だ。俺も文化祭をやり切ることで知りたいこと、変えたいことがあるから時間をかけてきたのだ。

　ここで中途半端にして終わりたくなかった。

　なんとかしなければならない。なんとかしたい。……と、その時。

「ま、もう二週間前だし、今更どうしようもないんじゃね？」

　誰かがそう言っていた。

　それは違うだろうと、俺は声を上げようとした。けれど。

「うーん、仕方ないかぁ……」「上位入賞は……無理だよね。票割れるし三年には勝てないし」「無理無理三年には絶対勝てないって。それは諦めた方がいいよ」

　無理？　勝てない？　諦めた方がいい？

　なぜすぐにそんな結論を出すのだ。まだ二週間あるし、できることはあるはずだ。

「被ってても、自分達なりにいいものにできたらいいじゃん」「おー、そうだよねー。自分達なりでいいんだよね」「そこそこやれたら思い出になるって。劇の時点で出店とかより頑張っているんだし」

　クラス全体が一度ショックを受け、諦めの声が出て、次に皆の口から出てきたのはそんな意見だ。

「それなりのやつができたらさ、それでいいじゃん」

「所しよ詮せん文化祭だしな。まあ、周りから浮くくらい出来が悪かったらマズいけど」

　──特にそれらの言葉は、ずしんときた。

　皆文化祭に気合いを入れていたはずだ。入賞を目指しており、その中でも楽しもうとしていた。全く理想的な形に見えていた。だけど。

　誰も心の底から、死ぬ気で、入賞なんて目指していない。

　頑張ろうとはするけれど、無理だとわかればあっさりと『それなり』で妥だ協きようする。

　気にすると言えば、周りより劣っていて恥をかかないかということくらいだ。

　そう、だからつまり、俺と他の奴らじゃ全然スタンスが違う。

　そりゃ、かかっているものの違いを考えれば当然だった。

　それに気づいて、俺は正直驚いていた。

　みんなは本気で文化祭に取り組んでいて、俺も本気でやれば文化祭は未練も残らないくらい上手くいくんだと思っていた。

　だけど今はもう皆から『本気』なんて感じられない。俺一人じゃどうにも上手くいかない。

　なんだ、だったら俺が周りを盛り上げればいいのか？

　でもそうするためには、本気でない奴を本気にさせなくちゃいけなくて。そのために俺は──。

「あ、あれ？　みんなは『それなりでいいや』になってる？」

　周りの情じよう勢せいを見て岩佐はおろおろとする。

「でもそれじゃダメじゃないかなって思わない？　わたし、欲張りになってる？」

　俺が求めるものは、それなりにやって満足というレベルではない。

「ねえ、ここで妥協するのもったいないと思わない？　横須賀君と一緒なら、わたしはもっと頑張れる気がするんだ」

　俺と同じレベルを共有できる者もいるにはいるんだろうが、そのためには距離を必要以上に縮める必要があって──。

「『俺と一緒なら』はやめろよ」

「え？」

「別に俺が一緒じゃなくても頑張れよ」

　俺の乾いた言葉に、岩佐はむかっとした表情をした。

「……横須賀君、それなんなの？　前もあったけど。一緒に頑張った方がいいでしょ」

　岩佐の方が正論なのはわかっている。

　頭では、わかっている。

　でも。

　俺は放っておいたら死ぬんだ。

　俺の三年分の卓たく上じようカレンダーは今日も一日減るんだ。

　そんな俺は──。

　俺が黙っていると、岩佐は眉み間けんにシワを寄せ怪け訝げんな表情をした。

「えっとさ、なんでも死ぬ気でやるんじゃないの？　それって他の余計なことを気にしないってことじゃないの？　誰と一緒かもどうでもいいんじゃないの」

　俺は過去、確かにそう啖たん呵かを切った。

「それは文化祭でも一緒でしょ」

　岩佐が俺を問い詰める。

　なに岩佐に、いいようにやられているんだ。違う。こんな俺は間違っている。

「違う」

　俺はなんとか返す。

「なんで」

　文化祭自体が問題ではないんだ。本質はもっと別にあるんだ。

「どうでもいいんだよ、文化祭自体は──」

　他からの視線を感じて、俺はそれ以上先を口にするのをやめた。

「てゆうか、今どうする、どうしようって言ってても仕方なくない？」

　森本が全員に聞かせるように大きな声を出した。

「まだこのこと知らない人も多いんだし、みんなに伝えてから一回話し合おうよ」

　森本の発言で、衣装や小道具の準備が再開される。

「とりあえず作業進めようぜ……」「……今日のノルマは終わらせようか」

　しかし教室の寒さむ々ざむしい空気は隠しようもなかった。

「あたしが悪いんだ……」

　木崎は最後まで自分を責めていた。

　こうなってしまった今、木崎にとって『成功』と呼べる文化祭になるのだろうか。

　そしてそれが気になったのは、木崎が『クラスの文化祭が成功したら秘密を教える』と俺に約束をしていたからだ。

　他の誰でもなく自分のためだけに、俺はそんなことを考えていた。
















　朝、下げ駄た箱ばこのところで大おお河内こうち葵あおいと遭そう遇ぐうした。

「……おう」

「……おはよう」

　反射で口にすると、短く形式的に大河内は返してくれたが、そのまま一人で歩いていってしまった。

　普段だったら話しながら教室まで向かうくらいの関係はあったが、話したくもないと言われ、今はこの様ざまだ。

　教室に入ったところで、逆に教室から出てきた岩いわ佐さ美み帆ほとばったり出くわした。

「朝っぱらからどこ行くんだよ」

「……別に」

　岩佐からは冷たい返答だけがあった。

　これも先日のやり取りのせいだろう。

　二人との間に距離ができていた。

　教室に入って席に着く。

「マジどうしよ!?　三年と同じ劇とか！　劣れつ化か版ばん劣化版言われて終わるオチしか見えねえじゃん！　どうすればいいんだ!?　なあ横よこ須す賀か！」

　今日になって事情を知った文化委員蓮はす田だが騒いでいる。

「俺に言われても……」

「いやー、でももう仕方ないんだしさあ」

　斜め前の席の野の上がみが俺に代わって言ってくれる。

「いい劇だって思ってたのに劣化被りなんて……。しかも学校全体の出し物としても被りは冴さえねえし、それに気づけなかったマヌケな文化委員として汚名が……」

「……ああ、結局自分の名めい誉よのためね」

　野上は呆れていた。

　しかし自分のためとはいえ、そうやって焦あせっている人間は珍しかった。

　劇の内容が三年Ａ組と被っている事情は、クラス全員が知るところとなっていた。

　そして大半の人間は現状をどうしようもないものとして受け止めている。

「てかさ、今の時点で内容被り判明したら、実行委員から内容を変えるように指し導どうが入ったりしないのかな？」「流石さすがにないっしょー」「今更内容変えるとか勘かん弁べんだよ……。もう結構準備しちゃってるんだから」「最も早はや中止にならなければそれでいいよ……」

　聞こえるのは消極的な会話ばかりだ。

「なんか……被ってるとわかるとやる気が……」「おい口に出すなよ。みんな思ってるんだから」「もうここまでは頑張ってたからさ、あとはそれなりでも大丈夫だよ」

　俺はちらりと教室の反対側を見た。

　木き崎ざきまひるが静かに席に座っている。

　文化祭に人一倍想いのあったあいつは、この状況をどう思っているのだろう。




　文化祭の日も近づいてきて、最近は昼休みも準備が続けられていた。セリフ合わせをする者がいたり、小道具準備の作業をする者がいたりした。

　だけど今日は、誰も練習や作業を行っていない。

　俺もなにもしていない。

　放課後、文化委員の君きみ塚づか桜さくらと蓮田は同じ劇をやる予定になっている三年生の教室に向かったらしい。

　今からどちらかが劇を取りやめることは時間的に不可能だろうが、対策をとれないか話し合う場は設もうけて貰えたようだ。

「……で、今日の練習どうする？」「でも完成はさせないと」「やるのは決まってるしねえ」「学校行事だからな……」「……ちょっと義務感っぽいのが嫌だけど」

　ショックを受けても、一年Ａ組にはサボろう、もうやめてしまおうと投げ出す人間はいない。みんな取り組みはする。

　ただ一つ確実に言えるのは、入賞を目指そうなんて誰も口にしなくなったことだ。

　こんな状態になって、今更文化祭に力を入れ続けて意味はあるのだろうか。

　俺が理想としていた文化祭はもう消え去っている。

　これじゃなにも変えられない。本気が、どこにもないのだから。

「おーい、横須賀。今日の準備だけど……あれ？」

　誰かに呼ばれていた気もしたが、俺は返事をせずに教室を出た。




　一人で渡り廊下を歩いていく。

　高校生活に未み練れんがあった。

　文化祭はその未練を象徴するものの一つだと思っていた。

　ただ本気で取り組めば輝かしいものに見えていた文化祭も、実は薄っぺらいものであることがわかりかけてきた。

　普通の奴らだって『それなり』のところで妥だ協きようをしているのだ。

　文化祭が元から素晴らしいもので、俺がやる気を出して取り組みさえすれば未練がなくなるなんて、妄もう想そうもいいところだった。必要以上に希望を見出しても、さほど期待には応えてくれない。

　最近文化祭にかかり切りになりすぎていたかもしれないとは思う。俺が生き残るために『輪わ月づき症しよう候こう群ぐん』やあの女を追うことも進めるべきだ。

　直近で言えば文化祭と同時に開催予定の〝裏〟文化祭の宝探しの先に『輪月症候群』の秘密を手に入れられる可能性がある。

　そうだ、これから〝裏〟文化祭にもっと注ちゆう力りよくしていこう。これなら周囲関係なく一人でやることができる。

　クラスでやる文化祭には、もう希望なんてないから──。

「よ、横須賀君！」

　そんな俺を、誰かが呼び止めた。

　なよなよとした、普段大声を出したことがなさそうな、声せい帯たいの弱そうな声。

　だけどその声の裏には強い意志が感じられた。

「……どこいくの、横須賀君」

　エセ幼なじみの、気弱で自分の意見を言うことなんて苦手なはずの、岩佐美帆だ。

「なんだよ、『どこいくの』って」

「だ、だってクラスの文化祭の、横須賀君は大道具大隊長なんだから、いなくなるとみんな困るよ」

　二人とも廊下の真ん中に立ち止まっていては邪じや魔まになるので、少し端に寄る。

「大丈夫だよ。俺がいなくたって作業は進む」

「けど指示とか判断する人がいないと、上手く進められないっていうか」

「完成させるだけならなんとかなる。……完成できたら十分っぽいし」

「じゃあ今からなにをするの？」

　岩佐は間かん髪はつ容いれずに聞いてくる。

「なんだっていいだろ」

「なんで……。文化祭、ずっと頑張ってたじゃん。最後の追い込みでしょ？　それ以上に重要なことなんて……」

　今その言葉を口にすることは少しだけ躊躇ためらわれた。でも、俺は。

「どうだっていいだろ、文化祭なんて。他の奴らも本気じゃないんだし」

　その言葉を聞いて岩佐は、悲しそうな顔をした。

「なんで……一緒に頑張ろうって言って……それは認めてくれなくても、勝手に頑張るとは言ってたじゃん」

　おいおい、と俺は溜ため息いきを吐く。

「勘違いしてるのかもしれねえけど、やらない訳じゃない。でも休んだっていいだろ」

「休みはいいんだけど……。横須賀君が投げやりな感じだし。それに、周りの人にも変に距離をとってるような……」

「じゃあな」

　俺は言いおいて去っていく。

「……わ、わたしってこういう時、ずっと諦めてきたんだよ」

　まさかまだ俺を止めようとしてくるとは思わなかった。いくらなんでもしつこすぎる。

「諦めて、無視をしていた。気づいているのに、気づいていないフリをして……。なにもやっていないけど、わたしは気づいていないから悪くないって言い訳をしてた」

　岩佐は話し続けているが、俺は構わず進んでいく。

　なぜか、ここにいてはいけない気がした。

「わたしが気づいて、教えてあげた方がいいことも言わずにいた。靴くつ紐ひもがほどけている人を見つけても話しかけるのが怖くてなにも言わないし、先生の質問の答えがわかっても、出しゃばりと思われることが怖くて手を挙げられなくて」

「なんの話をしてるのか知らんがキモい独り言だと思われるぞ」

　流石に振り返った。

「これは横須賀君のための言葉でもあるんだけど……本当はわたしのためなんだよ」

　なんだ、その顔は。

「今まで色んなイベントを見過ごしてきたからわたしは……誰にも気づかれない影の薄い透明人間だった」

　なんだ、その立ち向かうような顔は。

「それをもう、やめるんだ。やめたいから、文化祭でも頑張るんだ」

　そしてなぜ俺は、そんな岩佐にたじろぐんだ。

「……お前はさっきから一人でなにを勝手に言ってるんだ。教室戻れよ」

「まるで、勝手に家に押しかけてきて言いたい放題だった横須賀君だね」

　岩佐が引きこもって俺が家に行ったことを、皮ひ肉にくられてしまう。

「横須賀君って、木崎さんと喧けん嘩か中ちゆう？　大河内さんとも？」

「……別にそういう訳じゃねーよ」

　どきりとしてしまう。

「ふーん。横須賀君からどうって訳じゃないんだ。……そりゃそうだよねぇ」

「なに勝ち誇った顔をしている？」

　こいつは、最近俺に対して調子に乗りすぎではないか？　他の奴らとは全然……ではなくそこそこしか喋しやべってないくせに。

「だって、今の横須賀君、あんまり格好よくないし」

「……普段は格好いいと思っているのかよ」

「語ご弊へいがあった。格好悪い」

「ぐ……」

　揚げ足をとろうとしても、簡単に返されてしまう。

「ねえ横須賀君って」

　小さめな体たい軀くで、短めなボブカットの大人しい印象の少女が、なぜか大きく見える。

「『文化祭自体はどうでもいい』みたいなことを昨日も、言ったよね？」

「……言ったな」

「あれ、他にも聞いてた人がいて、横須賀君が教室から出てったあと『酷ひどくない？』って話になってたよ。なのになんでクラスのみんなから文句を言われてないかわかる？」

　日頃の行いがよかったからだ、などと軽口を挟はさむ隙すきはなかった。

「木崎さんが擁よう護ごしてくれたからだよ」

　あのあとやはり「そもそもあいつが木崎さんの【サイコメトリー】使えばとか言い出した」ということを言う人間もいたらしい。

　でもその時木崎は。

　──別に横須賀のせいじゃないと思うよ。最終的にそれを使って、今の劇の台本を作ったのあたしなんだし。なによりあいつ頑張ってたじゃん。キャラじゃないのに頑張ってたのにあんな話聞かされたから、思わず言っちゃったんだよ。

　そう話して、俺を庇かばってくれたらしい。

「だからきっと、横須賀君が許されているのは木崎さんのおかげなんだよ」

　全く知らなかった。

　あいつとは喧嘩別れみたいな状態だ。

　なのになぜ、俺のためにそこまでやってくれるのか。

　確かに中学の頃はそこそこ話してもいた。一度は疎そ遠えんになったが高校で同じクラスになり交流もあった。でもそれだけだろ。ただのクラスメイトだろ。いや、でも。

「木崎さんってさ、わたしが思うにだけど」

　こんな饒じよう舌ぜつな岩佐を見たことがないとまで思ったが、確かに岩佐自身顔が上気して興奮しているようだった。

「横須賀君のことを」

　不意に、岩佐の言葉が遅くなっていることに気がついた。

　いや岩佐がおかしいのではない。世界全体がスローモーションになっている。

〈シンドローム〉？

　一瞬疑ったがそれも、違う感じがする。

　ただ俺の認識の問題だ。

　岩佐が生なま唾つばを飲み込んだ。

　次の言葉のために口を開いた。

「きっと気にしていて、というか──」




「言うなっっっ！」




　俺は思いっ切り叫んだ。

　岩佐が体をびくりと震わせてから、目を見開いて固まる。

　中庭にいた人間の何人かが、俺に視線を向けていた。

「……それ以上は、言うな」

「えと……、なんで。まあ他人が勝手に想像するなっていうのはあるけど、別にわたしが思っているだけの話なんだから」

「だとしても絶対にその先は言うな。いいか、絶対にだ」

　そこまで念を押すと、流石に岩佐も「うん」と頷うなずいた。

　俺だって、木崎はもしかしたら、と考えたことはあった。

　特別な気持ちであるかどうかは別としても、普通の友達以上として見てくれているかもしれないと、思った。

　そりゃそうだ。女子とちょっと喋っただけでも、男子は期待してしまうものだ。

　でも期待をしながら、どれもバカな、モテない奴の、くだらない妄想だと結論づけることにした。

　そうでなければならなかった。

　ああ、やっと、このところずっと感じていた気持ちの根こん幹かんがわかった。

　だって俺は普通じゃない。

　俺は、三年以内に死ぬから。




　そんな奴は、誰かにとっての特別になってはならない。




　だってこの世から消えるんだから、特別になってもどうしようもない。特別になってなにかを残せば、逆に迷惑になってしまう。

　もちろん死なないつもりでいる。

　でもその可能性がある限り、誰かと深く関わってはいけない気がしていたのだ。

　今までなら気にしなくても、学校でそこまで深い関係になる奴なんていなかった。

　でも最近は、どうも、無む駄だに距離が近くなった人間が増えてきたようで、ずっと心の中でそのことが引っかかっていた。

　不用意に親しくなると、それはきっと相手を、自分を、傷つけるから。

「本当は……俺こそ人の中で透明人間にならなきゃいけねえんだよ」

　俺は思わず零こぼしていた。そうしてからはっとなる。

「いや、違う。今のは……」

　まるで岩佐みたいな軟弱なことを言ってしまった。どう説明したものか。

「俺は……なんつーか、誰かの特別になっちゃいけなくて……」

　俺はなにをぐだぐだ漏もらしているのだ。

「と、とにかくそういうことだ！」

　俺は叫んで誤ご魔ま化かす。嫌な汗が出てきた。

「……だから岩佐も、俺とは深く関わるなよ。……なんか中二病みたいだな。元からそこまで深く関わってないって話もあるだろうし……」

　そんな風に言う俺に対して岩佐は。




「もう、特別だよ」




　鈴を振るような声で言った。












　色素が薄くブラウンがかった髪が、太陽の光を反射して輝き、天使の輪を作る。

「……なんで、そうなんだ？」

　あまりにもストレートで端的な回答だったから、俺は思わず理由を尋ねる。

「なんでって……もう、そうなってるから」

　その答えもシンプルだった。

　混じりっ気がなくて、すんなり俺の心に染み込んでしまった。

「横須賀君は、特別。……べ、別に好きとかじゃなくてね！」

　岩佐はぶんぶんと首と両手を左右に動かした。

「ああ……」

　この場面は俺も照れるべきだったのかもしれない。でもそういう気にはなれなかった。

　ただ純粋に、問いだけが出てきた。

　一度だけ、誰かに聞いてみたかった。

「なあ岩佐、俺が死んだら泣くか？」

　なんの迷いも躊躇いもなく答えが返ってきた。

「うん」

　そうか、俺はもう誰かの『未練』になるのか。

　もしかしたらこれは、当たり前のことなのかもしれない。

　自分は誰にとっても特別ではないつもりでも、いつの間にか誰かの特別になっている。

「……で、岩佐って結局なにをしに来たんだっけ？」

「なにって横須賀君の様子が変で、今も帰ろうとするから心配して……」

「なんだ、結局お前は俺のことが好きなのか？」

　ものすごい軽口を叩いてみた。

「ば……バカじゃない!?　そんなことない！」

　顔を赤くして岩佐はぷりぷりと怒る。

「……なんつーか岩佐らしからぬ反応だな」

「あ、なんか今失礼な気がした」

　二人の間の空気が先ほどとは一変していた。

　緊張感はなくなり、柔らかな雰囲気が漂う。

「というか、そろそろわたしは教室戻るからっ。横須賀君も早く来てよっ」

　岩佐は教室の方へ戻っていこうとする。

「おい、俺を引っ張っていかなくていいのか？」

　俺が聞くと、岩佐はちらっと振り返って言った。

「うん。だってもう、大丈夫でしょ」

　岩佐は本当にそのまま去ってしまった。

　なにも言っていない俺からなにを感じ取ったのか知らないが、これが幼なじみだからこその芸当だったらちょっと嫌だ。どんな仲だって言うんだ。

　でもそう、俺は普通に生きているだけでも、こんな幼なじみみたいな関係がもう生まれている。

　俺は誰かと、深く関わっている。

　誰かの特別な存在であることは、正直凄すごく嬉うれしいことだ。

　だけどそれは重くもあるのだ。

　そんなことを考えながら一、二歩踏み出したところで、校舎の陰から、髪の長い女子が顔を覗のぞかせる。

「あ」

　どうしてまたここで、この女が出てくるのか。

　とんでもなく美しいまるで外国のお姫様。

　劇のヒロインへの抜ばつ擢てきは至し極ごく当然の選択で、逆にそれ以外はあり得ないとすら思わせる。

　大河内葵がそこにいた。

「なんで、そんなところにいるんだ？」

「……深く問わないで欲しいわね」

「岩佐と同じで……俺を追いかけてくれていたのか？　でも岩佐が先に見つけて、出るに出られなくなって……」

「深く想像しないで欲しいわね」

　二回同じことを言わせてしまった。

「ただし、盗み聞きはごめんなさい、とは言っておくわ」

「ほぼ答えてるじゃねえか」

　律りち儀ぎというかなんというか。

「つーか大河内……俺に相当怒ってたよな……」

　しばらく話しかけないで、とまで言われた。

「自分のことを省かえりみて欲しかったのだけれど、ちゃんとなにかに気づいてくれたみたいだから。……突っぱねちゃったのは、ちょっと大人げなかったとも思うわ」

　本当に久々に、大河内が俺に柔らかく接してきてくれている。

「……それにしても岩佐さんなかなかやるわね……」

「え？」

「気にしないで。必要なことは岩佐さんが言ったんだろうけど、とにかく」

　一呼吸を置いてから、大河内は俺の目をしっかりと見据えた。

「周りにいる人のことを忘れないで、横須賀君」

「……忘れているつもりはないんだが」

「目を逸らしていても同じだと思うわ。ちゃんと見て」

　図星を突かれる。

「例えば木崎さん」

　また木崎まひるの名前を出される。

「Ａ組の劇が三年生と被っているとわかったじゃない？　凄くバタバタしていて、私もどうしたらいいんだろうって考えてる。そんな中で、木崎さんがどうしようとしているか、横須賀君は知っている？」

「いや……」

　見ていない。見ようとしていない。

「木崎さんは、脚きやく本ほんの修正がどうにかできないか一人で検討しているわ」

「そんなこと、誰も話してなかったぞ……」

「ええ、木崎さんは言っていないから。でも脚本に関する本を図書館から借りてきている。教室で台本とにらめっこしている。そのこと知ってた？」

　知らなかった。

　俺の顔を見れば、言わなくても答えは明白だったのだろう。

「よく見れば木崎さんが健けな気げに、でも一人で頑張ろうとしているとわかったはずよ」

　そんな風にまだ文化祭を諦めていない奴がいたのに、俺は勝手にもう終わりだと決めつけていた。

　空を見上げると、まだまだ出ずっぱる気満々の太陽の光が眩まぶしくてすぐ俯うつむいた。

　下を向くとコンクリートの壁と地面の隙間に小さな紫色の花が咲いている。

　この花にもちゃんと気づいてやれば、物語はきっと始まるんだろう。

　聞いてもよいか不安はあった。

　でも俺達はもう関わり合っていて、嫌でも一度知った事実は消えない。

「変なことを聞いてもいいか、大河内。答えたくなかったら答えたくないでいい」

「そこまで前置きされると怖いけれど、横須賀君の頼みだから、どうぞ」

　この奇妙なまでの信頼関係はなんだろう。

　多くの時間を共に過ごした訳ではない。

　ただ絶望の淵ふちに立たされた時共に隣にいた、その奇妙な連帯感が二人の関係を作っている。

「大河内は、最終的にお前の姉の、その婚約者に出会って、よかったと思うか」

　大河内は姉の婚約者をドナーとした移植手術を受けた。

　その数カ月後、手術とは全く関係のない病やまいで婚約者が死んだ。

　誰もが大河内のせいじゃないとわかっていながらも、姉が大河内を責め、次第に周りも同じようになり大河内は居場所を失った。

　そんな身近の人間の死と関わった大河内に聞いてみたかった。かなりぶしつけなことは承知な上で、だ。

「そもそも姉が婚約者と出会ってよかったか、から始まるのかもしれないが」

「難しいわね、それは」

　急に話を持ち出して、激怒してもおかしくないのに大河内は平へい静せいを保ったままだった。

「死にたくなったこともあったし、何度もやり直せたらって思った。あそこで検査しなければとか、手術に怯おびえてやめていればとか、彼の優しさに甘えなければ、とか」

　大河内は静かに、俺の目は見ずに語る。

「そもそも、私は彼に命を救われているのだから生物としてはとても幸運なのだけれど、それを抜きにして考えて」

　大河内の表情は少し堅かったけれど、晴れやかだった。

「出会えて、よかったと思う」

　もう少し正確に言うと、と大河内は付け足す。

「出会えてよかったと思えるように、していきたい」

　なるほど、そちらの方がしっくりくる。

「その人が病気で死ぬ、寿じゆ命みようが数年の人間だとしてもか？」

「長さなんて関係ないでしょ。こんな深い話をする私と横須賀君は出会って何カ月？」

　大河内と出会ったのは三カ月前だ。だけど濃のう密みつな時を共に過ごした。

「本当に色んなことがあったけれど、その色々があって今こうやって横須賀君と出会えて話せているんだから、それはとても幸運なことよ」

　俺と出会えて、話せて、幸運。

「って思わせてくれるくらい横須賀君がいい男になれば万事解決ね。私は割と不幸なことがあったから、それ全部を埋め合わせられるようにね」

「凄いものを背負わされた気がするぞ」

　言い合って二人で笑う。

　関わってよかったと思えるようにする。それは一つの答えである気がした。

「……まだ終わってねえのかな、俺達の文化祭」

「仮に終わったって、またどこからだって始められるでしょ」

　大河内にさらりと言われてしまう。全くその通りだ。

　文化祭が薄っぺらいものだと決めつけてしまうには早すぎる。まだ輝ける可能性だってきっと残っている。

　足あ搔がける余地はあった。

　そして今回のケース、それは一人じゃできないことだ。

「みんなの力が必要になるな。本気で、まだ入賞も諦めずにやるなら脚本の修正だって必要だろうし、そうなりゃメインの大河内や岩佐なんかは負担大だろ」

「私は、どんとこいよ」

　にやりと笑う大河内は、こいつなら背中を預けたいと思えるくらいに頼もしい。

「でも大河内だけじゃなくてＡ組みんなが本気になってくれないとな……。今は完全にモチベーションが下がってるし」

「でしょうね、私もそう思う。誰かが教室の空気を変えなきゃいけない。けどそれって、たぶん普通にやっても難しいわよね。私達が声を上げてもなかなか……。でも」

　大河内は訳知り顔で「でも」と強調する。

「一人、可能性がある人間がいるわよね」

　そいつの今の境遇は、十分起き爆ばく剤ざいになり得る。

「もちろん、そんな風にやっていいのかは、本人と話し合う必要があるでしょうけど」

　大河内はちゃんと冷静に相手の立場も考えられている。

「そしてそれをすべきなのがたぶん、……横須賀君なのよ」

　ずっと俺は中途半端だった。

　未練を残さないように努力しようとしていたが、一方で人の記憶には残らないようにするなんて無理なことを願っていた。それは不可能だ。

　未練を残さないくらい強い想いを持って行動していれば、絶対に誰かに関わらなければならない。そして誰かの記憶に残る。

　その事実に目を瞑つぶってやろうとしていたから、ちぐはぐなことになっていたのだ。

　今俺が悔いなくやり切るために進もうとしている直線上には、そいつがいる。

　だから俺は、そいつとちゃんと関わり合わなければならない。





　　　　　×××






「なによ、凄く重大で衝撃的で緊急性があって絶対に伝えなきゃいけないことって」

　木崎は開口一番言った。

「どんなハードルの上げ方されて来てるんだよ」

　落ち合った場所は屋上である。

　俺と木崎の他に、屋上にいる人間はいない。

「まあ大河内さんが盛ったんだろうけど、あまりにも熱心だから来てあげた。……話すことなんてないんだけど」

　つっけんどんに木崎は言う。

「で、なんなのよ」

　アーモンド形の瞳の光はいつもより弱々しく見えた。

「あー……なにから言い始めればいいかわかんないんだけどさ、クラスの文化祭、今のままでいいのかよ」

　俺はそう聞いた。

「いや、あんたに言われてもさ」

「木崎は今のクラスの状態で満足しているのか？」

「……どういう意味よ」

「みんな上位入賞は諦めてるだろ。本気で勝とうとはしていない」

「かもね」

　木崎は感情を殺すように、淡々と返答する。

「俺もその波に吞まれかけてたから本当は偉そうに言えないんだが……。劇なんだから、お前一人が諦めないでやろうとしても無理だろ。みんなにも頑張って貰わないと」

「……頑張るかどうかはその人自身が決めることだから」

　木崎の中の炎は消えていないかもしれない。

　でも他人に働きかけることは諦めている。俺と、同じように。

「最後の学校行事だから入賞狙って、悔いなくやり切りたいんじゃなかったのか？　それで入賞できるくらいの成功になったら、木崎が【サイコメトリー】で視た『あの場面』に関する秘密を教えてくれるんだろ」

「……その約束、ね」

　木崎はまた失望したように呟つぶやく。

「俺があの場面に関することを知りたいのは事実だよ。でもそれだけじゃねーぞ。お前に変な未練は残して欲しくないって思ってるんだ」

　自分はどう思っているのか改めて考えてみたら、その感情もまた事実なのだ。

　関わりのある人間だ。どうしようもない事情も聞いた。未練を残したまま学校を去ろうとする姿に、『一度目の世界』で未練を残した俺を重ねた。

　辞めることになにも感情が湧かないというのは、噓うそだ。

「……未練ってあたしは別に……」

「お前まだ諦めず台本を書き直そうとしてるんだろ」

「いっ……！　なんであんた……!?」

　どうも本人的には隠したいことだったらしい。

「だったらみんなに言ってやればいいだろ。まだ諦めずに頑張ろうって」

「でもやりたくないのにやらせても」

「じゃあ台本修正して、どうするつもりだったんだよ？」

「そ、それは上手くできたら披ひ露ろうしようかと……」

　木崎はしどろもどろになっている。

「できてからだと遅いだろ。今からみんなに動いて貰わないと」

「だって……迷惑じゃん」

　木崎は目を逸らし、唇を嚙かみ締めた。

「迷惑ぅ？　お前迷惑かけずに生きてるつもりだったのかよ」

「な……！」

　挑発してやると木崎は視線を上げた。

「もう迷惑なんてかけられてるんだよ。人間同士関わっている時点で、なにかしらは迷惑かけ合ってるんだよ」

　誰かと関わっている時点でもうそうなっている。

　だからそれを気にしたって今更なんだ。

　俺達は誰かと関わって、誰かと向き合って、誰かに踏み込んで、誰かに迷惑をかけていくんだ。

「あと別に、全員お前のためだけにやってる訳じゃないぞ。やりたいからやってるだけだ。やりたくないならやってねーよ」

「……わかってるよ」

　木崎は唇を尖らせて拗すねたような表情になる。むかつく顔だがこれも見方を変えれば実は可愛かったり……じゃなくて。

「……ていうか俺は説教臭いこと言いたい訳じゃねーんだよ！」

「勝手に言ってなにキレてんのよ」

　話は変わるけど、と断ってから俺は続ける。

「悪かったよ。お前が引っ越すって聞いて、だけどちゃんとそのことに向き合って話を聞かないでさ」

「……なによ今更」

　そう非難されて当然だ。

　でも遅すぎても、言わずに未練になるよりは断然マシだ。

「あんまり関わって、深く立ち入りたくなかったんだ」

「それはあたしのことが……」

　木崎がすぐ弱気な顔をするから、調子が狂う。

「違うぞ。全然違うぞ。俺自身、誰かに関わることに……ちょっとビビってたんだよ」

　多少抵抗があったが、言ってしまえばなんてことはなかった。

　逆に言葉にしたことで、そいつとちゃんと向き合えた。

「ああ、そうだね。横須賀はビビりな人間だね」

「なに言ってん……」

　思い切り突っ込んでやろうと思って、だけど木崎が柔らかく微笑ほほえむものだから、勢いはそこで止まる。

「……俺はビビってたんだよ、誰かの記憶に残ることに」

「恥ずかしい失しつ態たいとかが？」

「うるせえ。……ただそう思ってたんだけど、なにをどうしようが俺はもう誰かにとっては忘れられない人間になってるんだなって思って」

「それは、そうだね」

　木崎にとっても、俺は忘れられない人間なのだろうか。

　わざわざ聞きはしないし、流石に表情から答えは読み取れない。

　ともかくもう俺と木崎の運命は交わっている。

　だったら深く関わっても同じだ。

　そしてできれば、関わってよかったと思って貰えるように。

「俺は言うぞ」

　宣言すると、木崎は「な、なによ」とたじろぐ。

「やっぱ学校を辞めないで済む手段探せよ。もったいねえぞ。転校して学校はいけよ」

「……はぁ？　それ、本当に今更すぎ。事情も話してるじゃん」

　わかってはいるんだ。どうにもならないことも知っているんだ。でも。

「割とお前学校好きそうじゃん。だから大学も行けよ。いい仕事つけよ」

「あたしの人生に、なんの権利があって意見してるワケ？」

「俺はそう思っている、という事実を伝えたかっただけだ。あとは勝手にしろ」

「勝手にしろって……」

　木崎は呆れている。

　でもいいんだ。少なくとも俺は満足できた。他の人間が言えなかったかもしれないことを言った。

　木崎まひるに関わり事情を知った人間として、やれることはやっておきたい。

　未練は残したくない。

「だから木崎も言いたいことあるんだったら言っとけ」

「……いやあんたさ、さっきから好き放題やりすぎでしょ……？」

　木崎の表情が徐じよ々じよに怒りに染まっていく。

　正直、全体の雰囲気が猛もう禽きん類るいっぽいのもあるからかちょっと怖い。

「お前も好きにしろよ。最後だと思えばやりたいことも出てくるだろ。それすら言わずに終わるのはもったいねーだろ。勝手にやってくれればいいんだけどさ」

　そこまで畳み込んでやると、流石に木崎の中で、なにかが切れた気配があった。

「そんなの……」

　木崎は歯を食い縛って俯うつむき溜め込んでから。

「わかんないよ!?」

　そして顔を上げて思いきり叫んだ。

「だってあたしも訳わかんないんだよ！　全部いきなりなんだもん！」

　叫びながら、その声には涙の色があった。

「じゃあ教えてよ、結局なにが正解か……！　あたしだって学校辞めなきゃいけないとか、住み慣れた場所を離れるとか、そりゃ辛いじゃん！　なにをどうしたらいいかわからないじゃん!?　その中で必死にやって……」

　木崎の塞せき止められていた想いが言葉になって溢あふれ出てくる。

「……なのにはじめ、あたしがそのこと言っても横須賀は全然無反応だし。やっぱ他人にとってはそんなものなんだって。弱音を吐くものじゃないのかと思って」

　なんだよ、それじゃ俺のせいみたいじゃないか。

「でも……転校の話をみんなにしたらホント、びっくりするくらい悲しんでくれた。短い時間しか一緒じゃない子達も名残なごり惜おしんでくれて……」

　それは木崎の人柄の表れなんだろう。

「強く生きていかなきゃいけない……。あたしは強くならなきゃいけない……。それは変わらないし、そうやっていくつもりだけど」

　一度温度を上げ、それからだんだんと鎮しずまってきた木崎は呟く。

「……やっぱ寂しいな」

　憑つき物が落ちたような表情をしていた。

「あーあ、なんでこんなタイミングになってから、横須賀相手に言ってるんだろ」

　木崎は空を見上げる。

　紅い太陽はゆっくりと傾いていく。

「もっと友達に先に言って、なんかやっとけばよかったのかなぁ。今からできることも残ってないんだろうけど」

　自じ嘲ちよう気味に木崎は笑う。

「あるとしたら、文化祭くらいか」

　木崎の言葉を引き継ぐように俺は言った。

「それをやり切れば、少しは救われるんじゃないか」

「どうだろうね……」

　木崎は短く言って首を傾げるだけだ。

「文化祭……悔いなく最後までやり切ろうぜ！」

「そのセリフ似合ってないよ」

「恥ずかしい気持ちを振り切った俺の男気を返せ」

　しかし木崎は黙り込んでしまう。

　なんだよ。だんまりで自分の世界に入るのかよ。

　だったらもう好きにしろ……そう、本来なら言うところかもしれない。

　岩佐と大河内の想いも俺は背負ってきている。

　二人には少しばかり、借りがあると言えなくもないから。

「いいから文化祭は全力で駆け抜けろ！　やれ！」

「『やれ』って言われても、あたし一人がやってどうなるものでも……」

「俺も一緒に頑張るから」

　これは木崎のためだけではない。

　俺も悔いのない文化祭にしたい。

　だから頑張るのだ、一緒に。

　木崎は俺の言葉にきょとんとした顔をした。

　まるで初めての生き物を見た、赤ん坊のように無む垢くな表情だ。

「一緒に頑張られてもねぇ」

「おい」

　いい加減にしろと言いかけて、俺は継ぐ言葉を失った。

「噓。ちょっと……心強い」

　木崎は「へへへ」と笑う。

　その笑顔は雲間からちらりと覗いた、暖かく優しい太陽のようだった。

　俺は世界を変えるつもりでいた。

　その戦いを一人で成し遂げるつもりだった。

　でも人は一人じゃいられない。

　きっと色んな奴らに関わられて思わぬ方向に引っ張られることもある。

　俺はずっと引っ張られる側の人間だった。だから行きたくないところにも連れていかれ、人と関わることが億劫になった。

　その発想が間違っているんだ。

　人と関わることは絶対に変えられない。

　だから、俺が自分の進みたい方向に皆を引っ張ってやればいい。

　今も木崎を無理矢理引っ張っていこうとしている。

　こんな俺のやり方は正しいのか、どうか。

　ただ俺は正しいと思って、進んでいく。
















　担任高たか橋はし俊しゆん吾ごのショートホームルームが終わってから一時間目が始まるまで、時間が少しあった。

「Ｂ組は焼きそば屋台やるらしいじゃん。俺昨日、調理室で試し食しよくさせて貰ったんだよ」

「へえ、ちゃんと事前に作るんだ」

「マジで何種類も作って実験してるんだと。俺の一押しはカレー味な！」

　教室ではやっぱり文化祭の話題が多い。

　だけどついこの間までは、こういった時間すら文化祭の準備を進める光景が見られたのに、今そんな人間はいない。

　この状況で入賞を目指すという気き概がいを持っている者はもうほとんどいない、ということなのだろうか。

　別にこのままでも劇は普通に完成するだろう。

　普通に文化祭当日がきて、普通に文化祭が終わる。

　でも木き崎ざきまひるにとっては、最後の文化祭だ。

　俺は席を立った。

　席の間を縫ぬって前へと向かい始めると、何人かが俺に気づいたのがわかった。

　教きよう卓たくの前まで辿たどり着く。

　この広くもない教室に四十人。

　おそらくまだまともに喋しやべったことのない人間だっている。

　それでも、お互いに無関係ではあり得ない。

「あ～……えーと、ちょっと……」

　色々とシミュレーションをしていたのに前に出ると頭が真っ白になった。くっそ、割と度ど胸きようはついてきたつもりだったのに。

「みんな、見て！」

　声が上がったのは大おお河内こうち葵あおいの席からだった。

「横よこ須す賀か君から、話があるみたいよ」

　助け船を出して貰って、やっとみんなが俺に気づいた。

「悪いんだが、時間貰っていいか？　あ、授業の準備しながらでいいんで」

「なんで弱気なのよ……」と大河内が呟つぶやいているのが聞こえたが気にしない。

「文化祭の、俺達の出し物の話なんだが」

　その話題に、皆の聞く姿し勢せいも幾いく分ぶん真剣になった。関心はあるのだ。

「被ったことは、悪かった。俺が提案したことでもあったから」

　謝れていないことだったので、まずは謝しや罪ざいをする。

「このままいけば、たぶん上位入賞は無理だろう。完全に被ってるやつがあるんだし、そっちの完成度が上とくりゃ……」

　あまりよい評判とはならないだろう。

「でもただ劇が完成すればいいやじゃなくて、最後まで本気でやらないか」

　自分で言ってみて、なんて重い言葉なのだと思う。

　人に呼びかけて自分が先頭に立った日には、もうこの責任から逃げられないんだ。

「別に否定したいワケじゃないんだけど」

　そう声を上げたのは、どんな場面にも臆おくさないクラスの女王森もり本もと成なる美みだった。

「なんで急に横須賀がやる気出してんの？　いや元々頑張ってくれてたけど」

「木崎が引っ越すだろ」

　その名前に皆敏びん感かんに反応したのがわかった。

「木崎にとって輪わ月づき高こう校こう最後のイベントなんだから、気持ちよく終わって、未み練れんがないように送り出したいだろ」

　俺の視界の右端に映っていたそいつを、真っ直ぐに捉える。

　俺が皆の前で話すと事前に伝えても、木崎はなにも言わなかった──だけど今。

「文化祭でやる劇の内容が……三年のと被っちゃって、ごめん」

　言いながら、木崎は立ち上がった。

「あたしは転校することが決まっている。短かったけど、結構楽しく過ごせていた。それに最後、一つでもみんなで作り上げられたものがあるならいいなと思っていた」

　全員が木崎まひるに視線を集中させている。もう誰も俺なんか見ていない。

「その文化祭がこのまま終わるのは不完全燃焼かなって……」

　木崎の本音は、皆にはどう捉えられたか。

「って言ってもあたしが思ってるだけで、別にどうして欲しいとかなくて。じゃあなんで言ったんだって話だけど、横須賀がうるさいから……」

　木崎はごにょごにょと煮え切らない。木崎が言い切れば解決だったかもしれないのに。

「つまり、木崎さんはまだ諦めずに文化祭で入賞を目指したいのかしら？」

　この場面で割り込めるのが、大河内の持つ強さである。

「え……いや、押しつけるんじゃなくて……」

「木崎さんがどうしたいかって聞いたの」

　大河内は真っ直ぐに聞く。

「あたしは……」

　木崎は一度言葉をつまらせ、でも次の瞬間には言う。

「……あたしは、頑張りたいなって」

「もっとがつんと言ってくれてもよかったんだけど、それで十分かしら」

　芝しば居いがかった口調で大河内は言った。

「いいわ。私が三年生の劇のヒロインを凌りよう駕がする素晴らしい演技をして、Ａ組を勝利に導く。だから安心して、最高の思い出にしましょう」

　鳥とり肌はだが立つほど様になっていた。

　そして続くのは、学級委員でもないのに事実上一年Ａ組を取り仕切る森本だ。

「ま、最後まで諦めないでやる方が面白いよねー。もちろん入賞を目指して。時間あるんだから、根本的には無理でも見せ方変えるくらいならできるでしょ」

　二人の人間が動き出したら、雪崩なだれが起きる前振りとしては十分すぎる。

「わたしも頑張るよまひるっ！」

　次に声を上げたのは、木崎とよく連つるんでいる体育会系の部活の女子達だ。

「つーか勝負の前に勝ちを諦めるとかないっしょ！」「そーだよ、勝つ気でやんないとつまんないし！」「まひる！　壮そう行こう試合で手を抜く考えが間違ってた！」

　なんとも体育会系な意見が飛び交っている。

「被ってるとか言われて一瞬頑張りが無む駄だになった気がしたんだけど」「まだ時間あるしな」「やろうぜ。つーか今まで結構頑張ってたのにもったいない！」

「木崎さんいなくなるんだもんねー」「お別れに思い出残したいよね」「やばいちょっと感動かも」

　野の上がみと蓮はす田だも言っている。

「劣れつ化か版ばんの劇をやった事実だけが残るのは不ふ名めい誉よだよね」

「文化祭だけ乗り切ればあとは忙しくない文化委員の座で箔はくをつけようとした俺に……無能文化委員として経歴に傷がつくのは避けなきゃなっ！」

「……元から傷つくほどの経歴ないでしょ？」

　単純に文化祭への想いもあれば、木崎への想いもあり、また利己的な損そん得とく勘かん定じようもあり、色んな理由があるけれど。

「おお……やるぞ！」「わたしも頑張る！」「明日……いや今日から本気出す！」

　皆がもう一度推すい進しん力りよくを得たのは、間違いなかった。

　たぶんみんな最後までやり切りたい気持ちはあったのだ。

　でもそうするためにはもう一度エンジンをかけ直す必要があった。

　人の気持ちはぐらぐらと揺れる。頑張ろうと思ったり、やる気がなくなったり、割と簡単に振れる可能性がある。

　一度は諦めかけた皆だけど、今それが反対に振れるなら、まだまだ戦える。

　人を巻き込んで、人と深く関わって、そうすれば面倒ごとはきっと増える。

　面倒臭い、煩わずらわしい、一人でやりたい……そんな感情がゼロだと言えば噓うそになる。

　だけどこの喧けん噪そうの中、涙目の木崎が小さく言ったのを聞いたら、悪くはないとか思ってしまう。

「……ありがとう」

　ああ、なんだよ。

　むかつくほど心に染みる。

「よし、みんな！」

　女子文化委員、君きみ塚づか桜さくらが立ち上がった。

「衣装、小道具、大道具はもう既に頑張って貰ってるけど更にもう一ひと捻ひねりできないか検討して！　それから脚きやく本ほんも変更を加えよう！　セリフ多い子達には迷惑かけちゃうけどよろしく！　あたしも二人分働くから！」

「二人ぃ？　三人の間違いじゃないのか～？」

　野次るような声が上がった次の瞬間、君塚が三人に増える。

「「「三人分やってやる！」」」

　ヒュー、と君塚の【ドッペルゲンガー】発動に歓かん声せいが上がる。

　お祭りムード全開の中、俺は歩いて自席へ戻る。

　席につくと柳やなぎ沼ぬまが後ろを振り返って言ってきた。

「横須賀。お前途中から、棒ぼう立だちになっているだけだったな」

「うるせえよ！」

　俺の活躍があってこそだろ！





　　　　　×××






　俺が皆の前に立った日の放課後の空気は、また一段と異なるものになっていた。

　今まで文化祭に積極的に取り組んでいたのとも違うし、一度萎しぼんでしまったものでもない、新しい空気が吹き込んでいた。

「よっしゃ、どっから手伝えばいいんだ」「じゃあ野原に見せるための板なんだけど、もうちょっと大きくできないかなって」「今でも結構でかめじゃね？」「けど……それをもう一段越えていくんだよな！」

「衣装は基本制服だけどさ、もっと派は手で目めなアレンジ加えた方がいいよ」「やっぱり？　ちょっと変えてはいるんだけど……」「改造制服のやり方、教えてあげる」「おお！」

　なにより変わったのは、今まで部活の都合もあって参加が限られていた運動部や、サボってはいないが参加に消極的だった面々も準備に取り組んでいることだ。

　あれだけの盛り上がりがあったのだ、そりゃ当てられるし、本気を出す皆と一緒なら自分も引きずられてしまうものだ。

　また現状のブラッシュアップに加え、根本的な改善も話し合われている。

「昨日突撃した三年Ａ組との交渉は不調に終わってしまった……」

「なんとかしたいとは言ってくれたけど、もう変更もできないし……だって」

　蓮田と君塚による、劇の被った三年との交渉は上手くいかなかった。

「ただ、実行委員は上演時間の五分、十分の変更を認めてくれるってさ！」

「蓮田君、お手て柄がらね」

「お、大河内さんに褒ほめられた～！」

「脚本の変更に挑戦できる余地はあるってことね」

　森本が言う。

　話し合いのメンバーは文化委員の蓮田と君塚、率そつ先せんして文化祭での努力を主張した大河内と森本、そして脚本担当とも言うべき木崎と俺だ。

「今のままだと役名も被ってるからそれは変えるべきだよね」

　君塚が言うと蓮田が感想を漏もらす。

「せっかく覚えたのに混乱すんじゃね？」

「役名＝本名にしちゃえば大丈夫じゃないかしら」

「主役の大河内さんが言うなら文句はでないっしょ。じゃあそれは決定！」

　続いて本題、内容変更の話について、まずは大河内から話し出す。

「なにか一つアイデアでも付け加えてみる？」

「バランスとれるかな？」

「アドリブを入れるのいいと思うんだけど。三年生の劇が先にやるんでしょ？　その基本形があって、それを崩していくスタンスにも見せられる」と森本が言う。

「でもそれ本人の技ぎ量りように相当左右されるっていうかさー」

「蓮田は文句しか言えないの？」

「け、建設的議論を試こころみてるんじゃないですか森本さん!?」

「うーん」と唸うなった君塚が木崎に聞く。

「意見ある？　一応脚本考えたの木崎さんだし」

「あ、あたしは模も写しやしただけだから……。……でも、見せ方を変える手法はありかな」

「見せ方？」

「この作品……『ラスト・メモリー』は割と回想シーンあるじゃん。……それを前もって映像で撮っておいて流す、とか」

「映画を作るの？」と森本。

「あくまでメインは劇だよ。劇の途中に、映像作品を差し込むとかできないかなって。劇だと思い込んでる客にそういう演出すると『おお』って、ならないかな？」

「技術を持っている人がクラスにいるかは問題だけど、面白そうね。演出家の才能あるんじゃない、木崎さん」

　大河内が頷うなずいている。

「プロレスで鍛えられてるからかな……」

「照れて言うセリフじゃねえな」

「横須賀君は木崎さんにつっこんでないで、なにかないの？」大河内が尋ねる。

「映像の演出は面白そうだと思うよ。それで、みんなも乗れる形にしてしまえば……」

　作品内容に転校という要素があり、実際Ａ組でも木崎が転校するのだから、上手くリンクさせれば話題になるか……。いや、俺の文化祭での目的を考えれば……。

　その時、ふと、なにかとなにかが嚙かみ合う気配があった。

「横須賀、なにか思いついた顔をしてるけど？」

　君塚が俺の顔を覗のぞき込んでくる。

「……一日くれないか。もちろんみんなにも考えて欲しいが、一案まとめてみる」




「で、横須賀が一日で素晴らしい案をまとめてくるから今はそれ待ちだね」

「き、期待しちゃうよ横須賀君！　いったいどんな脚本になるんだろうねぇ」

　木崎と岩いわ佐さが言う。そこに俺を加えた三人で下校中だった。

　最後まで教室に残っていた人間達で、同じ方向の者同士帰ろうとしたらこうなった。

「先行き不安だったんだけど、また文化祭が楽しみになったよ」

「岩佐みたいなのが文化祭を楽しみと言うなんてな」

「……そうだ、わたしキャラじゃないよね。うん、そもそも準ヒロインポジションとかないよね……。セリフは覚えているのに嚙みまくりだし……」

「ちょっと横須賀。今岩佐さん上げ下げ激しいんだから気をつけてよ」

　本番までまだ何日もあるのに既に岩佐は緊張し始めているらしい。当日大丈夫か。

「あ、あと気になっていることがもう一つあるんだ」

　岩佐が俺に向かって言ってくる。

「なんだよ」

「横須賀君は……〝裏〟文化祭どうするつもり？」

　輪月高生による『輪月症しよう候こう群ぐん』の祭り、〝裏〟文化祭。

　多くの普通の一年生達は「まあ、やってたらちょっと見てみたいかな？　でも参加すると生徒会に注意されそうだし、それは面倒臭そうだなあ」という意見が支配的であるのだが。

「〈シンドローム〉の披ひ露ろうは興味はないが、宝探しは気になっている」

「参加するの？」

「諦める理由はないわな」

「まだやってるんだ」

　木崎がぼそりと言うので俺は嚙みつく。

「なんか文句あんのか」

「いや、ごめん。今のはあたしが悪い。とにかく文化祭の劇、頑張ろう。そっちもそっちで、頑張って」

「俺はどっちも譲ゆずる気ねーぞ」

　文化祭で自分達の出し物を悔いなくやり切るのは大事な目的だ。

　でも、俺にとっての文化祭をそれだけで終わらせるつもりもない。

〝裏〟文化祭を通じて『輪月症候群』にも、迫ってやるのだ。





　　　　　×××






　家でカタカタとキーボードを叩いて脚本の修正を行う。

　昨日出した文化祭劇の修正案は、結論から言うと採用された。

　ただし、色々と書き直しの注文を受けた訳だが。

「つーかなんで俺が書いてんのかわからんが……まあ言い出しっぺだからか！」

　自覚はないのだがシンドローム・バトル・クラブの件も含め大河内なんかには「横須賀君て、脚本書く才能あるんじゃない？」などと言われた。

　今回で言えば元々しっかりした脚本があるので、ラストを変えてあとはちょこちょこと修正を加えたにすぎないが、確かに才能があるのかも。

「うおおお乗ってきた！　書くぞ書くぞ！」

「……」

　背後に、非常に嫌な気配を感じた。振り返る。

　姉の絵え理り奈なが、通りすがりに俺の部屋を覗いていた。暑かったのでドアを開けっ放しにしていたのだ。

「……中二病が悪化して妄もう想そう小説書いてる？」

「書いてねーよ！」












「なのにあんなノリノリでなんか書いてんの？」

「……うぐぐ」

　なんたる不覚。

「なにか言わないと、母さんに報告するよー」

「ぶ、文化祭でやる劇の脚本書いてたんだよ！」

「え……あんたそんな役割を任せて貰ってるの？」

　姉あね貴きは素直に驚いている。

「い、いいだろ」

　この照れ臭さはなんだろうか。

「こいつが上手いこといけば……ついでに生徒会からも一本とれるんじゃないかという……スゲー案なんだよ」

　間が空くのが嫌で喋っていると、姉貴は『生徒会』に反応した。

「ん、生徒会から一本とるって、喧けん嘩かでも売ってんの？」

　そう言えばこの前も、瓜生うりゆう会長の兄を知っているようなことを言っていた。

「喧嘩売るつもりはないんだが……でも向こうからはそう見えてるかもな」

「ふうん」

　訳知り顔をするので、また文句を言われるのだと思った。

「なんだよ、学校権力に逆らうバカな真似はやめろってか」

「いや」

　姉貴は首を振る。

　そしてキッと鋭い目つきになって腹から声を出す。

「むしろガンガンやれ！　絶対負けんな！」

「なんかあったのかよ!?」

　妙な因いん縁ねんを発見したかもしれなかった。





　　　　　×××






　それから十日あまりはあっという間に過ぎていった。

「こ、この脚本でいくのか……？」「でもこれ実現できたら凄すごいよ」「いっちゃえいっちゃえ！」「リスクは……関係ねえ。どうせ普通にやったら負けるんだ！」

　俺が出した脚本修正案は、侃かん々かん諤がく々がくの議論のあと採用となった。

　まさか俺のアイデア全てが通ると思っていなかったのだが……基本的に全て生かされる形になった。

　それはそれで責任が重くて怖いのだが……。

「セリフの変更大変だよね……」「でも回想シーンは事前に撮影できるから分量としてはさほど増えないよ」「ふん、増えても対応してやるけどね！」

　主要演者陣はかなりのセリフ変更となったが、根性で対応を承しよう諾だくしてくれた。

「頑張るわよ岩佐さん！」「お、おう！」と特にメインヒロイン、準ヒロインとなる大河内と岩佐は気合いが入っていた。

「今日中にこの大物は完成させておきたいね……」「てゆーか暗くなってるよ。学校って何時までいていいんだっけ？」「八時回る時は許可いるような……」「やばっ!?　ダッシュで職員室いってくる！」

　大道具の準備で遅い時間まで学校に残る日もあった。

　部活で出し物がある者達も、そちらを終わらせてからクラスにも参加するダブルワーク体制で頑張ってくれた。「い、家に帰ってからまたギターの練習もあるのに……」と蓮田なんかは死にかけていたが。

　演技の方もどんどんクオリティが上がっていた。文化祭の上演一度で終わるのがもったいないほどだ。

　ちなみに俺は役割が変わったため、主人公が立ち寄るクレープ屋によく遊びにきている店員のいとこの女の子の彼氏役は別の人間になった。俺が練習した「クレープはチョコバナナが一番だよなー」などのセリフはお蔵入りになった。……全然悔しくない。

「シーン五！　よーい、アクション！」「……」「はい、オッケー！」「どう？」「うーん……ここは加工して色加えて……オッケー大丈夫！　お疲れ！」「いやマジ映像技術のある奴がいてよかった……！」「フ、俺の特技がここで活かせるとはな」

　一番大きかったのは、撮影と編集技術を持った奴がクラスにいたことだった。

　そいつを中心に急きゆう遽きよ結成された映像班がいなければ、劇の途中で映像を挿そう入にゆうするアイデアは実現不可能だっただろう。

「そういやスクリーンの使用許可はとってるけど、プロジェクターの許可はどうなってるんだっけ？」「いや……あんたがとるんでしょ」「え？　俺はスクリーンしか聞いてない……」「セットでとるもんでしょ！　う、埋まってたりしないよね～!?」

　文化委員蓮田と君塚の意い思し疎そ通つう不足などのちょっとしたトラブルは多発していた。

　とはいえなんとかそれも全て乗り切った。

　そして文化祭まで、あと三日となる。




「映像も無事完成できてよかったわね」

「そうだな」

　俺は大河内と会話しながら、全体集会のため体育館へと向かっている。

「あと……当日の大勝負が残っているがな」

「当然そこが問題よね」

　劇の合間に映像が差し込まれても、初めは「おお」とインパクトを与えられるだろうが、それだけだと途中で飽きられてしまう。面白いと思って貰うにはもう一捻り必要だ。

　だから、最後の切り札をとってあるのだ。

「はっきり言って無茶がすぎるし、色々未知数だし、なんでも得ようと欲張りすぎだし、私し利り私し欲よくのためでもあるし」

「お前も『素晴らしい案ね』って賛さん成せいしてただろうが」

「だけどそういう勝負の仕方が、横須賀君らしいと思うわ」

　大河内に笑顔で言われると、戦う気力が湧いてくるのがむず痒かった。

「……楽しそうだな」

「ええ、とっても楽しいわ。成功したらもちろん面白いだろうし、失敗してもそれをどうリカバリーするか即そつ興きようで悩むのもまた楽しいし」

　色んな不幸なことがあったけどこの人に出会えたからよかった、と思える男になってくれたらいい。そんなことを大河内は冗談で言っていた。

　大河内が幸せになるのに、俺はいくらか貢こう献けんできているんだろうか。

　その貢献がなにを生み出すかはわからないが、大河内の人生がよりよいものであればいいのにとは、思う。




『続いて生徒会長からのお話です』

　毎週行われる全校集会では、時折生徒会長が話す場が設もうけられる。

　校長の話に並ぶのだから、生徒会長のポジションがどれだけのものかわかるというものだ。

『皆さんおはようございます』

　瓜生うりゆう亮りよう介すけは物柔らかな挨あい拶さつから、『もうすぐ文化祭です』と話に入っていく。

「……生徒会長……瓜生亮介……！」

「なに親の敵かたきみたいに呼んでるんだよ」

　柳沼清せい十じゆう郎ろうが壇だん上じようの瓜生を丸メガネ越しに睨にらみつけている。

「今年の〝裏〟文化祭は生徒会からの牽けん制せいがあって、そのため宣伝活動も制限されているというのだ……」

「でも当日その場所にさえいけば参加はできるだろ」

　この間〝裏〟文化祭実行委員を名乗る者達からのお知らせが下げ駄た箱ばこに投とう函かんされていた。今回は〈シンドローム〉発現者だけでなく全校生徒が対象になっていた。

　お知らせにはこうあった。




『〝裏〟文化祭は文化祭二日目に開催予定です。〈シンドローム〉使いの皆様、また〈シンドローム〉に理解を示す方は是非ご参加下さい。〈シンドローム〉披露会・宝探しの詳細については別紙をご参照下さい──〝裏〟文化祭実行委員』




　披露会、宝探しとも参加希望者へ概がい要ようと大まかな集合場所だけが示されている状況だ。

「だがもしそのスタート地点で……奴らに潰されたらどうするんだっ!?」

「場所が潰されることはないだろ」

「意味が違うっ。奴らはスタート地点に大量の監視を置くことで参加者を萎い縮しゆくさせ、イベントを自然消滅させようと目もく論ろんでいる……らしいとの情報を摑つかんだのだ！」

「へえ、お前仕事してたんだな。最近俺の中での印象薄かったから」

「それは横須賀が『文化祭、文化祭』とそちらばかりに力を入れているから……。『輪月症候群』の話はどうでもいいのか……!?」

「そっちの件は、お前の情報調査能力を信用してるんだよ」

「ふはは、そうか！　そんなことだと思った！」

　ちょろいぞ、こいつ。

「大河内にも動向調査は頼んでたんだが……最近生徒会に顔出せてないらしいしな」

　大河内は生徒会にまだ仮入部のような状態だと聞いている。

「でも〝裏〟文化祭を開催させたくないなら、なんで真正面から『禁止だ』って潰さないんだ」

「そうすると逆に皆反発を起こしなんとか開催しようとするものだから、むしろ泳がせて開催する目前で消滅させて代案も出せないように……とか色々あるらしいぞ！」

「そんな高度な戦いが繰り広げられているのか？」

　よくわからんが。

　柳沼と話している間に瓜生の話も後半になっていた。

『なにより、文化祭は外部の方が多く来られる機会です』

　一段と強調した声がスピーカーから聞こえてくる。

『皆さんが意識するしないにかかわらず、地元では輪月高校の生徒は普通の学生よりも注目を集めています』

　そこで瓜生は少し間をとった。

『なぜなら市内公立随ずい一いちの進学校であり、また『輪月症候群』があるからです』

　体育館がざわつく。『輪月症候群』の存在は誰もが認めているが、全校集会の場で話に出ることはあまりない。

『他校の生徒には興味本位で『輪月症候群』のことを知りたがる人もいます。その人達の相手はしないようにしましょう。もしトラブルが発生した場合は生徒会や文化祭の実行委員に連絡してください。近くにいらっしゃる先生でも構いません』

　確かに俺も他校にいて『輪月症候群』の噂うわさだけを知っていたら、気にはなる。

『そして、トラブルを起こさないためには私達自身の心がけも重要です』

　語り口調は優しい。でも表情は真剣で、言葉の重みが伝わってくる。

『〈シンドローム〉を持つ人はもちろん、持たない人も勝手な行動は慎つつしみましょう。〈シンドローム〉を使って騒ぐなどもっての外です。誰かがやっているからいいだろう、という理論は成り立ちません』

　ここにきて完全に釘を刺しにきた。

『皆さん、文化祭の成功のため、是非協力してください。よろしくお願いします』




〈シンドローム〉を使ってはいけないという明確なルールは存在していない。どの校こう則そくにも『輪月症候群』を制限するような条じよう項こうはない。テスト期間中は〈シンドローム〉の使用の原則禁止など通つう達たつはあるが、これも規則に沿ったものではなくあくまでそう通達されているだけらしい。

〝裏〟文化祭だって禁止されている訳ではなく、教師陣もほぼ言及せず黙もく殺さつしている。

　ただ生徒会や担任の高橋からも「外部の方も多く訪れる中、〈シンドローム〉を使って遊んだり、『輪月症候群』の話をしたりすることがないように」と警告はあった。

　皆、その言葉が絶対に守らなければいけないルールだとは思っていない。

　喩たとえるなら「廊下を走ってはいけません」と言われているようなもので、確かにダメなことだが注意する人がいない中ではやっている人間もいるし、それも大して『悪』だとは捉えられていない。

〝裏〟文化祭実行委員は規き模ぼも正体も不明なままである。

　本当に〝裏〟文化祭は開催されるのか。

　俺達の劇は成功するのか。

　木崎は、そして俺は未練なく文化祭を終えられるのか。

　未来がどうなるかは全くわからないが、できる手は打っておかなければならない。

「よう、久しぶり」

「どーも横須賀君」

　今日俺が会うのは、人ひと懐なつっこい笑顔で挨拶をする【磁じ石しやく人間】赤あか木ぎ颯そう太ただ。

　この前は【炎使い】田た宮みや健けん太たにも会った。色んなパターンに対応できるように手を回しているのだ。

「用ってなに？」

「実は頼みたいことがあってだな──」

　俺の話を赤木はふんふんと真面目に聞いてくれた。

「それって『赤信号、みんなで渡れば怖くない』の初めの方の人間になれって話じゃね？　かなーりリスクがあるんじゃね……」

「そこを、赤木を見込んで頼んでるんだよ」

「俺のことさほど知らねえのに調子よく言うね～」

「……否定はできねえよ」

「でも面白いよ。てゆーか流石さすがって感じで」

「流石って、俺は全然……」

　凄いと誰かに言って貰える人間ではなかった。

「謙けん遜そんするなよ。普通の奴がこの学校で生徒会に真っ向から逆らおうとするかよ」

　本当に俺は、強い力を持っている訳でもない。能力自体昔と変わらない。

　ただ唯一変わったのは、『一度目の世界』で後悔をして『二度目の世界』を生きているのだと、知っていること。

『一度目の世界』の文化祭はきっと多くのものが手に入らない未練の残るものだった。

『二度目の世界』で、俺はなにを取り戻せるのか──。




　そして、文化祭当日を迎える。
















　輪わ月づき高こう校こうの文化祭は土曜・日曜と二日間に渡る。

　一年Ａ組が上演する劇は二日目の午後に予定されている。気になる内容の被った三年Ａ組の発表は一日目の午後となっていた。

　担任からの諸注意のため、一旦は教室に集合し話があった。

　そして今、一年Ａ組の教きよう卓たくの前に木き崎ざきまひるが立っている。

「みんな、最後まで準備に協力してくれてありがとう。……いや、お前のためにやった訳じゃないってとこかもしれないけど」

　部活やらなんやらで忙しい中、メイン出演者、裏方共々よく頑張ったと俺も思う。

　本番まで残り少なくなってからの台本修正は生なま半はん可かではなかった。

　だけど遅くまで残って協力し合い、なんとか間に合わせることができた。

「でもみんなのおかげで充実した日々が送れたと思うから……」

「ちょっともう最後みたいになってるから！」「泣いちゃう泣いちゃう！」「せめて文化祭終わってからにしよーよ！」

「……だよね。いや急に前に立って喋しやべれって言われたから……」

　改めて気合いを入れよう、と誰かが言い出し木崎が担かつぎ出されたのだ。

「じゃあ文化祭楽しんで、明日の劇も頑張りましょう！」

「「「おー！」」」

　クラス皆で唱しよう和わした。

　さて今日は劇自体はないので基本的に各自行動となる。

「ついにきてしまった……。内容の被った劇……。どうしてそんなことになったんだと委員長に怒られ……。迎えた本番……。同じじゃねーかとブーイングさえ浴あびなければもういい……」

　男子文化委員の蓮はす田だが頭を抱えて呻うめいている。

「そうならないように頑張ったじゃん。横よこ須す賀か君達発案の改良版も面白いと思うし」

　野の上がみがフォローを入れている。

「ああそうだったな！　改良版が受けてまさかの入賞になったら一気に俺の名前が売れること受け合いだしな！」

「情じよう緒ちよ不安定か」と俺はつっこんでおく。

「つーか横須賀、お前こそ不安はないのか？　当日勝負の大役もあるんだし。失敗した日には……」

「ダメになったら別プランやればいいだけでしょ」と野上が言ってくれる。

「いやそっちだと俺の出番増えるんだけどセリフあやふや……不安だ～！　あと軽けい音おんの発表も不安だ～!?　まだ成功確率で言うと二五パーセントしかないのにな～」

「不安なのはわかったけど、もう本番だしできることないよ。委員の当番いくよ」

　女子文化委員君きみ塚づか桜さくらが現れて蓮田を引っ張っていく。

「ふ、不安だ～！」と叫びながら蓮田は消えていった。

「うーん、蓮田は相変わらずだなぁ。あ、僕はもう不安ないかな。やるしかないし」

　野上はぐっと握り拳こぶしを握る。

　蓮田はあんな感じだが、野上を始め大方のクラスメイトは腹をくくった様子だった。

「いやー、でも横須賀君の行事に燃えるキャラは第一印象と違うなー」

『一度目の世界』と『二度目の世界』で、俺の行動は間違いなく変わっている。

　本来俺は学校行事に燃えるキャラじゃないから、『一度目の世界』では間違いなくその他大勢の中に埋うもれて行事に参加していた。そして、後々未み練れんを覚えていた。

「野上君、今日一緒に文化祭回る話だけどさ～」

　女子達からお呼びがかかった野上は「じゃ」と席を離れていった。

　しかしもう女子と回る約束をしているとは手の早い奴だ……。

「ねえ、アタシやっぱ最後の展開が気になるんだけど。題材として大丈夫？　って」

　また別の人間が俺に話しかけてきた。女王森もり本もと成なる美みである。

「……森本も折れてくれただろ？　できるだけ盛り上がった方がいいって」

　確かに最後の盛り上げで使う題材は賛さん否ぴあるものだろう。

「もう変えるのは無理だってわかってるんだけど、一応アタシの主義主張として言っておきたくて」

　森本ははっきり言ってくる。ここまで正面切られると清すが々すがしい感情しか起きない。

「万が一怒られた時は俺の独どく断だんって話にするから心配するなよ」

「……そーやって格好つけられるとこっちの立場がなくてね」

　なんだかんだ本番楽しみにしてるよ、と森本も自席へ戻っていった。

　普段は絶対関わるようなタイプでない森本と今こんな風に普通に喋っているのは、改めて考えると意外な気分だ。

　周囲から人がいなくなったところで、柳やなぎ沼ぬま清せい十じゆう郎ろうがぐるんと体を回して振り返った。

「横須賀、この文化祭必ず勝利するぞっ」

　でんっと腹を出してこの男は言ってくる。

「……お前ってそんなクラスの劇頑張ろうとしてたっけ？」

「〝裏〟文化祭に決まっているだろ！」

「ああ……」

　こいつがぶれるはずなかった。

「そうだな、俺は宝探しも含めて必ず勝ってやる」

「目的を達成しようとする心構えは凄すごくよいと思うのだけれど」

　俺と柳沼の会話に割り込んでくる者が、一人。

　この輪にまともに入ってこようとする人間は限られている。

「なにも今日からその話をしなくても、と思うのだけれど？　本番は明日でしょ？」

　我がクラスが誇ほこる、劇のメインヒロイン大おお河内こうち葵あおいだ。

「俺達の勝手だろ、大河内」

「ええ、全くその通りよ。ダメな訳でもない、とそれは理解した上で言うけれど」

　大河内は俺にぴたりと目を合わせた。吸い込まれるような、美しい瞳だ。

「文化祭を楽しみましょうよ、横須賀君」

「……急にどうしたんだよ」

　こほん、と一度咳せき払ばらいをしてから大河内は言う。

「もしよかったら一緒に文化祭を回らない？　今日はやることもないでしょう？」

　聞かれて俺は教室をぐるりと見渡す。それぞれがグループに分かれて、今日の予定を話している。

　木崎まひるの姿も目の端に入った。よく連つるんでいる体育会系の女子達と話している。たぶんそこらへんの奴らと今日は文化祭を回るのだろう。

「もしよかったら柳沼君もどうかしら？」

　俺と二人ででは、そりゃないよなあ、別に残念がっている訳ではないが。

「……お、オレは〈シンドローム〉絡がらみで世話になっている人達の出し物を回っていかなければならない用事がある」

「横須賀君を真っ直ぐ見ながら話しているけど私に回答してくれたのね。柳沼君ありがとう、仕方ないわね」

　まあ応じる必要はないか。

「大河内。悪いけど、俺も忙しいから……」

「じゃあ、二十分後正門に集合で。すっぽかしたら怒るわよ、横須賀君」

「…………え、これ強制イベント？」





　　　　　×××






　本当に大河内は正門で俺を待っていた。

「……いるじゃねえか」

　まさかと思って、でも一応確認に行くと本当にいた。

　色鮮やかで巨大な入場門からは、既に一般の来場者も現れ始めていた。

「よかった。来てくれたのね横須賀君」

「つーか、女子と回れよお前。君塚とか、岩いわ佐さとか」

「そうそう、あとでみんなと合流予定よ。みんな最初は他の子と回ってるから」

「なんだ、俺にはいないと言いたいのか。お前もじゃねえか」

「私は他のお誘いを断ってここにいるのよ」

　本当なのかどうなのか。でもそう言われたら、拒否できないじゃないか。

「とにかく横須賀君、今日は一緒に文化祭を楽しみましょう。あ、もちろん途中で他の男子と回りたいんだったら別れてもいいわよ」

「あ、ああ……。そうだな、昼前には約束があるから解散しないとな」

「ちなみに誰と回るの？」

「……お、大河内の知らない奴な」

「横須賀君……、本当に友達少ないのね……」

　同情の眼まな差ざしだった。

　おかしい、知り合いは増えているのだが友達がいない。

「じゃあ今日はできる限り私が付き合ってあげるわ」

　大河内はにこりと笑顔を向けてくる。

「べ、別に一緒に回って欲しいなんて言ってねーよ！」




『一度目の世界』でこんなシーンはあっただろうか？　いいや絶対にない。

　じゃあ今女子と二人で並んで文化祭を回っているこの状況は偽にせ物ものか？　いいや本物だ。

　俺は大河内と一緒に、文化祭開催中の校内を歩いている。

　これで俺の未み練れんも一つ解消された気がする。……まさか未練のほとんどがこれで解決だということはないはずだが。

「さて、どこへいこうかしら？」

　大河内が尋ねかけてくる。

「決めてはないのかよ」

「エスコートしてくれてもいいのよ、横須賀君？」

「あ、いや、決定権渡されても……て、適当に歩いて決めようぜ」

「……横須賀君て、たまに苦手なことが露ろ骨こつにわかるわよね」

　デート経験が豊富そうな大河内相手だと萎い縮しゆくしてしまうだろ。

「じゃあベタにおばけ屋敷、どうかしら？」

　大河内は『おいでませ　お化け屋敷』という看かん板ばんが出ている教室を指す。おいでませ、は雰囲気に合っていない気がするが、和風の屋敷をイメージした外装は本格的だ。

「本物の古い引き戸をいくつも並べて屋敷に見せているのか」

「そ～、なんですよ～。近くのもう誰も住んでいない家から使用許可が出て～」

「ぬおっ!?」「ひゃ」

　背後から急ににゅっと女子が現れた。

　白い着物に頭には三角の白い布をつけた古典的な幽ゆう霊れいのスタイルだ。

「お化け……にしてはキュートね」

　顔にメイクもなく、頭の布さえなければただの和服姿の女子だった。

「わたし客引きですから～。今まだ始まったばかりでお客さん少ないんですよ。ってことでどうぞ～」

　半ば無理矢理俺と大河内はお化け屋敷に入室させられる。

　さっきの女子が言っていた家から運んだのだろうか、本物の障しよう子じやまた和わ簞だん笥すなどの調度品が置かれており、薄暗い室内は雰囲気が作り込まれていた。

「お化け屋敷なんて久々に入ったけれど……お金取れそうね」

「大河内はあんまりデートで遊園地とかいかないのか」

「遊園地もしばらく行ってないわね。いえ元々デートなんて──」

　バリッ。

「うおっ!?」「わ」

　障子を突き破って人間の手が出てきた。

　突然これをやられるとビビる……！

　心臓に悪い……！

「仕掛けも割と本格的だな……」

　背後で「よし、障子張り替え！」「のりないよのり！　次来ちゃうよ!?」と裏方の声がモロ聞こえなのは若干興きようざめだが、これも慣れてきたら改善されるのだろう。

　がしゃん。

「うおいっ!?」「きゃ」

　今度は頭上でランプが傾いて音を出した。和風な部屋に合っていないというつっこみは野や暮ぼだろう。

「しかし大河内は……ものすごく驚きはしないんだな」

　さっきから俺の方がリアクションが大きくて恥ずかしかった。

「もっと女の子らしく怖がって、頼って欲しかった？」

「い、いや欲しい訳じゃないんだが……そ、そういうことがあるかもしれないなと思ったというか」

「動どう揺ようしすぎよ」

　やれやれと大河内は困った顔をしながら笑う。そんな表情も可か憐れんに見える大河内はやっぱり美人だ。

「でも、人間が作ったもので、なにかくるかもしれないと事前にわかっていたら恐怖はそれほどでもないかしら」

「わからなくもないが……怖いものねえのかよ」

「人間こそ一番恐ろしいものよ」

「怖えよ。その発言が一番怖えよ」




　輪月高校の文化祭は飲食物の出し物も充実していた。

　焼きそば、カレー、おでん、フランクフルト、ラーメン……。

　それも外の祭りに比べて破は格かくの低価格設定である。

「お祭りの醍だい醐ご味みといえば、こういう出店よね」

　大河内がわくわくした様子で出店を眺めている。

「早速だな。まだ十時過ぎだぞ」

　言うと大河内は恨うらめしそうに俺を振り返った。

「く、食いしん坊キャラじゃないわよ」

「いやわかってるよ」

「ただ今日は食べるだろうなと思ったから朝を抜いてきただけで……」

「相当楽しみにしてたな」

　お嬢じよう様さまだと思っていたが、庶民的な食べ物に甚はなはだしくご執しゆう心しんだ。

「こういうのってほら、食べる機会少ないじゃない？　だから、ね。せっかくね」

「わかったから好きなの頼めよ」

　ジャンクなものをあまり食べないという意味か、祭りに行かないという意味か。どちらにせよ少々親近感が湧わいた。

「フランクフルトいいわよね～。あと焼きそばも……」

「どれか決まったら言ってくれよ」

「え？　ああ、それで横須賀君もどれにするか決めるのね」

「や、なんつーか……お、奢おごってやるよ」

　よくわからないのだけれど、女子と二人の時は、男は奢るものなんじゃなかろうか。

「横須賀君……」

　大河内は俺の顔をまじまじと見つめる。

「そんなことしなくていいわよ、私が誘って付き合って貰っている訳だし」

　きっぱり大河内はノーと言う。

「それとも……そうするのが普通なの？」

　いったいなにが普通なのだろう。

　ただ冷静に俺と大河内の関係を考えると、なにもないのに奢るのは変な気がした。

「いや、やっぱ普通に別々の会計にしようぜ」

「そうね」

　頷うなずくと大河内は店の方へ向かっていく。その姿はやっぱりたまの祭りではしゃぐ子供のようで、少し意外なものが見られた気分だった。

「ねえねえ横須賀君！　こっちで買ったフランクフルトを切って焼きそばに混ぜて貰って、ソーセージ入り焼きそばにしてみたわ！」

「慣れねえくせに上級者みたいなことやってんな!?」















　俺もカレーを食べ、お腹が満たされたところで今度はグラウンドの方面へ足を向けた。

「なんか変わったのやってるみたいだな」

「輪月高校の文化祭ってバラエティ豊かよね」

　グラウンドのバックネット裏ではスポーツアトラクションが展開されていた。

　ボールを的に当てる種目、反射神経テスト、落ちてくるボールを落下前にキャッチする種目、垂すい直ちよく跳び……様々な競技を終えると参加賞＆成績優秀者は番ばん付づけされるらしい。

「挑戦者いませんか～！　今なら待ち時間なしで～す！」

「横須賀君、やってみないの？」

「……カレーがもう少し消化されてからだな」

「う、確かに私も今やると気持ち悪くなりそう」

　ということで、成績優秀者が乗る番付表とやらを眺めてみる。

「……あら、岩佐さんの名前があるわよ。……女子垂直跳び番付一位よ!?」

「まだ一日目午前中ってのもあるんじゃないか。ただあいつの脚きやく力りよくは昔から凄かった記憶が……」

「え、それに女子総合三位……木崎さん!?」

　この運動神経だけはある＆運動できる体育会系女子め……！

「横須賀君、そんな悔しそうに睨にらまなくても。嫉しつ妬と？」

「し、嫉妬じゃねーよ」

「だけどみんな、文化祭を楽しんでいるみたいね」

　そのあとも俺達は、何カ所かアトラクションを回り、また食べ物を食べた。





　　　　　×××






　正門から校舎までの道が、一番人通りがあり賑にぎわっている。

「焼きたていかがっすかー！」と販売を行う出店から声が上がれば、「もうすぐ吹すい奏そう楽がく部ぶの演奏が始まりまーす！」と体育館での公演の客引きも声を出す。

　午後になり来場者も増え、この文化祭の中心部はごった返していた。

　そんな中で俺と大河内は次に向かう場所を見定めている。

「さて、後半戦はどこにいきましょうか。三年の劇は見た方がいいかとは思うけど」

「いやおい……、もういいんじゃないか」

　やる気満々の大河内に俺は言う。

「もう二人きりはいいかもね、そろそろ追加メンバーがくるはずなんだけど……」

「そろそろ解放されてもいいだろって話なんだが……うおっとお!?」

　俺はぐるんと回れ右をした。

「よし、とりあえずあっちへいこう」

「どうしたの横須賀君。まるで進もうとした矢先に会いたくない人を見つけて無理矢理誤ご魔ま化かしたみたいな振り返り方は」

「そこまでのわかりやすさを醸かもし出していたか俺は!?」

「誰かいるの？　岩佐さんが……保護者の女性っぽい方といるけれど」

　大河内は、俺が背を向けた道の先を背伸びしてしきりに確認しようとする。

「あ、浩ひろ人と～～～！」

「さあ、先にいくぞ大河内！」

「呼ばれてるわよ横須賀君」

「お～い、浩人～！」

「浩人く～ん！」

　おばさん二人が俺の名を呼ぶ声が響く。誰だ誰だ、と注目し始める人間もいた。これ以上叫ばせては晒さらし者だ。観かん念ねんして俺も近づいていく。

　岩佐と一緒にいる、このうるさいおばさん二人の正体を俺はよーく知っていた。

「頑張ってる、浩人？　ちゃんと一番大きい木の下で告白した？　そこで告白に成功したカップルは高校三年間ずっと幸せって伝説が……あ、これわたしの学校か。やだやだつい最近卒業したつもりだから」

「……恥ずかしいからやめてくれ」

　横須賀家の母京きよう香か。

「浩人君この前は美み帆ほのためにありがとうね。お礼に仮装コンテストに美帆を出して際どい水着を着せてもいいよ。むしろ二人しかいないところでひん剝むいて貰っても」

「ちょっとなに言ってんのお母さん!?　昼間だよ!?　学校だよ!?」

　岩佐美帆の母であった。

　その二人を、それぞれ息子と娘が止めようとしている土曜の午後。

「いやねー劇は明日ってわかってるんだけど、用事でギリギリ来られるか怪しかったから先に来ておこうと思って。で、岩佐さんところ誘ってね」

「そうそう、せっかくだから二日来てもいいし。ちょうど美帆を呼んでたら浩人君にも会えるなんて！」

「お、お母さんわかったから。声が大きいよ」

　岩佐は「しー！　しー！」と指を立てるが全く効果がない。

「それよりも浩人、どうしたのよ！　ものすごく可愛い子と一緒じゃない！　本当にお姫様みたい。はー、肌も綺き麗れいだ。お友達？　まさか……彼女？」

「彼女ではないな。つーか落ち着け」

　こっちが口を挟む余地がなさすぎるだろ。

「美帆っ、ちんたらしてる場合じゃないわよ。こんな可愛い子、浩人君がすぐ惚ほれちゃうじゃない。なのに……もしかして、本妻の余裕？」

「なにそれ!?　本妻とかないよ!?」

　どうして親は外で会うと恥ずかしいくらい家より元気になるのだろう。

「横須賀君と岩佐さんのお母様ね」

　確認をしてから、大河内は優雅な動作でお辞じ儀ぎをする。

「はじめまして、大河内葵です。お二人とは仲よくさせて貰っています」

　その所作が慣れたものだったから、大河内との育ちの差を感じた。

「す、凄い！　オーラが凄い！　あ、はじめまして。横須賀浩人の母です。ていうか浩人はいつの間にリア充じゆうになったのよ!?　信じられないわ……！」

「この子にうちの子が勝てるかしら……？　岩佐美帆の母です」

「心の中で呟つぶやくようなセリフを……」「……口に出さないでね」

　それから三十分近くわちゃわちゃしたあと母親から解放された。




　ＶＳ母親でやたらと体力を消しよう耗もうさせられた。

「はぁ……。なあ、大河内。そろそろ他の友達と回ってこいよ」

　具体的に目指す場所を決めずに俺と大河内は歩いている。

「ずっと俺とばかり回るのも他の友達の手前よくないだろ」

「あら、私の立場を気遣ってくれてるの？」

「メイドカフェで～す！　今なら待ち時間ありませ～ん！」「焼き鳥！　いかがっすか～！」「お、そこのお二人さん暇してる？　大迷路どう？」

　渡り廊下にも客引きがわんさかひしめいている。俺達を狙って話しかけてきた者にはやんわり頭を下げて拒否のポーズ。

「もうすぐ、他の子達と落ち合う時間だから、横須賀君も一緒にいきましょう」

「なんでそこまで構ってくれるんだよ、つーか」

　二人で回ってくれる理由が他には思いつかない。

「俺に、恩を感じているからか」

　実の姉に責められ絶望の淵ふちにいる大河内を、俺は成り行きで助けた。

「恩、ね。そうやって、捉とらえるんだ」

　美しい顔が氷の人形のように冷たくなる。

　せっかくこれまで和やかな雰囲気だったのに。

「ちなみに私がこうやって横須賀君と一緒に回ったのはね」

　満面の笑みなのだが目が笑っていない。

「木崎さんに、頼まれたからなの」

　予想外の名前が出てきて戸惑う。

「……木崎に？」

「いえ木崎さんが『横須賀頑張ってるし明日も頑張る予定みたいだから、今日くらい楽しむ時間を作ってやって欲しい』って。本人は部活の子達と回ったり忙しいらしくて」

　いったいなにを考えているのか理解できない。

「つーか大河内もそんな頼み無視してよかったのに」

「でも、頼まれなくても横須賀君を誘うつもりだったわよ」

　大河内はさらりと言って、髪を靡なびかせながら先に歩いていってしまう。

　全くもって、俺はこいつらの思考が理解できない。





　　　　　×××






　運命の文化祭二日目。

　一年Ａ組は早朝に集合し、最後のリハーサルを行った。

　大道具、衣装類も準備完了。

　あとは本番を待つばかりとなる。

「横須賀……それじゃあ最終作戦、頼んだぞ！　俺は文化委員の仕事だ今日も！」

　文化委員蓮田が俺に向かって敬礼をする。

「期待してるよー。大変だろうけど軽けい音おんの方来られたら来てよ」

　野上も言ってくれる。

「ああ。そっちの健けん闘とうも祈ってるよ」

　そして俺の前に立つのは、もう一組の重要なメンバー、映像班の二人である。

「できるだけたくさんの素材を用意してくれ」「あとは我々映像班が最高のものにしてやろう。ふふふ」

「キャラがよくわかんねえな」

　クラスに映画マニアがいて本当に助かった。

　泣いても笑っても、今日の午後には劇の開演がやってくる。

　そして一度きりの、一年生の文化祭は終わるのだ。

「本当は私もそちらに参加したかったのだけれど……」

　そう言いながら現れた人間を見て、息を吞のむ。

「どうしたの横須賀君？」

　見慣れない制服は衣装用に調ちよう達たつしたものだ。大河内は編入生、という設定で一人違うものになっているのだ。

　チェック柄のプリーツスカートは華やかで、その下に伸びる細い足をより強調して見せている。丸みを帯びた襟えりもお嬢様っぽい上品さを醸かもし出しており、胸の大きな赤い蝶形のリボンがアクセントになっていた。

　そのいつもとは違う制服が印象的だからだろうか、主役として気合い十分だからだろうか、いや舞台でも映えるように薄く化粧を施ほどこしているからだろうか。

　真っ直ぐな長い黒髪を持つ、宝石のように輝く美少女に目を奪われる。

「ちょっと、横須賀君」

「……いや、ああ、大河内」

「変な横須賀君。まるで私に見み惚ほれていたみたいな」

「いやっ……！」

　わかりやすく焦あせってしまう。

「え……まさか本当に……」言いながら大河内はくるりとその場でターンする。

　甘い匂いが鼻び孔こうを突いて頭が痺しびれる。

「ちょっと自信持っちゃうわね」

　大河内はおどけて舌を出す。言いながらも恥ずかしそうだ。

「じゃあ私は看かん板ばんを持って、『是非見に来てくださ～い』って言って回るから」

　大河内は劇の主役として今日一日色んな場所で劇の宣伝活動を行う予定なのだ。

「……まあ、あれだ、大河内が宣伝したら凄い効果があると思う」

「ありがとう、頑張るわ」

　花咲くような笑顔で、大河内は言った。

「大河内さーん」

「あ、呼ばれちゃった。またあとで」

　軽やかに大河内は歩いていった。

　と、代わりに森本成美が俺にスタスタと寄ってきた。なにを言われるのだろう、と少し緊張する。

「……いや、いつまで教室いんの？　もう他のメンバーは出てってるよ」

「なんでみんな俺に声かけてくれないんだよ！」

　今日俺は重要なミッションを背負っている。

　それが上手くいくかどうかで全ての成否が決まる、大勝負が待っているのだ。




　向かった先は旧校舎の東面である。

　一日目は演えん舞ぶなどが行われていた場所に、二日目は野外ステージが出現した。

　アンプが設置されており、あとでライブなどの演目が予定されている。

　ここが、〝裏〟文化祭宝探しのスタート地点と宣伝されている場所だ。

　公式の文化祭タイムテーブルではこのあとしばらくなにも演目がないはずである。

　だがこの場所には今四、五十人の人間が集まっていた。

　比率は一年生が一番多いだろうか。

「こっち、こっち！」

　先に来ているはずのメンバーを捜していると、岩佐が手を振って迎えてくれた。

「も～、横須賀君が一番最後なんて」

「勝手に先に行ったからだろ」

「横須賀よ……他人任せで宝が見つけられると思っているのか？　備えが甘いぞ！」

　そう叫ぶのは暑苦しい見た目の柳沼清十郎である。

「お前その重装備はいったいなんだ？」

　でーんとどでかいリュックを背負った柳沼は、まるでこれから未開のジャングルへと入り込んでいくようだった。

「双そう眼がん鏡きよう、方ほう位い磁じ石しやく、ライト、筆記用具に、ノート、軍手、そしてビデオカメラ」

「持ち物聞いてる訳じゃない。ていうか絶対要らねーもん多いぞ。教室に置いてこい」

「や、やめろっ!?　荷物を一つにまとめようとするなっ。完璧な配置が……」

　さて、〝裏〟文化祭の宝探しとはいったいどういうものか。

　事前にわかっているのは、開催当日に出現するヒントを順番に追っていく、言わばオリエンテーリング形式の宝探しだということだ。

　柳沼が得た二・三年からの情報によると、毎度ヒントの形が少し変わるらしい。

　つまり、上級生が有利ということもなく、事前準備はほとんどできない当日一発勝負となる。

「お、いたいた」

　さわやかなスポーツマンっぽい男が俺に声をかけてきた。

　田た宮みや健けん太た、【炎使い】。一年生の中で一番に〈シンドローム〉に目覚めた男だ。

「シンドローム・バトル・クラブのみんなが揃そろって宝探し準備万端って感じだな」

　俺達を見て田宮は言ってくる。

「結局田宮は宝探しにも参加するつもりなのか？」

　俺が聞くと田宮は肩をすくめてみせる。

「……完全に様子見だな。誰も見つけてないものを追うってのは興味あるが、また店番もあるし」

　ここにいるグループやペアは、その大半が宝探しへの参加を目論んでいるのであろう。

　だが柳沼の事前情報通り、その間を縫ぬうように生徒会の人間が数多く立っているのも確認できる。生徒会の中には、バインダーに紙を挟みメモをとる準備万端の者もいる。

「まるで宝探しに参加する者がいたらあの用紙に記録をとると言わんばかりだな……」

　柳沼が言うと岩佐が呟く。

「……スピード違い反はんの取り締まりをする警察官みたい」

　確かに生徒会の人間達は一目見て「違反者がいたら確認するからな」と俺達を牽けん制せいしているのがわかる。

「他も田宮と同じ感じの奴らが多いんだろうな」

　俺は周囲をぐるりと一度見渡す。なにがあっても参加するぞという気き概がいを持った奴もいるのかもしれないが、全体から見れば少数派だろう。

「そう言えば岩佐さん、披ひ露ろう会かいの方はどうするつもり？」と田宮が聞く。

「うーん……、みんな参加するならちょっと気になるんだけど。なんなら【透明人間】披露しても……。時間がないかもしれないけど」

「そうだよな。【炎使い】として俺も一緒の考え方だ」

　どちらも盛り上がったら参加、でなければ静せい観かんしている人間が多そうだ。

「横須賀……ますますオレ達の行動が重要になってきたな！　周囲の目に負けずオレ達が立ち向かうことで続く者を触しよく発はつし……！」

「……この流れだとあの手が使えるか」

　作戦に必要なあの男は到着しているだろうか。俺は考えながらそいつを捜しておく。

「よし、双眼鏡装着！」

「お前は無駄な装備を片付けろって言っただろ！　ビデオカメラだけあればいい」

「そ、そんなに怒らなくても……。冗談じゃないか横須賀。……わかっている、カメラマンとしての任務を果たそう」

「お前は帰宅部なのに文化祭への協力もいまいちだったんだからここで活躍しとけよ」

「なぜ……いや、横須賀はオレを気遣ってくれているんだな!?　おお横須賀よ……！」

「お前が働かないのも俺のせいにされるだろ」

「……ん？　横須賀がオレの保護者状態？　ん？」

　そこで田宮が口を挟む。

「ビデオまで用意して、なにに使うんだ？」

「説明しよう！　これは一年Ａ組の──」

「説明すんな柳沼。それは……劇を見に来てのお楽しみだ」

「そう言われると気になるな。お、先輩だ。挨あい拶さつしてくる」

　田宮が「じゃ」と去っていった。

「……やっぱり劇に映像って引きにはなるみたいだね。任務、果たさなきゃ！」

　岩佐の言葉にも力が籠こもっている。

　この宝探しには色んなものがかかっている。だから全力で臨のぞむ。

　その中で一番の鍵かぎとなるのは、この女をおいて他にないだろう。

「頼むぞ、木崎」

「……おっけ」

　一緒にいたのにずっと声を発していなかった木崎まひるが、やっと一言だけ喋った。




　岩佐美帆。

　柳沼清十郎。

　木崎まひる。

　そして俺、横須賀浩人。

　これが〝裏〟文化祭の宝探し参加メンバーかつ、一年Ａ組文化祭の秘ひ策さくのための選せん抜ばつメンバーでもあった。

　俺達は本気で宝探しに取り組む。と同時にその様子をカメラで撮影し、劇の演出に利用する。

　もちろん全て上手くいけばの話だし、宝が見つかるとは皆思っていない。クラスの人間達は宝探しの映像さえ撮影できていれば問題はないと考えている。

　だが俺は、本気で最高の成功を目指すつもりだ。

「……もう始まるんだっけ？」

　木崎が腕を組みながら静かに聞いた。

　俺達四人は並んで立って、その時を待っている。

「九時半の文化祭開演と同時らしいんだが……」

　木崎は緊張しているのか、機嫌が悪いのか、必要最小限の会話しかしない。『輪月症しよう候こう群ぐん』絡がらみのことに巻き込まれたのが不服なのもあるんだろうか。

　初めは宝探しを劇に組み込む話をすると、「上手いこと利用するね……」と冷めた目で言っていた。俺に利用されたと思っているのかもしれない。まあ、否定はできない。

　だがクラスの文化祭のために必要なので協力してくれてはいる。

　校舎の時計は九時二十九分、残り一分。

　ちらほらとまた人は増えている。

　だが逆に会話はだんだん小さくなっていた。

　そして皆、誰もいない野外ステージに注目している。

　演目もまだなく本来の表の文化祭では絶対に集団ができるはずがない場所で、今多くの人間達が始まりの合図を待っている。

　文化祭の開始を告げる臨りん時じのチャイムが鳴った。

　次の瞬間変化は起こった。

　ふわりと、野外ステージ上の笠かさに文字が浮かび上がったのだ。

　奇妙な光景だった。

　スクリーンもなければプロジェクターもないのに、三次元の黒い文字が躍っている。

　大きさは十数メートル離れていても視認できるくらいか。笠の部分に、ステージ正面に向けて文字がくっついているようだ。

　だけどおそらく、これは俺達輪月高生にしか見えていない。

　だってさっきまでなかったものが突然浮かび上がり、なにでその文字ができているか一切わからない。あり得ない存在だ。

　でもそのあり得ないを可能にするのが『輪月症候群』である。

　文字は文章になっていた。




『宝探し開始。噴水の周囲の花壇で仲間を探せ』




　メッセージは非常にシンプルだった。

「なるほど……オリエンテーリングってのは、このことか」

　このメッセージの先にはおそらく別のメッセージなり問題があるのだろう。

「メモっ！」

　叫びながら柳沼は鉛えん筆ぴつを取り出しメモ帳に書きつけている。

「カメラで……えいっ。……あれ？」

　岩佐がスマートフォンを取り出し、写真撮影をしたかと思うと首を傾げる。

「写真撮ったのに……文字はない……？」

「基本的に〈シンドローム〉は映像媒体には映らないっ！　だからノート最強っ！」

　ノートを睨みながら柳沼は言う。

「ねえ、ちょっと。周り見てみて？」

　木崎が俺達に呼びかけるので、俺は周囲に視線をやる。

　と、うるさく喋っているのは俺達くらいなのだ。

　まだ皆が動き出していない中で騒いでいるから、大変目立っている。

　生徒会の腕わん章しようをつけた二人組がじっとこちらを見て、なにか相談していた。

　このまま俺達が次の場所へと走り出せば、〝裏〟文化祭への参加者としてばっちり把握されてしまう。参加者が少数ならば、生徒会が妨ぼう害がいしてくることだって考えられる。不味い展開だ。

　なるべく多くの人間が〝裏〟文化祭に参加して混こん沌とんとするのがベストなのだが。

「ねえ、生徒会の人間がこっちに歩いてきてない？」

　木崎が言った通り、二人が向かってきていた。騒ぎすぎたためか。

「ぬぬ……あいつら……！」「ど、どうしよっ……」

　スタート時点にして最大のピンチだ。

　だが、みんなここにやってきている。

　参加してみたいという想いはきっと燻くすぶっているはずだ。

　このパターンは、あの男の力を借りる案だ。事前に対策を立てていたうちの一つだ。

　視線を向けると、そいつはこくりと頷いた。

　上手くやってくれると信じて、俺はステージへと歩き出す。

「え、ちょっと」木崎の声が後ろで聞こえたが止まらない。

　さあ頼んだぞ、【磁石人間】赤あか木ぎ颯そう太た！

　俺は赤木の位置を確認して走り出し、大声で叫んだ。

「〝裏〟文化祭に参加したい奴集合～！」

　それが合図だった。

　ぐいと体が引っ張られる。

　俺の足の回転が速まる。急いで足を回さないと転んでしまう。まるで巨大な掃そう除じ機きに捕まったような、これが【磁石人間】の『磁力』だ。

　そして『磁力』に引かれているのは俺だけではない。

　右後ろから一人。左後ろからも一人。後ろからも。更に左後ろから。右……。十人、二十人……といった人間が同じようにダッシュで迫ってくるのだ……っていうか俺追いかけられてるみたいで怖えよ！

　だけど最も驚いたのは、自分達に向かって数十人の人間に走って詰め寄られた生徒会の二人だろう。

「ひぃ！」「ひゃあ!?」

　道を空けるように二人は左右に分かれた。

「な、なんか体が急に……てか全員同時に走り出すとかやる気ありすぎだろ！」「くっそ負けるか！　ダッシュだ！」「乗り遅れるなああ！」

　体に勢いがつくと気持ちまで大きくなるのか、集まった生徒達は口々にそんなことを言っている。

　更に【磁石人間】の力の範囲外にいた者達も動き出す。

「は？　ちょっと、出遅れてるじゃん!?」「宝探しってこんなに盛り上がるの？　だったら他も誘わなきゃ！」「おい、聞こえるか!?　宝探し凄いことになってるわ！」

　ちらりと赤木の方を確認すると、満面の笑みで握り拳こぶしを掲げていた。

「やってやったぜ！　すっっげー興奮した！」

　人の持つエネルギーが爆発する。秩ちつ序じよなく動き出す。混沌となる。

　一度始まった祭りは、生徒会にももう止められない。
















　　　　　×××






「噴水って……裏庭しかねえよな！」

　走りながら俺は言う。

　そこまで急ぐ必要があるのかわからない。

　だがとにかく一年Ａ組の宝探しチームも周りに合わせて走っていた。

「これゲームっぽくない!?」「体験アトラクションだな！」「やっと電話出たな！」

　参加者が増えるのは歓迎だが……先に宝を見つけられる可能性も増えてしまう。

「裏庭で間違いないだろう！　急げ横須賀っ！　他の奴らに遅れをとるな！」

　柳沼は「うおおお！」とダッシュする。

「ちょっと待って柳沼君！　撮影をしなきゃ！」

　それを岩佐が呼び止めた。

　はっ、と柳沼は自分の右手のビデオカメラを見つめる。

「……映像を撮るのは時間のロス……。しかしその役を買って出ることでこのメンバーに名を連ねたオレは……ええい、苦く渋じゆうの決断！」

　柳沼はスピードを緩め、俺の背後に回る。

「……準備完了だ！」

「よ、よしきた。じゃあ木崎さんお願い」

「……はいはい」

　そして木崎が俺の隣にくる。

「つーか岩佐、すげー頑張るな」

「だ、だってわたしはこの文化祭で……頑張るって決めたから」

　そうだったなと思い出す。

「じゃ、じゃあ木崎さんとよろしくっ」

　岩佐も下がって、カメラを構えた柳沼に並ぶ形になった。

　振り返るのをやめ、俺も前に視線を戻す。

　木崎と並んで走る俺を、柳沼が撮影している。

　これが後に使用する映像素材となる。

「……喋った方がいいんだよな。会話は拾わないからなんでもいいんだろうが」

　俺から木崎に話しかけた。

「撮影だけできれば、劇としてはオッケーだよね」

「でも本当にゴールに辿たどり着いて宝を手に入れられたら、凄いインパクトになるぞ」

「邪じや道どうかなとは思うけど、確かにね」

「覇は気きがねえぞ。お前が未練なく終わりたいって言った文化祭だぞ」

　思わず文句を言ってしまう。

「……そうだね。みんなにも頑張って貰ってるのにどうかと思うよね。ごめん」

　素直にしおらしくされると気を遣ってしまう。

「……気になってることでもあるのかよ」

「いや、輪月高校最後のイベントを横須賀と一緒でいいのかなぁ……って。他の友達差し置いて」

「それは確かに悩むな」

　納得してしまった。

「で、でも大役を任せて貰ってんだぞ！　最後おいしいシーンにも出るんだし」

「それは横須賀もね……。もちろん、大事なところをクラスのみんなに託されてるんだから、全力でやるけどね！」




　裏庭は校内の奥まった位置になるが、文化祭の今は休きゆう憩けいスペースとなっていた。

　その立地を利用したカフェバースタンド（と洒落しやれた名のついたただのドリンク販売）の出し物が展開されている。

「な、なんで客がこんなに……？　いらっしゃいませー！」「……でも誰も店の方を見てないぞ……？」

　そのスペースに五十名近くの生徒達が突とつ如じよ集まったのだ。驚きもするだろう。

「……噴水は、これだよね」と岩佐が呟く。

　噴水と言っても腰の高さより低い小さなものだ。直径は一メートル五十センチほど。大きな丸い器の形をしていて、真ん中から水が小さい山を作るように噴ふん出しゆつしている。

　それをぐるりと円形に囲むように、花か壇だんが設置されている。間には人の通れる道があるため途切れ途切れになっている花壇の円は、計三重になっていた。

　他の宝探し挑戦者も噴水をじろじろと眺めている。

　噴水が設置されているのは、一番内側の花壇の円の真ん中だ。だから花壇の中に踏み入り噴水を覗のぞき込もうとする奴もいた。

「そこー！　花壇は進入禁止でーす！」

　宝探し自体は止められずとも、まだ職しよく務むを全うしようとする生徒会のメンバーが注意をする。

「流れからすりゃ、あの文字があるんだよな？」

　俺が考えながら口に出していると木崎が応じる。

「さっきみたいなサイズの文字……はないよね。だったらすぐ見つかるし」

「時間になったら出現するのか？」

「と、とりあえずここにある花壇を調べてみる？」

　岩佐は言ったが、相談を持ちかける前に柳沼は既すでに周囲の調査を始めていた。

　俺も花壇の間を歩く。花壇の外周を囲むレンガに触ってみる。

　特になにも見つからない。

　ぐるっと一番外側の列の花壇に沿って一周すると、逆から調べていた木崎と合流した。

「どうだ？」

「いや……なにも」

　闇やみ雲くもに探していても発見は難しいのかもしれない。あのメッセージにもっと他のヒントが隠されていないか考えた方がいいのか。

「噴水……花壇はまずここでいいだろう。キーになるのは『仲間を探せ』って部分か」

「読み替えたり、一個飛ばしに読むとメッセージになる、とか？」

「謎解きゲーム風な──」

「あっ！」

　大きな声がして横を向いた。

　ちょうど俺達のいる場所から、円の角度で表すと九〇度分歩いた位置にいる一年の男子が、しゃがみ込んで自分の手をまじまじと見つめている。それから周囲の視線に気づいたのか、はっとした表情になりそそくさと立ち去った。

　怪しすぎる。

　今度は別の男子がそこに近づいていった。花壇を見つめ、それからレンガに触る。自分の手を見る。表情を変えるとその場から去っていく。

　更に数名が同じようにしたあと、俺と木崎もその場所に行った。

　他と変わったところは見えない。花壇に手をつく。そして掌てのひらを見る。

　黒い文字が、俺の手……正確には俺の手からはみ出すように浮かび上がっていた。

　ぎょっとする。反対の手で擦こすってみたがとれない。そもそも掌から数ミリ浮いているような状態で、痛みやかゆみはまるでない。俺の掌でホログラム映像が展開されているイメージだろうか。

　俺と木崎はひとまず花壇から離れた。

「おいこれ次の場所だよなっ!?」

「あたしもどうなるのかなって思ってたけど見えてきたっ」

　興奮した声を必死に抑えつつ二人で言い合う。

　掌を開くと、こんな文字が見えるようになっていた。




『東の階段』




　ちなみに拳を握ると、文字は吸い込まれるように見えなくなった。ただ開くとまた出現する。

　これがどういう原理かは置いておくとして、このメッセージから考えられるのは、おそらくこの場所を探せ、ということなんだろう。

「さっきより特定が難しくなったな。東校舎の階段なのか、他の校舎の東階段なのか」

「校舎に特定しなければグラウンドとかにも階段はあるよ。それこそプールだって」

「いら～っしゃいませ～」

　間ま延のびした客引きの声が、ちょうど横から聞こえてくる。

「……あ、浜はまさん」

「浜じゃない！　凜りん子こは凜子！　ってよこちんに【サイコメトリー】ちゃん。じゃ、知り合いのよしみで二人にこれ」

　ぐねぐねした派手な髪を二つにくくったギャルが、俺と木崎に缶ジュースを手渡す。

「一本百円ね。凜子の手で軽く温めといたから」

「押し売るならせめて生ぬるいのはやめてください」

「こんにちはっ」

　木崎は体育会系のノリで頭を下げる。

「……押し切れそうな二人だけど、可愛い後こう輩はいに売りつけるのは凜子的に心が痛む～。はい、返してね。それとも喉のど渇かわいてる？」

　浜凜子、通称『占いばばあ』。【占い】と呼ばれる〈シンドローム〉を使うことからそう呼ばれている二年の先輩だ。

　俺達の手から缶ジュースを回収する。と、その時凜子がなにかに気がつく。

「あれ、それ」

「これはっ」

　とっさに文字の浮かび上がった手を隠す。

「大丈夫、大丈夫。横取りしたりしないから」

「……ていうか、凜子さん、これ知ってるんですか？」

「うん、〈シンドローム〉でしょ。宝探しでしょ？　凜子は興味ないけど～」

　凜子はこの〈シンドローム〉のことを知っているらしい。

「ちなみにこの黒い文字が浮かぶ〈シンドローム〉ってなんなんですか」

「よこちん質問多いよ～」

「一本買います。百円なんですよね」

　俺は凜子の手からぬるい缶ジュースを受け取り、代わりに百円を渡した。

「ありゃ毎度～。じゃあ教えるけど～、凜子は【スタンプ】って呼んでる。これ黒い文字を色んなところにつけられるだけっていう、マジ地味な力なんだけど」

「確かに……地味」と木崎は呟く。

「その分特定の期間だけ見えるようにするとか、どこかに仕掛けておいて誰かが触ったらその人にくっつくとか、凄く応用できるんだって」

「消すにはどうしたらいいんですかね？」

「よこちん心配してるの～？　衝しよう撃げき与えたり時間経ったりすれば消えるから全然平気だよ。凄くない力なんだけど、ホント使い方をよく考えたよねぇ。あ、いら～っしゃいませ～」

「あのっ、これっていったい誰の……」

　もう少し話を聞きたかったのだが、凜子は店番に戻ってしまった。

「〈シンドローム〉はもういいでしょ。宝探しの進め方わかったんだからさ。岩佐さんに柳沼！」

　木崎が二人を呼び、【スタンプ】の説明をした。

「……うおおおお！　なるほど横須賀次に行こう！」

「よ、よし手分けする？　それとも全員分かれた方が？」

　三人は今にも走り出さんばかりに急せいている。

「待て」

　だが、俺は三人を呼び止めた。

「なに？　急がないと」と木崎は言う。

「最初のメッセージの『仲間を探せ』がどうしても引っかかるんだ」

　これだけ計算された宝探しを仕切る誰かが、意味のない言葉を入れるのか。

「い、言いたいことはわかるけどみんなもう次の場所に行っちゃってるよ」

　岩佐が反論する。

「その向かう方向が全員一致していないってのが気になるんだよ」

「いやしかし……横須賀の言っていることもわかるぞ！　まだまだ未調査のところもあるんじゃないか？　例えばここら辺のレンガはまだ触れていないはず……」

「どうした柳ぬ……」

　俺が言い切る前に、柳沼は右手を突き出してそこに映った文字を見せた。




『北口から見える』




「北口から見える東の階段……」

　岩佐が呟くと木崎が引き継いだ。

「確か東校舎って、北口からの入り口が東側にあるよね……」

　勘は冴さえている。運も味方している。

　勝機は、ある。





　　　　　×××






　予想はビンゴだった。

　東校舎の東側にある階段の、五階から屋上へと上る途中の手すりにて【スタンプ】を発見した。

　おそらく噴水にあるどちらかの【スタンプ】だけを見つけて急せいた奴らは、学校中の東の階段か北口周辺をうろつく羽目になっているだろう。運よく見つけられる者もいるだろうが、脱落する者も多いかもしれない。

　第三チェックポイントの【スタンプ】が示す次なる場所は──『迷路』。

「迷路って……出し物でやってるクラスあるよね？」と木崎が言う。

　捻らず迷路の出し物がある多目的室へ向かった。

『輪月高校文化祭名物巨大迷路！』と看板の掲かかげられた部屋を入り口から覗くと、普通の教室二個分の広さの室内がダンボールで埋うめ尽くされていた。

「割と……」

「……凄いね」

　木崎と岩佐の二人が面食らっている。

　ダンボール迷路は結構な高さになっていて俺でも少し屈かがむだけで入れそうだった。

「どうぞー。迷路でーす。タイムアタックで賞品もでまーす」

「おう、木崎。やってきなよ」

　呼び込みをしていた一人が木崎の知り合いの先輩だった。

「あ、はい。でもこの迷路……本格的ですね」

「そもそもパーツが業者のやつなんだよ。これ学校の備品でさ。毎年どっかのクラスが迷路やるんだよねー」

　ならば迷路に【スタンプ】が設置されていることにも納得がいく。

「で、四人で参加でいいかな？　この四番のストップウォッチで計りまーす」

「よーし、いくぞ！　すわっ！」

　柳沼が走り出す。

「ちょ、ちょっと柳沼君！　カメラカメラ！　二人が入るところ撮らないと」

　それを岩佐が呼び止める。

「……ええいまどろっこしい！　早く入れっ！」

　柳沼はカメラを構えて片手をぐるぐる回す。

「柳沼に言われると若干イラッとするが……四人で全てのルートを踏とう破はするぞっ！」

「「「おう！」」」




「はい、ゴール。おめでとー。タイムは……悪いね。参加賞の迷路クリア書でーす」

　迷路タイムアタックの成績は酷こく評ひようされたが、目的が違う。こちとら一度ゴールを見つけてから引き返して別のルートも試していたのだ。

　迷路の中には合計八つもの【スタンプ】が隠されていた。途中で気づいたのだが、一つ【スタンプ】が自分の体についている状態で次の【スタンプ】を体につけようとすると、前のものが消えるらしかった

　見つかった【スタンプ】は縦の文字列、横の文字列がそれぞれ複数あって、全てが虫食いになっていた。単独で見ると意味不明だが、この全てを柳沼のノートに書き出し、組み合わせると……。

「……八個組み合わせて作るクロスワードパズル？」

　木崎が言った通りなんだろう。

「っぽいな」

「ど、どんどん本格的になってない？」

「だがここまで難なん関かんだと今まで誰も宝を見つけたことがないのも納得だし、隠された宝も相当なものと見た！」

　岩佐は恐れをなしたが、柳沼は逆に燃えている。

　四人であーだこーだ議論し、かなりの苦戦の末、ついに……。

「旧校舎か！」




　旧校舎の入り口に近づいたところで、生徒会の三年に声をかけられた。

「おう、横須賀君」

　気け怠だるげな表情の染そめ谷や隆たか文ふみだ。

　生徒会内で大河内の先輩に当たる人物で、会計の役割で生徒会に属しているものの、〝裏〟文化祭について俺達にレクチャーしてくれたよくわからない人でもある。

「揃そろってどこ行こうとしてんの？　旧校舎……ってなんもやってねえだろ？」

「いや別にこれは……」

「……旧校舎横のステージ見に行くとか言えばいいじゃん」

　ぼそりと木崎が俺の耳元で囁く。

「そ、そう旧校舎横のステージに……」

「ああ、〝裏〟文化祭？」

「うっ……！」

　生徒会の人間にはっきりと参加がバレた。ここで足止めを食っては時間のロスになる。

「警戒すんなって。俺はそっちの担当じゃないからなにもする気はねーよ」

　染谷はあっけらかんと言ってしまう。

「担当じゃないから見逃してくれる……ってことですか」

「おいわざわざ聞くなよ。頷いたら俺が悪意持って見逃してるみたいじゃね？　俺はただ単にここら辺歩いていて人を見つけたけど、担当外だからなにをしていいかわからなかった、ってことで」

「……ちなみに、宝探しに参加中なんですか？」

　まさかと思って聞いてみた。

「うんって言える訳ねーだろ」

　しかし否定はしないのだ。

　生徒会も完全な一枚岩ではなく、こんな人間もいるのだ。

「ここまで辿たどり着いたんですか……。そう言えばこの宝探し、途中からの【スタンプ】でもクリアできる気がしますよね」

　欠けつ陥かんなんじゃないかと思ったから話題に出した。

「いや一つ一つクリアしていかないと最後まで辿り着けないらしい……って言わすな」

「……よく知らないけど、結局なんでも教えてくれるタイプの人なんだね」

　岩佐がぼそりと呟いていた。

「あー……でもな、生徒会も黙ってる訳じゃないぞ。あそこ、見てみなよ」

　染谷は旧校舎の入り口を指す。

　旧校舎で展示自体はなにも行われておらず、物置スペース、貴き重ちよう品ひん管理部屋、また来らい賓ひん控え室といった用途で使用されているらしい。

　開放されている入り口は一つしかないのだが、そこには。

「がっちり二人で見張られてるって訳ね……」

　木崎の言う通り、入り口には門番の如ごとく生徒会の二人が立っていた。

「な、しかも見てみろ」と染谷が指す先で、一人の生徒が入り口へと向かっていた。

「関係者以外立ち入り禁止です」

　見張りの生徒会の人間が言う。

「入る時は用件を言ってください」

「ちょっと、物置になっている部屋あるじゃないですか。前あそこに入った時置き忘れたものがあって」

「わかりました、そこまでついていきますので」

「え、いや……じゃあ、またあとでいいです……」

　旧校舎に入ろうとした生徒はすごすごと退散していく。

「な、あれは無理だろ」

　染谷はやれやれと肩をすくめながら言う。

「もしかして、立ち往おう生じよう中なんですか？」

　俺が言うと染谷は目を瞑つぶった。

「……ノーコメント」

「まあ、それこそ姿を消せる人間でもないと無理っすよね」

　言いながら、俺はそいつのことを見る。

　すると木崎も続く。

「あり得ないことを可能にできる力でもないと……」

「これほど適てきしたタイミングがあっただろうか！」

　更に柳沼も合わせて三人が、一人の人物を見つめる。

「……え、なに、そんな子いるの？」




「【スタンプ】入手してきましたー」

【透明人間】になった岩佐美帆がこともなげに室内に侵入。目的を達成して帰ってきた。

「すげええええ！　……お前ら本当にいけるんじゃないか？　応援するよ」

　染谷は素直に称しよう賛さんしてくれた。生徒会の一員なのにその態度は大丈夫かと思うが。

「先輩は……宝探し続ける気はないんですか？　この先の情報を教えてくれるなら、この【スタンプ】共有してもいいですけど」

「助け船出しつつ交換条件かよ。交渉上手だねぇ……。いいや、いいよ。お前らが手に入れたんだから、自分達だけのものにしとけ。老兵は去るべきだ」

「なんか格好いい風ですね」

「『風』じゃなくて実際に格好いいって言えよ。ただ……」

　少しタメを作ってから、染谷は言う。

「俺からの頼みは、絶対最後までいって宝を見つけてくれってことだ」




　時間が経つに連れ来場者も増えてきた。

「実際今どこまで進んでるんだろうな!?」

　俺は叫ぶ。旧校舎側のステージでは大音量でバンド演奏が行われていて、大声じゃないと会話ができない。

「全然わかんない！」

　木崎が叫び返してくる。

　一年Ａ組の劇は体育館で十四時半から行われる。

　今はもう正午になっていた。

「……というかもうお昼!?　や、柳沼君一度テープをみんなに渡しにいかないと！」

　岩佐が焦り出す。確かにそういう段取りになっていた。

「映像班のいるパソコン室に黙ってテープを置いてくればいいんだな」

「ちゃんと声かけて渡してよ!?　……よし、じゃあわたしと柳沼君の二人で行ってくるから。横須賀君と木崎さんは先に進んでて！」

「お、おお。わかった」

　力強く言う岩佐に面食らってしまう。

「お前柳沼相手にも強くなったな」

　その感じを出せる人間、俺以外にも増えたじゃないか。

「……わたしがしっかりしなくちゃって気にさせられるから」

「じゃあすぐ行って戻ってくるぞ横須賀！　……ん、もしかしてこのタイミング、もう一つの〝裏〟文化祭、〈シンドローム〉披露会を少し覗くチャンスか……？」

　柳沼が言うと、すぐ岩佐が反応した。

「あ、いいね柳沼君。披露会も様子見てみようよ」

「……」

「岩佐、その柳沼の沈黙はたぶん肯こう定ていだ」

「らじゃ。またあとで」

　岩佐と柳沼が離れていって、俺と木崎二人になった。

「じゃあ行くか」

　俺が声をかけると木崎は歩き出す。同時に口を開いた。

「……〝裏〟文化祭の宝探し、なんだかんだ出し物を楽しみながらできるようになってるよね。今日ずっと宝探しやって、最後に劇で終わりだと思ってたから」

「……そうだな。意外と楽しかったりな」

「楽しんでて、いいのかな」

　ぽつりと呟かれた木崎のその言葉は、妙に俺の耳に残った。





　　　　　＋＋＋






　横須賀浩人と二人で焼きそばを食べている。

　次に入手した【スタンプ】には『屋台を食べ尽くせ』とあった。

　屋台はどれも学校備品の白いテントの下で行われているから、そのテントに【スタンプ】があるのだろう。

　ただ食べ尽くせ、という指令になにかが隠されている可能性もゼロではない、ということで、屋台形式で行われているカレーやらたこ焼きやらチョコバナナやらを全て食べることになったのだが……。

「いや……多いよ……うぷ」

「食え！　この焼きそばで終わりだから頑張れ木崎！」

　最近思うのだが、この男は色々吹っ切れすぎだと思う。

　先ほど岩佐さんは「劇の準備があってもう無理……！」と離脱していった。準ヒロインだし確かにもうそちらに向かった方がいい。

　ちなみに「〝裏〟文化祭の〈シンドローム〉披露会も少し見られたんだけど面白くて……ああ……この話も今度するね～！」と言い残していった。

　岩佐さん、中学の頃こんなテンション高い子だったっけと少し不思議に思った。

　柳沼は一度映像班にテープを提出したところ、「素材不足だ！」と怒られたらしく今は離れた席でカレーを食べながらあたし達を撮っている。

　という訳で、あたしは横須賀と二人っきりで焼きそばを食べている状況だ。

　男と女が二人でテーブル席で向かい合ってご飯を食べている状況、いったい周囲にはどう映っているんだろう。

　カップルや、休憩中と思われる男女がご飯を食べていて……まあ、こんな時だから休憩が同じタイミングだったという理由で食事を共にしている男女もいると思う。

　逆にこのタイミングを利用して、っていう子達もいるんだろう。

　下心ー。

　だけど、青春。

　でもあたしにはそんな出来事、もう二度とないんだろう。

　学校という世界に、置き忘れたものはないだろうか。

　あたしが残り僅かな高校生活で、最後になるだろうイベントで一緒にいるのが、この目つきの悪い暗そうな男でいいんだろうか。

「おい、箸はし止まってるぞ。早く食えよ」

「……俺がお前の分まで食ってやるくらい言えないのかねー……」

「ん、なんだ？」

「別にー」

　あたしも箸を動かし麺めんを啜すする。

　しょっぱいソースの味は全然甘くも酸っぱくもなくて、青春の味とはほど遠かった。















『青いベンチを探せ』が屋台で得られた【スタンプ】だった。テントの骨組みとなる鉄の部分を触った時にあたしの手についてきた（結局屋台の料理を食べたことによるヒントはなにもなかった）。

　輪月高校の敷しき地ちは広い。また校舎があとから増築されていったためか、校舎と校舎の間に割とスペースがあって、そこを埋めるように多数のベンチが置かれていた。

「青いベンチに心当たりあるか？」

　横須賀が聞いてくる。

「うーん、白か、木製か、グラウンドで緑は見たことがあるけど……。そう言えば屋上にもベンチってあるね」

　どうだ、と横須賀は後ろにいる柳沼にも聞いたが、見覚えはないようだ。

「もしかしたら屋台でもう一つ別の【スタンプ】があったのかもしれないな……」

「けどあれだけ食べてもわからなかったんだし、手当たり次第ベンチ探した方が早いかもよ」

「……木崎の言う通りだな。よし！」

　横須賀とあたしが並び、その後ろから柳沼。三人で小走りに校内を回っていく。

　西の旧校舎側から、西校舎の裏、西校舎屋上、中庭、北校舎、裏庭……と次々に回っていく。

　青いベンチは見つからない。

　ただ途中で、たくさんの出し物を見ることができた。

　お化け屋敷に、カラオケルームに、写真展、合唱、強引な客引きの飲食店、サービスものが諸もろ々もろ……。

　どこも、笑顔で満ちあふれていた。

　他の人も写っている絵を撮ってこいと言われたらしく、柳沼は少し距離をとって人混みに揉もまれながらカメラを回している。

　だから会話が拾われることはないと思ったのだろう。

「……なに寂しそうな顔してるんだよ」

　横須賀が言ってくる。

「そんな顔、してない」

　いや、実際はしているんだと思う。

「お前本当に学校辞めることに後悔ないのか？」

　また横須賀は言ってくる。

　言わないで欲しい。あたしはあたしを、殺そうとしているのに。

「事情はさ……俺なんて恵まれている方の奴には、わかんねえけどさ」

　嫌な予感がした。

　なにか決定的なことを言われてしまう気がした。

「将来お前はどうしたいんだよ」

　突き刺さる。

　言葉が一直線に貫いてあたしの胸を詰まらせる。

　立ち止まりそうになったけど、歩みだけはなんとか止めなかった。

「どうしたいとか言うけどさぁ、周りの状況から自然と決まることってあるでしょ」

　あたしは言葉を返す。

　だけどそのセリフはどこまでも空くう虚きよだ。

「お前にやりたいことはないのか」

　──ある。

　一瞬、口から出かかった。

　でもギリギリで止めた。

「現実ってあるでしょ」

　あたしは現実と向き合っている。

「色んな人が夢を見るけど、いつか現実に気づいて、ほとんどが普通に就職していく。あたしはそれがちょっと人より早いってだけ」

　そうあたしは、大人になるんだ。ならなくちゃいけないんだ。

「なにかを守るためには、夢を追っていられない時ってあるんだよ」

　そのために色んなものが置き去りになるのは、諦めなきゃいけないことだ。

「今やっているのはまさしく夢追いみたいなもんだけどな」

「それは……」

　三年間誰も発見できなかった宝探しを攻略し、更にネタが被った劇がある状況で上位入賞を果たす。

　ああ、ホント無理ゲーだよね。

　夢みたいな話。

「つーか本当に見つからねえぞおい」と焦った様子で横須賀が言う。

「あとは……グラウンドの隅にもあるよね？」

「今度はそっちか。つーかダッシュだなっ」

　小走りからスピードを上げて、あたし達は次の場所を目指す。




　グラウンドの一番端、出し物もなければ人もいないところまでやってきた。

「…………緑」

　失望した声で横須賀が呟いた。

　校内の覚えのあるベンチがある場所は、全て回り終わっていた。

「本当にあんのか青いベンチなんて!?　柳沼、覚えあるか？」

「……あとは、例えば物置に使われてないベンチが隠れているとか」

　時刻は十三時四十五分。

　劇の開始まで残り四十五分となった。

「……もういいんじゃない」

　ここはあたしが言うしかないと思った。

「諦めんなよ。まだもうちょっとだけ時間あるだろ」

　横須賀はさっきから変なテンションだ。

「でも劇用の映像はもう十分でしょ。もう映像を仕上げて貰わなきゃいけないんだし」

「でもあとちょっとの気がするんだよ……。見つかったら無茶苦茶盛り上がるし……」

「余裕持って体育館行って準備することを考えれば、潮しお時どきでしょ」

「だけど」

「もし」

　ないよなぁ、と自分でも思いながら言う。

「もし……あたしが輪月高校最後のイベントを気持ちよく終われて、未練なく辞められるようにとか考えてるんなら、もういいよ」

　あたしが言うと横須賀はきょとんとした顔を一瞬して、頭を縦に動かす。

「あ、ああ……」

　こいつ、あたしのためだとか言ってクラスを盛り上げたことも忘れてたな。

　横須賀は自分の目的のために努力をしている。

　あたしのためにこいつが頑張るなんて、それこそ、夢だった。

「ああ、くそうオレは一人で探してやる！　横須賀っ、もし見つかったら連絡するぞ！　……でもその前にカメラを渡しに行かないと！　ああ早くしないと怒られるっ!?」

　柳沼はバタバタ騒いで去っていった。

「俺はもう少し続ける。でも劇が始まる頃には行く。だから木崎はもう戻れよ」

　終わり、か。

　あたしは歩き出そうとする。

「ああ……。本当に最後、一つだけ言っておくぞ」

　足を止める。

「木崎、青春は一度きりなんだぞ、普通は」

「『普通は』ってなによ」

　あたしは言って鼻で笑う。

「一度きりの人生で、夢と希望を見なくていいのかよ。お前は普通に未来があるのに」

「普通普通って意味わかんないんだけど……」

　あたしの夢は──。

　熱いものが込み上げてきそうになって、必死に堪こらえた。そのまま震えながら声を出す。

「つーか、あんたこそ大切な青春を『輪月症候群』に捧げていい訳？　それこそ夢みたいな幻じゃん。……手で触れられるものでもない。学外の人間には見えすらしない」

　言う必要がないのに、あたしは我が慢まんできずに口にしてしまう。

「……だからあたしは『輪月症候群』が嫌いなんだ。意味がない。なんにもならない」

　ああ、ムキになっているように見られてるかも。八つ当たりじゃん。

「夢見せて、そのくせ卒業したら見えなくなるってなによそれ」

　夢じゃなにも食えない。

　あたし達が生きているのは、現実だ。

「でもその夢の中には、希望があるんだよ」

　夢の中の、希望。

「……将来役に立たないのに」

「将来のために、必要なんだよ」

　なぜだかわからない。

　でも横須賀の言葉は理想論を言っているだけじゃない。そこには強い芯しんがあって。

　心に、響いた。

　ヤダ。あたし、なんで？

　色んな感情がわーっと込み上げてきて、泣いちゃいそうじゃん。

　上を向いても涙が零こぼれるのは止められないと思ったから、あたしは下を向いて隠す。

　でもダメだ、こんなところに立ってちゃバレちゃう。

　ベンチの裏に隠れるようにして座った。隠せてる？

　ベンチの足のところをあたしはぎゅっと摑つかんで──。




　夕暮れの学校。

　ここではないどこか、過去の世界。

　ぶつぶつと文句を言う男子。

　はけを持っている。

　ぺちゃりとペンキをつけ、ベンチを塗りつぶしていく。

　青を緑へ──。




　ごくりと生なま唾つばを飲み込んだ時、息を止めていたんだと気づいた。

　驚きのあまり涙は止まっていた。残っていた滴しずくだけを腕で擦って消す。

　そうしてから呼んだ。

「ねえ、横須賀」

「……なんだよ」

　気を遣って気づかないフリをしているのか、横須賀はこちらを向こうとしない。

「こっち見てよ」

「なんだよ」

「このベンチ……昔青色だったのが緑色に塗り替えられてる」

　あたしの【サイコメトリー】が、その光景を見せてくれた。




　ここら一帯のベンチが塗り替えられているとわかった。

　そうなればあとは早かった。

　あたしと横須賀はベンチをべたべたと触り【スタンプ】がないか探した。これまでは色が違うので、念入りに探してはいなかった。

　そして、ベンチの裏側を触って、ついに発見した。

　その【スタンプ】はいくつにも分かれていて、一つずつ書き留めてできあがった文章はとても長く、これまでで最長のものだった。

　でも冒頭には、一言こうあった。




『これが最後だ』





　　　　　×××






　最後の【スタンプ】が指した場所は、体育館裏の石が敷き詰められたエリア。

　シンドローム・バトル・クラブを開催した場所だ。縁があるというかなんというか。

　そして確かに、この【スタンプ】は順番通りに道を辿ってきた者にしかわからないものになっていた。

『体育館裏の一番塀に近い外がい灯とうの下に立つ』

　まずはこの指示があった。その次には。

『そこから一個目のヒントの文字数と同じ歩数だけ東へ移動』

　つまり『宝探し開始。噴水の周囲の花壇で仲間を探せ』で句読点含め二十歩、東だ。

　続いては二個目のヒントの文字数と同じ歩数だけ北へ。

　この繰り返しだった。

　あたしは横須賀と確認を取り合いながら歩を進めていく。

　全ての【スタンプ】をメモしていた柳沼がいなかったので時折あやふやであったが、語尾を思い出せないくらい誤差の範囲だろう。

　次は西へ、北へ、南へ、東へ……。

　さあこれも終わりが見えてくる。

　あとは『屋台を食べ尽くせ』＋『青いベンチを探せ』で十六歩分西へ移動すればいい。

「……体育館の壁沿いに辿り着きそうだな」

　横須賀が呟いた。

　そして最後の指令は、『その下を掘れ』。

　ついに、本当に、奇跡的に、ゴール……を前にして少々問題が発生した。

　なにをしているのか、ガラの悪そうな他校の男子がちょうどあたし達が行きたい辺りにたむろしていた。体育館周りのコンクリートに腰かけている男が……五人。

　派手な色の髪で耳にはピアス、偏へん見けんかもしれないがタバコ臭そうな、はっきり言って近づきたくないタイプだった。

　ぎりぎり時間はあるから、宝が見つかれば柳沼を速攻で呼んできて撮影をすれば映像素材は用意できるんじゃないだろうか。もう、ゴールはすぐそこなんだ。

　側のテニスコートではモグラ叩きなるアトラクションが行われていて、その店番の人間と他にもちらほら生徒がいた。

　しかし皆ガラの悪い他校生と関わりたくないからか、その五人の周りだけがエアポケットになっていた。

　ずっと座っている訳もなく、二十分もすればきっといなくなるだろう。

　だけどあたし達には時間がなかった。

「でさー、その茶道部の女がオレの誘い断わりやがったんだよ」「どうせ変な誘い方したんだろ」「超紳士的だったぜ？　なあ」「そーそー」「だから店出る時零したフリして着物に抹まつ茶ちやぶっかけてやったし」

　ぎゃははと下品に笑っている。

　見た目以上に相当下げ衆すな奴ららしい。

　一度諦めかけて、それでも首の皮一枚繫がった奇跡が見られるかもしれないのに。

　だからあたしは歩み出る。

「すみません。そこ、どいて貰えませんか」

　声は震えずに出すことができた。

「……は？　なに、オレらに言ってんの？」

「そうです」

「なんで～？」「オレらが先にここにいたよね？」「上から目線じゃね？」

　女子一人が言ってきたのに対して複数で言い返すとは小物すぎる。しかもよほど暇なのか、とにかく喧けん嘩か腰ごしだ。

「文化祭の準備で必要なのでお願いします」

「じゃあ、このあとオレらと遊んでくれたらいいよ？」「あ、それいいね～」

　本当にこういう奴ら、最低だと思う。

「あの……横に二メートルずれて貰うだけで大丈夫なんで、お願いできませんか」

　その時横須賀が割って入ってきてくれた。

「は？　邪魔すんなよ」「オレらはこの子と喋ってるの」「引っ込め部外者」

「いや俺もこいつと一緒のクラスなんで……」

「知らねーよ」「聞いてねえし」

　あたしは乾かわいた笑顔を崩さない。

「すぐ戻って貰って、大丈夫なんで」

「会話通じねー」「いやあれだよ、輪月の奴らって変な妄もう想そう連中じゃん」

　ああ、アレねと五人は勝ち誇ったように笑い出す。

「なんだっけ、『輪月症候群』とか」「完全に頭おかしいやつだろ」「雷出せるとか、手から光出せるとか」「今日日幼よう稚ち園えん児じでも言わねーよ」

　ぎゃははと男達は笑う。

　うん、だろうね。外から見たら理解できない妄想だし、バカにしたくなるものだ。あたしも似たようなこと言ってるし。

「つーかさっきからこいつら変な動きしてたんだよ。右行ったり、左行ったり、前行ったり、後ろ行ったり。オレ達には見えないものでも見えてるんですか～？」

　また笑う。

「勉強ばっかで頭おかしくなったんだろうな輪月の奴らは」

　ただあんたらさ。

「『輪月症候群』！　ビーム！　あれ……出てない？」

　そろそろ。

「かはっ、こいつらと同じバカみたいな妄想やめろよ」

　いい加減に。

「……人の夢と希望を笑うな」

　言わずにはいられなくて、あたしはぼそりと呟いた。

「あ？　なんか言った？」

　別にあたしはどうでもいいんだ。

『輪月症候群』が、輪月高校がバカにされたって、もう関係もない。

　でも、そこに賭かけている奴だっているんだ。

「人が信じているものを笑うな……！」

「は？　なに、喧嘩売ってんの？　雷出せるんだったらオレと喧嘩しても大丈夫だよね？　女子でも」

　一人の男が立ち上がってずかずか迫ってくる。

　なによ。なんでくるのよ。怖いよ。でも引き下がらない。

「やめろ」

　その時あたしの前に、横須賀浩人が割り込む。

　キャラじゃないじゃん。やめときなよ。そう思いながらも、正直今のタイミングは格好いい。

「さっきからなんだお前？　彼氏か？　暗そうな奴じゃん」

　なぜだろう、あたしより横須賀への侮ぶ辱じよくの方が、やたらめったらむかついた。

「確かに暗いね。しかも空気読めないし、最近訳わかんないしっ」

「……おい、同意すんのかよ」

　横須賀は振り返って言ってくる。前を向け。最後まで聞け。

「でも……あんたらの百倍格好いいんだよっ！」

　それを耳にして横須賀が驚いた顔をする。ふん、驚け驚け。

　でも最近文化祭で一生懸命な横須賀は、そう言って構わないと思う。

「なーんか、本当にむかついてきたなぁ……」

　一人の男の目が完全に据わっていた。本気でやばい？

　でもあたしは引き下がれないと、そう思った。

　なぜならあたしは気づいたからだ。

　人が信じようとしているものを笑うのは最悪だ。

　人の夢を笑うのは最悪だ。

　人の希望を笑うのは最悪だ。

　でも実は、あたしはずっとそれをやっていたんだ。

　夢と希望は子供が見るものだと、大人になった気分で上から目線になっていた。

　そしてなにより、あたしは自分で、自分の夢と希望を笑っていた。

　夢を見てどうするんだ。

　希望を抱いてどうするんだ。

　現実を見ろ。

　あたしはそうやって諦めようとしていた。

　そんな最悪な人間になっているって、その事実にあたしはやっと気づいたんだ。

　あそこにいる人間達とあたしは同じ、人の夢を笑い、自分の夢を諦めた人間だ。

　だからこれは、最悪なあたしなりのケジメの付け方であり罪滅ぼしなんだ。

「いい加減そこをどけっ！」

　そいつらに向かって叫ぶと、横須賀は「お前……」とぎょっとした表情をしていた。

「……クッソわかったよ。け、喧嘩は俺が買ってやる」

　横須賀があたしに背を向け、男達に向かって言った。

　そんな格好つけなくても。てか、震えてんじゃん。

「へえ、じゃあやろうぜ？」「……でもマジで雷とか出されたらやばくない？」「バカ、こいつらが出せるって言ってるだけだよ」「なんの意味もないな。だっさ」

　相手から言葉を浴びせられて、あたしがこれまでどれだけ情けない発言をしていたか思い知らされる。

　あたしは、あたし達は、きっと現実と戦って、そして夢を見なくちゃいけないんだ。

　ここは、あたしが夢を切り開く。

「ラストチャーンスで、やっぱりオレ達とくる気ないの？　今だったらそっちの男はボコらないでおくよ～？」

　ニヤニヤと笑いながら男が言ってきた。

　勝負するなら、ここだ。

「……わかった。その代わりこいつには手は出さないで」

「お前、役割が違うだろ……」と横須賀が小声で言ってくる。

「いいの。外に行くフリして、適当なところで逃げるから」

「危ねえだろ……っておいっ」

　横須賀の制止も聞かずに、あたしは男達の方へと歩み寄る。

「おっと、心変わりした？」

「このまま外に行こう。だったらついていく」

「へへっ、ものわかりがよくていいね。じゃあ行こうぜ」

　男達が下卑た笑みを浮かべている。

　貞てい操そうの危機？　までは、ないと思いたいけれど……。

　五人の男があたしを囲む。

　近くで見ると、割と体もでかいじゃん。

　怖かった。だけどおくびにも出さずに歩いてやる。

　横須賀が穴を掘って宝を回収して、撮影もすることを考えれば学校の敷地を出るくらいまでは我慢して……「ひゃっ!?」

「『ひゃっ』だって可愛いー」

　一人があたしの肩に腕を回してきた。男の腕はやたらと力強くて跳ね返そうとしても動かない。体が震えた。でも、大丈夫だ。

「〈シンドローム〉は……『輪月症候群』は現実に影響を与えられないかもしれねえ」

　背後から声が聞こえてくる。

「でも……なにも変えられないってことはないんだよな！　教えてやれ田宮！」

　叫ぶのは横須賀浩人。隣にいるのはいつの間に現れたのか【炎使い】の田宮健太だ。

「は？　テメエ誰だよ？」

「俺は通りすがりの、ただの輪月高生だよ」

　言いながら田宮は天に手を掲かかげる。

「たまたま近くにいたんだが……まさか横須賀と〝裏〟文化祭対策で考えていたことが、ちゃんと意味ある形で役に立つなんてな……」

　田宮の掌から火球が出現する。

　直径三十センチほどの火球が上昇し、やがて消え去る。

　それが〝ファイヤーボールキッド〟と呼ばれた田宮の【炎使い】の能力だ。

　更に田宮は左腕も振り上げ炎を放つ。

　前、左、右、後ろ、両手を使って連続で打ち始めた。

「てっ、ちょっと待って!?　巻き込まれるから!?」

　見た目もド派手な花火大会だ。

「……え、踊り出してこいつなにしたいの」「もしかすっとこれ『輪月症候群』でなんかやってんじゃね？」「ださ……ププ」

　田宮は〈シンドローム〉を使っている。

　ガラの悪い男達には全く見えていない。

　そう簡単に現実は変わらない。

　でも。

「やめなさーい！」「ちょっと誰ですか!?　勝手に〈シンドローム〉使って……！」

　変わるものもあって、田宮の放つ〈シンドローム〉に慌てた生徒会が集まってきた。

　派手に炎を空に向かって撃てばそりゃ遠くからでも見えるし、校内を巡じゆん回かいする生徒会や実行委員が黙っている訳がない。

「しかもなんですか？　もめ事ですか？」「えー、こちら三班。力の乱用者発見。また校外生徒と揉めている模様」

　一人がトランシーバーを使い連絡をとっている。

　なんだなんだ、と事情をわかっていない生徒達も集まり始める。

「なになにー、もしかして〝裏〟文化祭？」「バカッ、生徒会の奴らがいるのに大声で言うなよ」

　五人の男達とあたし達を取り囲むように人が増える。

「おい見てくれ！　そこに女子を拉ら致ちしようとしている奴らがいるぞ！」

　更に横須賀が叫ぶ。

「拉致？」「え、どういうこと？」「確かに男五人と女子一人と……」「なんかあの子嫌がってる風じゃね？」

　人が集まり、拉致と言われ、男達はお互いにきょろきょろと顔を見合わせ明らかに慌て出していた。

「……ちっ、なんだよ無駄に人が集まりすぎだろ」「あーあ、なんか面倒臭くなってきたな」「てかつまんねーし」

　ばっと乱暴に放り投げられ、あたしはよろよろと男達から離れる。

「行こうぜ」「ああ、そうしよーぜ」

　オラどけよ！　と威い勢せいだけはよく五人は去っていった。

　人の大切なものを笑うそいつらは、そんな程度の奴らだった。

「二度と来んなバーカ」とあたしもささやかな反撃に小声で言っておく。

「木崎大丈夫か!?」

　横須賀が駆け寄ってくる。心配はしてくれているらしい。

「お、おい横須賀っ！　生徒会への事情説明は忘れずしてくれよ……！」

　生徒会に捕まりそうになって田宮が慌てている。

「忘れてねえから待ってろ！」

　横須賀は叫んでからあたしの正面に立った。

「まあ……無事でなによりか」

「横須賀が助けてくれたからね」

　興奮しているし、さっきは怖かったしで感情はぐちゃぐちゃになってよくわからない。

　でも心臓がドキドキして火照っている体は、悪いものだとは思わなかった。

　横須賀があたしの顔を見つめている。

　今あたしはどんな顔をしているのだろう。想像がつかない。でも顔が凄く熱いんだ。

「無茶だよ。現実的に考えて危なかったら諦めるんじゃないのか。らしくもねえ」

　現実的に考えて危なかったら諦める、か。

「いやぁ否定できないな。……だけど、あたしは気づいたんだよ」

　お前が言うなと罵られるかもしれない。でも思ったんだ。

「ここはあたしの人生の踏ん張りどころだって。逃げちゃダメだって」

　恥を忍んで、口にする。

「後々のことを考えれば、ずっと続く先を考えれば合理的じゃないのかもしれない。でも今ここを逃したら、もうそれは二度とやってこない」

　想いが溢あふれて言葉になる。

「そしてあたしは今、ここにいるから」




　あたしと横須賀はついに〝裏〟文化祭の宝探しが最後に示した場所に辿り着く。

　モグラ叩きの出し物をしていたクラスから道具を借り、地面を掘る。

　すると埋められた小さな瓶びんを発見した。

　その中に入っていたものは……。





　　　　　＋＋＋






『わたし達からの贈り物』作・演出・出演　一年Ａ組一同




　ある学校に、不思議な力を使えると周囲から噂うわさされている女の子、葵がいた。近づくと危険だという噂だったので、皆葵を恐れていた。




　一年Ａ組の劇は、体育館で行われる演目の最後から二番目となる。

　全演目終了後の閉へい幕まく式しき待ちの人間もおり、客の入りは上々であった。

　何百、という単位なのは間違いないが、暗くてはっきりとしない。とにかく大勢だ。

　俺と木崎は舞台のすぐ側、観客席にも近い位置に待たい機きして大道具の配置換えや照明の仕事をしていた。あくまでサブのポジションのため出番は多くない。というか当日の大仕事のため他の重要な役から外れていた。

「あれだよ、あれ。俺が言ってた宣伝してた子」「確かに可愛いな、ありゃ……」

　観客の反応もダイレクトに伝わってくる。大河内の宣伝効果はあったらしい。




『あれよ、あの子が』『しっ……聞こえる』『怖いよね』

　噂をする生徒達、その視線の先に大河内葵が立っている。

『どうしてこんな風に怖がられるんだろう。でもお父さんも言っていた。それは仕方のないことだって』

　薄はつ幸こうの少女が悲しく佇たたずんでいる。

　所しよ詮せん学生劇の範囲だ。照明だって音響だって十分とは言えない。

　だけど大河内とその周囲だけは圧倒的な輝きを放っていた。

　言葉ではなく全身で、悲しさと諦てい観かんを表現している。

『……でも葵ちゃんってそんなに悪い子なのかな。わたしは葵ちゃんが一人で公園の掃除をしているの見たけど』

『美帆、危ないんだから近づいちゃだめだよ』

『う、うん……』

　岩佐も序じよ盤ばんからなかなかのセリフ量だ。流石さすがは準ヒロイン。凄く上手いとは思わないけれど、一生懸命な姿は非常に好感が持てるだろう。

　こんな何百人の人間の前で、あいつはここまでやれるようになったのだ。




　ところが校外学習のバス移動中のことだ。バスが事故に巻き込まれ、クラスのメンバーが危機に晒さらされる。




　ここで、舞台からは人が消えスクリーンに映像が映し出される。

　流れるのは実際にバスの中で撮影したシーンだ。

「うおっ、映画!?」「なんか挿入シーンっぽいよ」「映像絡めんの？」「すげー」

　映像のシーンは驚きを与えられ、またすんなりと受け入れても貰えたようだ。

　映像班の頑張りのおかげだ。




　バス事故の際、葵が不思議な力を使って皆を救出し、全員ケガなく事無きを得る。

　だが葵が使った力は、使ってはいけないときつく親からしつけられているものだった。約束を破ったことで、葵は引っ越しと転校を余儀なくされた。

　学校を辞めるまであと一カ月。そんな中、今まで誰も近づかなかった葵に、美帆と一人の男子が近づくのだった。

　葵と美帆達はすぐに仲よくなった。




『これからは……美帆って呼んでよ、葵ちゃん』

『そうするね、美帆ちゃん』

　劇は進んでいく。

　大河内と岩佐をはじめ、全員が大きなミスなく演技をこなしている。

「一年なのに頑張ってるねー」「たまにたどたどしいけどいい感じね」「劇と映像組み合わせる発想が斬ざん新しんだと思うよ」

　聞こえてくる評判は上々だ。

　だけど、ここまでくるとあの問題も露ろ呈ていしていた。

「いや……昨日の三年のと内容同じじゃね？」

「あ、だよね。似てるだけじゃないよね」「パクリ？」「パクリはおかしいだろ。被ったんだろ」「んなことあるかぁ？　同じ原作でも基もとにしたのか」

　ぎゅっ。

　たぶん、全く無意識なんだろうが木崎が俺の制服の裾を摑んでいた。

　なにも言わないで、気づいていないフリをしておく。

　木崎は目を逸らさず劇を観つつ、でも観客の様子も窺うかがっているようだ。

「三年生のやつと比べると映像入ってるのはいいけど……完成度として落ちるな」「あたし三年の観てないからわかんないなー」「完成度の高さか奇抜さを求めるか……」

「で、どっちの方が面白いの？」

　そこが問題なのだ。

「うーん。昨日先に観てしまったせいもあるんだろうが……やっぱ昨日の方がよかったな。今日はオチもわかっているんだし」

　いくら小手先を変えたって話は一緒。しかも学生劇だ。リピートして何度も鑑かん賞しように堪たえうるほどクオリティが高いとは言えない。




　美帆と男子を通じ、葵と他のクラスメイトの交流も始まった。誤解がなくなると葵はすぐ受け入れられ皆と楽しい日々を過ごすようになった。

　だけどそうなった時には遅すぎて、別れの時はやってきてしまう。




「もうオチ近いな」「映像使ったインパクトはあったけど三年のよりあっさり目だったねー」「三年の出来よかったし」「今のうちトイレいっとこうかな」

　初見の生徒はまだしも、三年の劇を既すでに観た者達の期待はほぼなくなっていた。

　なにも脚本を変えていない状況であれば、その評価も誤りではなかっただろう。

　だけど俺達の劇の本当の盛り上がりは、ここからである。




　皆はお別れの前に最後の思い出作りとして遊びに行った。

　そして転校の日がきて、葵は学校を去ってしまう。

　だが葵には一つだけ心残りがあった。

　葵は一人の男の子と文化祭に参加し、一緒にその文化祭の日にしか見つけられない宝を探す約束をしていたのだ。

　その宝を見つけた時、大切なものが手に入るという噂があった。




「あれ、三年の劇とは変わってきてるね。思い出作りやって終わりじゃないの？」「そのシーンを文化祭にするってことじゃないか」「宝探しってのもまるで……」

　心臓が高鳴る。

　もうすぐ、俺達の見せ場がやってくる。

　隣の様子が気になって横を見ると、木崎は両手を組み合わせて祈りの姿勢だった。

　服の裾を握る手が離れていたのはちょっと残念だった。……あれは可愛かったのに。




　葵はもう転校してしまっている。

　既に部外者だったので、元いた学校には変へん装そうをして侵入した。

　周囲からバレにくくするため男子も一緒に変装をした。

　二人はそれぞれ名前も『まひる』と『浩人』と変え、文化祭での宝探しに挑んだのだ。




　舞台から人が下がる。

　ステージが暗くなり、やがてスクリーンに映像が投とう影えいされる。

　学校の外観から、文化祭の入場口へ。

「あれ、これのうちの学校……の今年の入場門じゃね？」「え、噓うそ。……ってことは昨日か今日撮ってその映像使ってんの？」「あ、ていうかあたし映った！」「いやこれ粋いきな演出でしょ～」「やるなあ！」「しかも宝探しって……」

　そして、二人の人間が映し出される。

　横須賀浩人と、木崎まひる。

　主役の二人が変装をした設定で、この俺達が登場したのである。

　変装……と言うには人相が変わりすぎだが、そこは解説と「まあ高校の文化祭だしね」というノリで乗り越えられた。

「……やば、恥ず……」

　木崎が両手で顔を覆っていた。暗くてはっきり見えないが、きっと明るいところなら真っ赤になっているのがわかるんだろう。……つーか、そんな全力で恥ずかしがらないでくれ。俺まで赤くなるだろ。

　セリフのある演技のシーンは数日前に撮影を終えていた。

『見つけようね、宝を』

『ああ、必ず』

「ぷっ……演技はちょっと棒だけど……」「そこはご愛あい敬きようってやつじゃない？　割とメインの子達上手かったからね」「いやでも宝探しって完全に……」

　あ～～～、あれは他人の空似。あれは他人の空似。

　にしてもなんで録画して聞いた自分の声ってこんなキモいんだろうな！




　二人は宝探しのスタート地点へとやってくる。

　スタートは旧校舎の東面、野外ステージのある辺りだ。

　二人はそこから次々とチェックポイントを通過していく……。




　そこまでくるともう、完全にタネは明かされた。

「……これ完全に〝裏〟文化祭の宝探しだぞ！」

　誰か一人の大声が、ちょうど舞台からの音がなかったタイミングで体育館に反響した。

「マジかよ!?」「それは盛り上がるな！　あ、今オレが映った」「あの宝探しさ～、気にはなってたけど店番が忙しくて～」「すげー面白い演出なんだけどさ……」「……こんなの堂々とやっていいワケ!?」「わからんが……面白いからやっちまえ～！」

　驚きよう愕がく。騒然。混沌。

　もう輪月高生ならば全員気づいたことだろう。

　これはまさしく、本日行われたリアルな〝裏〟文化祭宝探しの映像だ。

「きたきたこの反応だよっ！」

「や、やったよ横須賀!?」

　俺と木崎は二人でばちん、とハイタッチをして喜びを表す。

　もちろんぶっつけ本番の今日で上手く映像素材が揃わないケースも想定し、最悪今日の撮れ高がゼロでも上映ができる準備はしてあった。

　だがやはりライブ感のある映像の効果は抜ばつ群ぐんだった。

　正直、ＭＶＰは撮れたての映像を当日中に編集してみせた映像班だと思う。

「……流石一年……怖いもの知らず」「生徒会いないの？　大丈夫？」

　クラスの出し物としてこんな映像を流すのは結構スレスレなんだろう。〈シンドローム〉を使っている訳ではないので、まだ許されるかもしれないが。

　特に画面に映っている二人なんて、公然と〝裏〟文化祭に参加していましたと宣言しているのだ。これから生徒会や教師達にどれだけ目をつけられることか。

　だけど木崎はもう転校するし、俺は野となれ山となれだ。

　生徒会は会長瓜生うりゆう亮りよう介すけ含め、この大胆さには度ど肝ぎもを抜かれているんじゃなかろうか。

　……だがやっぱり少々あとは怖いが。

　スクリーンでは今日撮影したばかりの宝探しの映像が次々に流れている。

　裏庭から東校舎、多目的室の迷路に旧校舎、それから屋台……。

　そのそれぞれのシーンに各所から歓声が上がってた。

「お～、映ってる映ってる、わたしの素晴らしい、舞が！」「どこどこ」

「お前があの時落とすからさー」「違うだろ！　あれは不可抗力ってやつでっ」

「俺、今日昼時点の迷路最速記録出してんだぜ」「抜かれてたぞ」「え……」

「あ、野球部の豚とん汁じるが異様においしかったんだよね～」「うっそ、ノーチェック」

　わいわいがやがやと至るところで、映ったとか、あんなことがあったとか。

　劇の最中にお喋りをされるなんて本来はよくないのかもしれない。

　でもこうやって盛り上がっている方が、文化祭らしくていいじゃないか。

「色んなシーンが見られて文化祭の総集編みたいだな！」

　誰かが言った。そう思ってくれるのがベストだ。

　そして、そうやって周りが文化祭を振り返って話すのに煽あおられたのだろうか。

　木崎が静かに口を開いた。

「色々……ごめん」

「は？」

「あのことを話すのは、文化祭でいい結果残したらだとか条件つけてさ」

「まあ……タダでってのも釣り合わないしな」

「あの時から今日までさ、あたしも悩んでいる時期だったから、情じよう緒ちよ不ふ安あん定てい……とまではいかないけど、変な当たり方してたかも。ごめん」

　暗い室内では木崎の表情ははっきり窺えない。

　そもそも木崎はこちらを向こうとせず舞台を見たままだ。

　今この暗い中で隣り合っている内に喋ってしまおうとしているのだろうか。

「それに自分から文化祭を頑張りたいと言っておいて……なのに諦めそうになって、途中であんたに発はつ破ぱをかけられてさ」

「振り返ると割と労力かけさせられてるな」

「だ、だからごめんって」

「冗談だよ。そんな気にしてねーよ」

「……ありがと」

　くそ、なんだそのしおらしい態度は。調子が狂う。

「横須賀はあたしに色々言ってくれたじゃん。学校辞めるなとか、諸々」

「かなり好き勝手だったけどな」

「だから言っておこうと思うんだ」

　スクリーンには、ベンチを探し求めて走り回っている俺と木崎が映し出されている。

　必死の表情の二人。

　後ろからばかり撮られていた印象があったが、そういえばたまに柳沼が前に回っていたと思い出す。

　演技など関係なく必死だったから、自然と緊迫した絵になっていて観客も盛り上がっている。

「あたしは色んなことを諦めていた。無理なものは無理なんだって」

　木崎は自分の中でも答えを探すようにしながら語る。

「どうしようもない流れがこの世にあるんだと思ってた。……親が自営業で割と色んなこと見てきたのもあるのかな」

　それこそ世界を壊しでもしない限り、もう決まっていること、曲げられないものも確かにあるんだろう。

「将来のため、我慢しなきゃいけないこともあるんだって自分に言い聞かせてた」

　自分の将来のことを早いうちから考える。それは正しいと言われていることで、親や教師が推すい奨しようしていることだ。

「でも将来のことを真面目に考えたら……、結構現実的になるしかないっていうか。夢とか希望とか見てるのが、不真面目にすら思えてきて」

　この世の中では将来を真面目に考えれば考えるほど、夢や希望を真っ直ぐに目指せなくなる。

「いつからか……ちょっと酷ひどいんだけど……夢を見ている人間をバカにしていた」

　でも、と木崎はすぐに続ける。

「……本当はたぶん、羨うらやましかったんだろうね。そんな風になりたかったのになれなくて、嫉妬してたんだよ」

　木崎は見たくもないだろう自分の黒い感情と、逃げずに今向き合っている。

「でもあたしは、おかしいなって気づいた。自分の中でどうにも腑ふに落ちてなかった理由がわかったんだ」

　木崎は言う。

「いい中学にいくため小学生の頃我慢して遊ばずに勉強をする。いい高校にいくため中学校では我慢する。いい大学にいくため高校では我慢する。いい会社に入るため大学では我慢する。家庭を持った時のため。老後のため……ずっとずっと将来のため、将来のため……って、じゃあいつのために生きてるの？　いったいいつが人生の本番なの？」

　問われて、ああそういうことかと俺の中でもすとんと落ちる。

「そんなの決まっているよね」

　木崎は俺の方を向く。俺も木崎の方に首を回す。

　暗い室内でも、木崎の瞳の輝きだけは酷くはっきりとわかった。




「いつだって本番なんだよ」















　木崎の出した答えは俺の胸にも、しっかり届いた。

「今が本番なんだよ。殺していい今なんてないんだ。きっと今この瞬間を悔いのないように生きなきゃいけない。そういうことなんだ」

　俺も、今楽しんでいていいのかと思うところはあった。

　だって俺はこのままだと三年生の終わりに死んでしまうのだ。

　楽しんでいる暇なんてあるのか、そもそも普通に学校に通っていていいのか、迷いはあった。

　行動していない訳ではない。だが本気で世界を変えると言うなら、それこそ学校すら辞めてどこかに旅立ってもいいはずなのだ、とか。

　他の人間と深く関わることを避けていたのも、結局そこに通じる気がした。

　皆が生きているのは普通の世界で、しかし俺だけが皆と異なる厳しい条件下で生きている。でも普段学校生活を送っていると、あまりにも毎日が通常運転だから危機感を忘れそうになる。自分も皆と同じ普通なんじゃないかと錯さつ覚かくしてしまう。

　そんな風に普通と呼ばれる日常の中に埋まい没ぼつして、いいのかと思った。

　だけどそうか、胸のもやもやが晴れた気分だ。

　俺は自分が死なないために努力しようとしている。それはきっと必要なことだ。

　でも俺は、死なないために生きている訳じゃない。

　手段が目的になってはならない。それじゃあ生きている意味がない。

　特に一度死にかけて、でも『二度目の世界』に存在する俺は、生きていることが奇跡みたいなものなんだから。

　そんなものすごく大切な、だけど見落としがちなことに気づかせてくれたのは、木崎まひるという人間だ。

　木崎がいて、木崎と関わって、自分の想いを持って進む中で、木崎と深く関わろうと向き合い、そして大切なことを知ることができた。

「き……聞いてくれてありがとっ。てか忘れていいよっ」

「なんでだよ」

　おそらく滔とう々とうと語っていた自分が恥ずかしくなったのだろう。

　それから木崎はぼそぼそと言う。

「……あと、全部終わったらさ、あの件はちゃんと話すから」

　聞こえてくる音声から、映像がもう終盤に差しかかったとわかる。

「あ～～～～っ、じゃあ今言わなきゃダメだよな～～～～!?」

　木崎が急に頭をわしゃわしゃとし叫び始めた。さっきからどうした。

「横須賀っ、浩人っ」

「はいっ。……って、え？」

　フルネームで呼ばれて小学生みたいに返事してしまった。

「横須賀は中学の頃からあんまりいい男じゃなくてさ」

「おい」

　ここにきてディスるなよ。

「でもずっと応援してたんだよ。頑張れよって。もっと格好いい男になれよって」

　そのずっとは、いつからの話なのだろう。

　もしかして、中学の頃から？

　誰にも気にされずなんの思い出も残っていないと思い込んでいたあの頃から、俺は。

「だから横須賀のことはちょっと気になってはいたんだよね」

　色んなことがあって、色んな巡り合わせがあって、俺と木崎は今こんな距離で話をしている。

「それがどういう感情かはよくわかんないんだけど」

　木崎が顔を上げた。ちょうどスクリーンからの光が当たるようになって、薄暗い中でも顔がよく見えた。

　青白い光の中で、木崎は照れ臭そうに頰ほおを搔かく。

　それから今まで見たことがないくらい穏やかに、笑った。

「でも最近は、格好よくなったと思う」

　ふっ、と息を吐いてから木崎は舞台に視線を戻す。

「だからこれからもこの学校で、色々頑張って」

　俺も前を向くと、映像はついに最後のシーンになっていた。




　そして二人はついに宝を見つけることができた。




　土を掘るシーンが映し出される──。

　そして、暗転。

「ちょっとちょっとどうなってんの!?」「もしかして本当に見つけちゃったワケ!?」「いやいや演出だろ絶対」「本当だったらすげえことだぞ！」

　観客の輪月高生は大盛り上がりだ。

　舞台上には大河内葵と、岩佐美帆と、もう一人の男子とが出てきているところだ。

『来て、くれてたんだね。葵ちゃん』

『本当は部外者が入っちゃダメって禁止されてるのに……ごめんなさい』

『全然大丈夫だよ！　それで……宝が見つかったんだよね？』

『ああ。伝説の宝は──』

　体育館内の人間が息を吞んだ。

　輪月高生に感化され、事情を知らない外部の人間までも緊張した面持ちだ。

　最後、見つかったものとは。

『宝は……思い出のことだったんだな』

『うん。今日学校中を回れて、色んなことを思い出した。美帆ちゃんと屋上で話したことも、食堂に初めて行ったことも……』

「ってやっぱそ～ゆ～オチだよな～」「なんだよっ、期待したのに！」「いやまあそうなるっしょいくらなんでも」

　観客には肩透かしになったかもしれないが、ここは勘かん弁べんして貰いたい。俺達が見つけた宝がど派手なものだったらその場で公開も考えてはいたのだが、そういうものでもなかったため、オチは見つからなかった時用のものになった。

『……ありがとう。みんなとの思い出は忘れないよ、ずっと』

『そうだ！　みんなも一目会いたいって言ってるから呼んでくるよ！』

　大河内と岩佐のセリフがあり、あとはエンディングだ。

　ぞろぞろと、演者として登場した面々、というかクラスの奴らほぼ全員が登場する。

　唯一、変装後の主役担当だった俺と木崎だけが舞台の下から見守っている。

『でも本当にお別れになるのかぁ』『寂しいねー』『短かったけど色々あったもんね』

　クラスメイト役なら誰が発言してもよい場面、大きな声を出すのは木崎とよく連んでいた体育会系の女子達だ。

「……え？」

　ちらりと俺が隣を見ると、木崎が小さく口を開けている。

　なにか、勘づくことでもあったように。

　更に他の面々も。

『でもたまにはこっち来られるでしょ？』『だったらまた遊ぶ企画立てよう！　旅行でもいいんだしっ』

「これって……？　まさか……」

　木崎は目を見開く。どんどんと表情が驚きの色に染まっていく。

　そして観客席にいる人間達は気づいているだろうか。

　皆の視線が劇の中で去っていく役の大河内葵……ではなく舞台下の人間に向いていることに。

『でもこうやってみんなで笑顔で送り出せたらオッケーって感じするよね』『いやそれ完全に気分でしょ』『また会おうよまひるっ！』『おい誰だ、まひるって言った奴』『それ言ったらおしまいだろーが！』

　もしかしたら観客席で首を傾げている人間がいるかもしれない。

　でもいいだろ、これくらい遊びがあったって誰も気にしない。

「このサプライズは……大河内とか岩佐の発案だな」

　俺はあえて隣を見ずに、そう伝えておく。

　その顔はわざわざ見なくたっていいし、クラスで俺だけ見るのも卑怯な気がした。

「……ぐすっ……うん、うん……」

　木崎の感動が、滴となって溢れ出ている。

　それはきっと温かな涙だ。

『『『これがわたし達からの贈り物です！』』』

　最後は大河内までこっちを向いて言っていた。あーあ。

　しかしエンディングだったので観客は大して気にはせず、大きな拍手に包まれて舞台は幕を閉じた。

　──俺は世界を変えてやる。

　もちろん自分の将来のため、運命を変えるための最大限の努力をするのは当然だ。

　それは絶対だし、時には犠ぎ牲せいにするものもあるだろう。

　だけどだからって俺の全ての『今』を殺しはしない。

『今』を楽しまないで、いったいなんのために頑張っているのだ。

　こうやって未練のないよう生きることが凄く大切な気がしていた。

　俺は未練があって今こうやって生きているのだから、きっと未練の残らない人生にこそ『二度目の世界』を生き抜く鍵が隠されている。

　そしてそのためには、今を生きている誰かと関わらなきゃならない。

　俺は生きているだけでもう誰かと関わっている。

　だから誰かと一緒にでなければ、きっとなにを為すこともできない。

　当然人生を楽しむこともできない。

「あたし、学校行くよ」

　隣で、涙を拭ぬぐった気配があった。

　視界の端に映る木崎は幕の下りた舞台を、前を、見ている。

「転校しても学校には通い続ける。凄く……もったいない気がするから」

「そりゃ、いい選択だな」

　所しよ詮せん他人の人生かもしれない。でも上手くやってくれるに越したことはない。なにが正しい選択だったかは、あとにならなければわからないとは思うが。

「最後にもう一つだけ」

　その時周りの喧けん噪そうが聞こえなくなって、まるで二人だけの空間のように感じられた。

　他にはなんの音もしないその場所で、木崎は俺に呟く。

　澄んだ川のせせらぎのような声だった。

「あたしがいなくなっても……忘れないでね」

　それに対して、俺はできる限りの力を込めて強く言った。

「忘れねーよ」

　その言葉が、ずっと、木崎の中に残り続けるようにと。





　　　　　×××






　一部で大議論を巻き起こした一年Ａ組の劇は概おおむね好評価を得、見事一年では最高位、更には三年の劇の順位を上回る六位を獲得した。

　ただ残念ながら、入賞にはあと一歩届かなかった。
















　文化祭が終了したあと、いくつか事件があった。

　まずは文化祭の後片付けの最中、ある上級生に声をかけられた。

　生徒会長、瓜生うりゆう亮りよう介すけ。

『輪わ月づき症しよう候こう群ぐん』に関わることを推すい奨しようせず、文化祭の前には『輪月症候群』の扱いには注意を払えと集会で話していた人物だ。

「直接は観てなくて話に聞いただけなんだけど、凄すごかったらしいね、劇」

　グラウンドで出会った瓜生は、ニコニコと子供みたいな笑みを浮かべている。

　地面は夕日で紅く染まっていた。

「三年と内容が被ってそこで票が割れちゃったみたいなのに、六位は凄いよね。それがなければ入賞あったんじゃないのかな」

　が、その笑顔が逆に恐ろしかった。

　怒ってる時に笑う人間が一番怖いんだよな、などと思いながら俺は話す。

「い、いや別にあれは『輪月症候群』がどうとかではなくてですね、ただの演出としてああしただけで、〈シンドローム〉とか一言も言ってなくて」

「……そんなしどろもどろになって怯おびえなくてもいいよ。怒ってないから」

「とはいえ結果的に迷惑をかけたのはよくなかったと……え、怒ってない？」

「うん、別にねー。〈シンドローム〉使ってないんでしょ？　流石さすがに外部の人がいる前でそれ使ったらどうかと思うけど」

「……田た宮みやは悪くないんです……。いやまだ会長の耳には入ってないか……」

「ん、なにか言った？　まあ、とにかく僕らもまだ強制まではできないし。罰ばつ則そくもないからね」

　後ろで手を組み、瓜生は俺の周囲を回るように歩く。

「……罰則を用意する気満々みたいに聞こえましたけど」

「みんなが節度を持ってくれたら、そんなもの必要なくなるのにね」

　瓜生はなにを考え、計画しているのか。

「ちなみに、宝は見つけたのかい？」

　その質問をする時、ちょうど俺の真正面で瓜生は立ち止まっていた。

　くるんとパーマした前髪の隙すき間まから、こちらを見てくる。

「宝？　なんのことです？」

　俺はそう、とぼけておく。

　今度こそ怒られるかもな……と覚かく悟ごしていたら瓜生はふっと笑みを零こぼす。

「やるねぇ、面白くなってきたねぇ」

　その時ばかりは、愛あい想そう笑いではなく本当に可お笑かしそうにしていた。

「流石は横よこ須す賀か絵え理り奈なの弟、か」

　……姉あね貴きの名前？




「よお、横須賀君」

　会長と別れたあとすぐ、生徒会で会計を務める染そめ谷や隆たか文ふみと出くわした。

　縁えんあって宝探しについて教えて貰ったのは染谷だし、それに文化祭の宝探し中にも話をした。

「さっきさ、会長と喋しやべってたみたいだけど、面白いやりとりでもしてた？」

　俺と会長が話しているのを見ていたらしい染谷は、気け怠だるげな様子で聞いてくる。文化祭で疲れているのかと思ってしまうが、これが染谷のデフォルトだ。

「特にそんな感じでもないっすけど」

「ああ、なるほど。言えないやつね」

　染谷はあっさり引き下がる。

「あ、そういや」

　染谷はきょろきょろと左右を確認してから尋ねてくる。

「〝裏〟文化祭の宝探しはどうなったんだよ」

　染谷には宝探し中にも世話になった……かは微妙なところだが、同じく宝探しをしていた人間には間違いないはずだ。話してもいいだろう。

「結論から言うと……最後まで辿たどり着きました」

「うおおおマジかよ!?　すげえな……」

「偶然も重なった気がしてますけど」

「おいおい詳しく聞かせてくれよ」

　染谷は「で？　で？」と聞いてくるので結局最後まで道程を語ることになった。

「はー。最後は青いベンチが緑になっているオチってよくゴールまでいったな」

　染谷は感心して唸うなっていた。

「運にも恵まれたと思います」

　俺が言うと染谷は愉ゆ快かいそうに笑いながら頷うなずく。

「持ってるなー、いや流石だなー」

「……てゆーか先輩って」

「いやぁ、でも本当に」

　尋ねようとした俺の声を遮さえぎって、染谷はさらりと言った。

「〝裏〟文化祭実行委員とかやっててよかったと思うわ」





　　　　　×××






　そして文化祭の数日後、最大級の事件が起こる。

　その日、木き崎ざきまひるは登校した時から顔がん面めん蒼そう白はくだった。

　周囲の人間達が「だ、大丈夫!?」「まひる今日は帰ったら……？」と言うほどだった。

　しかし本人は「大丈夫、大丈夫だから……」と引きつった笑顔で断っていた。

　引っ越しも近づいて心身ともに疲れているのだろう。誰もがそう解かい釈しやくし同情した。

　だから、朝のホームルームで担任高たか橋はし俊しゆん吾ごに呼ばれ、木崎が教きよう卓たくの前に立った時も、ついに学校を辞める日にちが正式に決まり、発表の時を迎えたのだと思った。




「ということで……あたしは転校しないことになりましたー！　……っていうか本っっっっ当にごめんなさいなんかすごい盛り上げといて結局学校に残って！」




　木崎まひるがそう発表した瞬間、卒そつ倒とうしかけた人間がいるとか、いないとか。

　それは横須賀浩ひろ人とだったとか、そうじゃないとか。

　とかく、記憶があやふやで定かではない。




　木崎は転校を取りやめ、更に学校を辞めることもなく、輪月高校に通い続けることになった。

　なんでも職を失った父親の技能を必要とする会社で、急に欠員が発生し雇やといたいとの申し出があり、また知り合いの紹介で条件のよいアパートに引っ越せることになったらしい。

　更に遠い親しん戚せきが出張の関係でたまたま輪月高校の文化祭を訪れ、文化祭での木崎が楽しそうなのでここから離すのは可か哀わい想そうだろうと援助を決意してくれた（ここは俺達のおかげだと言えるかもしれない）、などなんだかんだ理由はあるらしい。

　皆も「う……噓うそでしょまひる!?」「いいんだけど噓でしょ!?」「……わたしの涙を返せ」「とりあえず……お帰り？」などと戸惑いと混乱はあったが受け入れはしていた。

　しかし。

「いやねえだろ!?　どんだけ詐さ欺ぎなんだよ!?」

　仮にも木崎が最後だと言うから、文化祭に思い入れがあるみたいに言うから、気にしてやったところもあったのに。

　それにもう会わないと思ったから色々恥ずかしい会話もしていたのに……！

「その件については本っっっ当にこの通りでっ！　すいませんでしたっっっ！」

　木崎はぺこぺこと頭を下げる。

　退部届を出した部活にも土ど下げ座ざをして再入部させて貰ったらしい。こちらも「戻ってきてくれる分には歓迎よー」と温かく迎えて貰ったようだ。

「……まあ、もういいんだけどさ。そうなったもんは仕方ないし」

　改めてどうしようもない世の中の理り不ふ尽じんさを思い知らされた気分ではある。

　ただこのあと俺は木崎にどういう態度で接していけばいいのか。なんか色々言われたし。なんか色々わかんないし。

　とにかく、俺と木崎まひるの関係はこれからも続いていくらしい。




「……で、やっとあの話の続きをするんだな」

　木崎まひる引っ越し詐欺ショックからまた数日経った放課後、俺と木崎は校舎の屋おく上じようで落ち合っていた。

　平静を取り戻すのに何日かは必要だったのだ。

「……わかってるって。元から転校する前には話すつもりだったから」

　二カ月前に木崎からされた質問。




　──この世界全てを巻き込んででも、人生をやり直したいと思う？




　俺はそのセリフが出てくる会話の場面を夢で何度も見た。実際にあった出来事だ。

　それは俺ともう一人、この世界を巻き戻した〈シンドローム〉の持ち主の二人だけが知っている事実のはずだ。

　だがその会話を木崎は知っていた。

　なぜかと言うと……。

「あたしはその場面を【サイコメトリー】の〈シンドローム〉で見たんだ。屋上の、ちょうどこの辺りの手すりに触れて」

　木崎はとんとん、と胸の高さにある鉄製の手すりを叩く。それを越えたところには少しスペースがあって、一番外側には転落防止用にフェンスがそびえ立っている。

「学校の屋上で、男子と女子の二人が会話をしていた。男子は……横須賀だった」

　これではっきりと、あの場面が俺だけの夢ではないと証明された。

「なんでも、聞いていいんだよな」

「どうぞ」

　一番に知りたいことは、これしかない。

「もう一人の女は、誰なんだ？」

　緊張のあまり喉のどがヒリヒリとする。

　木崎の回答を、待つ。

「その女の人が誰だったかは……わからないんだよね。はっきり見えなくて……」

「……そうか」

　可能性もあるとは予想していたが、やはりショックだった。

「ちょ、ちょっとそんな落ち込まないでよ。……でもどうしよ、あたしがわかっていることって大したことじゃないかも……。もしかして、会話の内容も覚えてる？」

「一応確認してみるか……」

　だが、木崎が口にしたのは俺の知っている内容で、新しい事実の発見はなかった。

「やばい……こんだけ引っ張っておいて、なにもありませんでしたは流石に申し訳ない……。色々頑張って貰ったし……」

　いよいよ木崎が狼ろう狽ばいし始める。

「……あとわかってることなんて一つくらいしかないよ。これも横須賀は知ってるんでしょ……？」

「とりあえず言ってみてくれよ」

　俺が期待しすぎたか……そんなに上手くいくもんじゃないよな、と半ば諦めムードだ。

「あれは学校の屋上なんだけど、現実とはどこか違う場所だってこと」

「……え？」

　現実とはどこか違う、とはいったいどういうことだ。

「……妄もう想そうだって言いたいのか？」

「いや、そういうんじゃなくて、でも現実とは違っているのは間違いないよ。……なんでわかるのかって聞かれたら難しいけど。ただあたしは、そこに〈シンドローム〉が関わっているんだと思ってる」

「……〈シンドローム〉」

　あの場面に俺ともう一人の女しかいないのは間違いない。その女の〈シンドローム〉は【時間を戻す】、もしくは【世界をやり直す】ものだ。

　一人で複数の〈シンドローム〉が使えることはないはずだ。とすると。

　あの力は別の第三者のものか、俺のものかになる。

　俺は他人の〈シンドローム〉の特性を見破ってしまう『占いばばあ』浜はま凜りん子こから、力に目覚めている印が出ている、と言われている。

「……ごめん、こんなことしかわからなくて」

「確かに期待外れだった」

　かなり苦労したんだから、夢の中の女の正体がわかるくらいの結果は欲しかった。

「……ぐ」

「でも……手がかりにはなった」

　今得たこのヒント、そして宝探しで得たヒント。

　どちらもすぐに使えるものではないかもしれない。

　ただ間違いなく俺は真実へと近づいている。

　──宝探しの最後、地面から掘り出された瓶には手紙が入っていて、そこに【スタンプ】で文章が記されていたのだ。

　そこにはこうあった。




『この学校を卒業しても『輪月症候群』を継続する方法がある』




『輪月症候群』は学生だけの妄想じゃ終わらない。

　まだまだとてつもない秘密が隠されている。

　俺が自身の運命を変えて生きながらえるための道程で、きっとその秘密を暴かねばいけない瞬間がくる。

　なんとなく、本当になんとなくだが、俺はそんな気がしている。





　　　　　＋＋＋






　全ての準備は整った。

　計画に抜かりはない。

　たくさんのピースがものの見事にはまってくれた。

　運も味方してくれている。タイミングは今しかない。

　あとは実行に移すだけだ。

　私の人生はここを機に反転する。

　そうするのだと決めている。




　それじゃあ、大おお河内こうち葵あおいによる物語を始めましょうか。





アオイハルノスベテ２　了











あとがき






　本書を手にとって頂き、誠にありがとうございます。

　最近グルメサイトでおいしいお店を探すのが趣味です。庵あん田だ定さだ夏なつです。

　という訳で『アオイハルノスベテ２』が刊行となりました！

　一巻のあとがきで明記した『次巻はお待たせせずにすぐお届けする予定です』の公約をなんとか達成できたのではないかと思っております！　と、自分で言ってみます！

　しかしこの二巻が出るまでにはかなりの死し闘とうがありました……。なかなか原稿が上がらず、何度もスケジュール調整をし、やっと完成にこぎ着けるという……。大変な目に遭ったのは主に担当様ですね……。毎度毎度本当にすみません。それから他にもご迷惑をかけてしまった皆様すみませんでした！　おかげで原稿を作る時間をたっぷり頂けたのですが……今後はもっと余裕を持って進行できるよう精しよう進じんして参ります。……新人の頃からずっと言い続けている気もしますが。は、反省は毎回ちゃんとしています！




　話は変わりまして、『アオイハルノスベテ２』では一つ、私の念ねん願がんが叶っております。

　それは……そう、タイトルのナンバリングです！

　私の前作『ココロコネクト』シリーズ（未み読どくの方がいらっしゃいましたら是非こちらもよろしくお願いいたします）は『ココロコネクト　○○ランダム』というのがタイトルのフォーマットで、ナンバリングがありませんでした。そのため読者の皆様を「いったいどれが何巻なんだ……？」と混乱させてしまうこともあったかと思います。『ココロコネクト』シリーズのタイトルはそうあるべきだったので仕方がなかったのですが、今回はシンプルにナンバリングをすることができ悲ひ願がんが達成された訳です。

　とはいえ、前シリーズでは毎巻うんうん唸うなりながらタイトルを考えていたのに、今シリーズはその必要がなく、それはそれで寂しかったり……。




　また話は冒ぼう頭とうに戻りまして、この頃グルメサイトを見たり、あと町を歩いている時探したりしておいしいお店の発はつ掘くつ作業に勤しんでおります。と言ってもそんなブルジョアなことをしている訳ではなく、夜はリッチなお店をランチ利用で訪れて楽しむみたいなパターンが多いですが。こうすると結構お得に楽しめるんですよね。

　……あれ、これと前のページで書いていたことを合わせれば、原稿が切せつ羽ぱ詰まっているのにうまいものを食べ漁っている奴に……？

　ご、誤解です！　これは必要な息抜きなんです！　旅行いけてないし、プロレス観戦もできてないし、そんな日常の中で少しでも気分転換をしようと頑張っているんです！

　……これからも真面目にお仕事頑張ります。




　白しろ身み魚ざかな様。今回も素敵なイラストありがとうございます。白身魚様のおかげでみんなの魅み力りよくが何割増しになっていることやら……。これからもよろしくお願いいたします！

　担当様。今回も大変ご迷惑をおかけしました……。報むくいられるよう頑張ります！

　その他、本書が読者の皆様へ届くまで関わってくださった全ての皆様、まとめてしまい恐縮ではありますがこの場を借りて感謝申し上げます。

　また前巻購入者の皆様。皆様のご支援で今巻を世に送り出すことができました。本当に本当にありがとうございます。期待に応えられるよう努力していきます！

　それでは最後に、本書を手にとってくださった皆様に改めて最大限の感謝を。





二〇一四年十一月　庵田定夏
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白身魚

Shiromizakana




猫中心な今日この頃。仕事をしていてもあっちでニャーと鳴けば参上、こっちでニャーと鳴けば参上（キリッ）。

…というか、居間ではなくちゃんとした仕事場を作らなくては…と言いながら何年も経つのでしょう…（遠い目）。
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